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前島志保

はじめに

近代において世界同時的に進展したジャーナリズムの発達は、ことアジア
における事例については、これまで各国ごとの枠組みの中で研究されてきた
きらいがある。また、歴史社会学や出版史を中心とした社会科学的な研究と
日本文学・思想史・美術史など人文学的な研究があまり交わることなく進め
られ、近代と前近代を一連のものとしてとらえる視点や媒体を超えたメディ
ア史的な観点からの考察も欠けがちだった。
ジャーナリズム研究会（公開研究会部門）と画報誌研究会（非公開研究部

門）は、このような諸点を克服すべく、院生を含む東京大学大学院総合文化
研究科の若手・中堅の研究者を中心に、2019 年 6 月 19 日の非公開研究会を
もって結成された。半年の準備期間を経て、東京大学東アジア藝文書院
（East Asian Academy for New Liberal Arts/EAA）のリサーチ・ユニット
の一つとなり、2019 年 12 月 15 日開催の第一回公開研究会で本格的な活動
を開始した。
以降、約四年間、EAAおよび科学研究費＊の助成を受け、国内外から研
究者を招き、ジャーナリズムの基礎が日本を含むアジア各地で形成された
19 世紀後半から 20 世紀初めに焦点を当てる形で、研究発表と討論を積み重
ねてきた。2023 年度末で公開研究会は十回、非公開研究会は十五回を数え
るに至っている。会発足直後からコロナ禍に見舞われ、当初計画していた通
りの頻度と国際的な広がりのある活動を実現することはできなかったが、分
野・地域・時代を超えてジャーナリズム（あるいはもう少し広く出版・報道
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文化）の展開を考える可能性を提示することは、出来たのではないかと思
う。
本論集は、公開研究会の成果の一部をまとめたものである。『EAA 
Booklet 34 EAA Forum 24　出版・報道文化の近代化 1―「人」から読み
解く』には、ジャーナリズムの形成に関わった人々に焦点を当てた論考を集
めた。『EAA Booklet 35 EAA Forum 25　出版・報道文化の近代化 2―視
覚表現、言語表現、編集手法』には、ジャーナリズムにまつわる表現に関わ
る論考を収めた。
このほか、第六回公開研究会の成果は、『EAA Booklet 27-1 EAA Forum 

18　朝日会館と〈コドモ〉文化（1926-1935）―メディア、家庭、社会教
育』、『EAA Booklet 27-2 EAA Forum 18　メディア史の中の「アサヒカイ
カンコドモの本」』として、製本版・デジタル版ともに既に刊行済みである。
また、ジャーナリズム研究会の非公開研究会部門である画報誌研究会での成
果の一部は『近事画報（デジタル復刻版）』（文生書院、2024 年 1 月より順
次刊行）に結実している。2023 年度には、これまでの研究をさらに発展さ
せるべく、科学研究費＊＊を得た新たな共同研究会（明治雑誌文化研究会）
もスタートを切った。
本論集が、世界的な視座からアジアにおける出版・報道文化の展開を考え

るうえで、何らかの気付きや発見を読者に提供することができれば、幸いで
ある。

ジャーナリズム研究会、画報誌研究会、明治雑誌文化研究会　主宰　
前島志保

（東京大学大学院総合文化研究科教授）

＊ 挑戦的研究（萌芽）「国木田独歩の報道表現に関するジャンル横断的な研究」（研究課
題番号：18K18498）

＊＊ 科研費基盤研究（B）「明治後期雑誌における言説・表象・表現のメディア横断的再
検討―貫日露戦的視点から」（研究課題番号：23H00619）
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ジャーナリズム研究会の歩み（所属と職名は当時のもの）

第一回　公開研究会　2019 年 12 月 15 日　東京大学駒場 Iキャンパス 18 号館　コ
ラボレーションルーム 3
「近代ベトナムにおける新聞・雑誌の形成―文字言語の交代との関わりを
中心に」岩月純一（IWATSUKI Junichi）（東京大学大学院総合文化研究科
教授）

「明治期知露派文人ジャーナリストのキャリア形成―二葉亭四迷・大庭柯
公の場合」松枝佳奈（MATSUEDA Kana）（東京大学大学院総合文化研究
科・教養学部附属東アジアリベラルアーツイニシアチブ特任助教）

司会・ディスカッサント：前島志保（MEASHIMA Shiho）（東京大学准教
授）

第二回　公開研究会　2020 年 2 月 9 日　東京大学駒場 Iキャンパス 18 号館　コラ
ボレーションルーム 3
「複合的メディアとしての画報誌の行方―押川春浪の雑誌編集の活動から
―」武田悠希（TAKEDA Yuki）（立命館大学文学部ほか非常勤講師）

「近代新聞の形成―福地源一郎とその周辺に注目して」岡安儀之
（OKAYASU Noriyuki）（東北大学大学院文学研究科日本学専攻助教）

司会・ディスカッサント：前島志保（MEASHIMA Shiho）（東京大学准教
授）

第三回　公開研究会 2020 年 7 月 26 日　オンライン開催
「絵は出来事をどう語るか―近世後期の草双紙における視覚表現―」佐

藤至子（SATO Yukiko）（東京大学大学院人文社会系研究科准教授）
「ジャーナリストと政治家の分岐」河崎吉紀（KAWASAKI Yoshinori）（同

志社大学社会学部教授）
司会・ディスカッサント：前島志保（MEASHIMA Shiho）（東京大学准教
授）

第四回　公開研究会（国際ワークショップ）　2020 年 9 月 20 日　オンライン開催
「『絵本通俗三国志』の出版―明治期日本と清朝の出版状況の比較」梁蘊嫻
（LIANG Yun-Hsien）（台湾・元智大学応用外国語学科准教授）

「独立新聞の徐載弼―ナショナル・シンボルを創設し、ナショナル・ ヒス
トリーの外に立たされたジャーナリスト」趙寛子（JO Gwan-ja）（韓国・ソ
ウル大学日本研究所教授）

「近代日本のジャーナリズムにおける大衆化／民衆化」土屋礼子
（TSUCHIYA Reiko）（早稲田大学政治経済学術院教授）

ディスカッサント：前島志保（MAESHIMA Shiho）（東京大学准教授）、イ
リナ・ホルカ（Irina Holca）（東京大学准教授）

司会：松枝佳奈（MATSUEDA Kana）（東京大学特任助教）
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第五回　公開研究会 2021 年 3 月 14 日　オンライン開催
「帝政期ロシアのジャーナリズム―媒体と担い手の特性について」巽由樹

子（TATSUMI Yukiko）（東京外国語大学大学院総合国際学研究院准教授）
「座談会というスキャンダル―談話的公共圏の成立」前島志保
（MAESHIMA Shiho）（東京大学大学院情報学環・総合文化研究科 准教授）

司会・ディスカッサント：高原智史（TAKAHARA Satoshi）（東京大学大
学院博士課程。EAAリサーチアシスタント）

第六回　公開研究会　シンポジウム「朝日会館と〈コドモ〉文化（1926-1935）
―メディア、家庭、社会教育」　2021 年 8 月 14 日　オンライン開催
【基調講演】「昭和初年代の子どもたち―描かれた姿とその背景」佐藤宗
子（SATO Motoko）（千葉大学名誉教授）

「メディア史から見た『アサヒカイカン・コドモの本』」前島志保
（MAESHIMA Shiho）（東京大学大学院総合文化研究科教授）

「『コドモの本』からみる「アサヒ・コドモの会」の児童画教育―自由画
教育との比較から」髙山花子（TAKAYAMA Hanako）（東京大学東アジア
藝文書院特任助教）

「『アサヒカイカン・コドモの本』における「サウエートの繪本」―1920-
30 年代ソ連の児童文学の受容」大森雅子（OMORI Masako）（千葉大学大
学院人文科学研究院准教授）

「朝日会館と「映画教育」―“少年映画 ”『二つの玉』（1926）をめぐって」
紙屋牧子（KAMIYA Makiko）（玉川大学ほか非常勤講師）

「メディア主導の民間教育―子供の「趣味教育」の目指したもの」山本美
紀（YAMAMOTO Miki）（青山学院大学教育人間科学部）

司会：山本美紀
ディスカッサント：畠山兆子（HATAKEYAMA Choko）（梅花女子大学名

誉教授）
第七回　公開研究会　2022 年 3 月 20 日　オンライン開催
「1874 年「台湾事件」における台湾像の形成―新聞メディアの表象をめ

ぐって」陳萱（CHEN Shuan）（台湾・致理科技大学副教授）
 “Trans-Imperial Journalism and Technologies of Communication in 
Nineteenth-Century South and East Asia.” ボネア・アメリア（Amelia 
Bonea）（ハイデルベルク大学・トランスカルチュラル研究センター・研究
員）

司会・ディスカッサント：前島志保（MAESHIMA Shiho）（東京大学教授）
第八回　公開研究会　2022 年 9 月 11 日　ハイブリッド開催（東京大学駒場 Iキャ
ンパス　101 号館 EAA セミナー室）
「近代日本における教育ジャーナリズムの実態―雑誌『教育界』『教育学

術界』『教育実験界』を中心に」ピーテル・ヴァン・ロメル（Pieter Van 



vii

前
島
志
保

Lommel）（東京経済大学特任講師）
「明治期日本語表記の革新性―漢字仮名交り文の質的変化を中心に」矢田

勉（YADA Tsutomu）（東京大学大学院総合文化研究科教授）
司会・ディスカッサント：前島志保（MAESHIMA Shiho）（東京大学教授）

第九回　公開研究会　2023 年 1 月 14 日　ハイブリッド開催（東京大学駒場 Iキャ
ンパス　101 号館 EAAセミナー室）
「近代北インドにおける女性雑誌文化と「わたし」の物語」小松久恵
（KOMATSU Hisae）（追手門学院大学国際学部准教授）

「明治末期における「婦人雑誌」の誕生」前島志保（MAESHIMA Shiho）
（東京大学大学院総合文化研究科教授）

司会・ディスカッサント：高原智史（TAKAHARA Satoshi）（東京大学大
学院総合文化研究科博士課程）

第十回　公開研究会　2023 年 12 月 23 日　ハイブリッド開催（東京大学駒場 Iキャ
ンパス　101 号館 EAA セミナー室）
「校風論再考―一高生が校風を語ることで何が起きたか」高原智史
（TAKAHARA Satoshi）（東京大学大学院 総合文化研究科博士課程）

「明治中期における報道挿絵の試み―『国民新聞』を例として」鶴田奈月
（TSURUTA Natsuki）（東京大学大学院 総合文化研究科博士課程）

「第二次『早稲田文学』彙報欄における音楽批評」東﨑悠乃（HIGASHIZAKI 
Yuno）　（東京大学大学院総合文化研究科博士課程）

「昭和 10 年前後における『人民文庫』の役割―誌面構成の変遷を手掛か
りに」石川真奈実（ISHIKAWA Manami）（東京大学大学院総合文化研究
科博士課程）

「小さくも力強い武器を求めて―19世紀末アメリカにおける女性ジャーナ
リストの組織化とプレスの役割」尾﨑永奈（OZAKI Ena）（ボストン大学 
アメリカ・ニューイングランド研究科博士課程）

司会・ディスカッサント：前島志保（MAESHIMA Shiho）（東京大学大学
院総合文化研究科教授）
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矢田勉

明治期日本語表記の革新性と限界

1

0．はじめに

本稿は、明治期に成立した新たな日本語書記言語の表記的性質を明らかに
し、前近代の書記言語と比較した時の革新性と、一方でそれが孕んだ限界に
ついて分析することを目的としたものである。
まずは、その議論にとって必要と考えられる最低限の術語の定義と予備知

識について、簡潔にまとめておく。

0.1　術語の定義
0.1.1「文体」
「文体」は、言語研究のみならず、文学研究などにおいても常用される術
語で、それだけに定義について曖昧さのある語であるが、本稿では、言語研
究的観点から、以下のように定義しておく。

●文体：文法および語彙的特徴に基づいて書記言語を分類したもの。
近代日本の書記言語については、例えば以下のような分類を措定でき
る。
①　文語体
①－ 1　和文体（雅文体）
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①－ 2　和漢混淆文体（普通文）
①－ 3　漢文訓読体
②　雅俗折衷体
③　俗文体
④　口語体
④－ 1　常体（ダ体、デアル体）
④－ 2　敬体（デス・マス体、デアリマス体）
⑤　欧文直訳体

〔具体例〕
・吾（われ）ぞ猫なる。　（文語体／和文体）
・余（よ）は猫なり。　　（文語体／和漢混淆文体）
・吾輩は猫である。　　　（口語体／デアル体）
・私は猫です。　　　　　（口語体／デス・マス体）
　※表記体としてはいずれも「漢字平仮名交り文」。

これらの各分類の言語的性質の相違は、いずれも文法・語彙の両面にわた
るものではあるが、うち、①と④の違いは主として文法に依り、①－ 1～ 3
の違いは主として語彙に依るものと言える。

0.1.2「表記体」
本稿では、「文体」と区別して「表記体」という概念を用いる。「表記体」

は、以下のように定義する。
●表記体：  使用字種およびその配列規則（=表記規則）に基づいて書記言

語を分類したもの。
日本語においては、概ね以下のような分類を措定できる。
⑴　漢字文
⑵　仮名文
⑵－ 1　万葉仮名文
⑵－ 2　片仮名文
⑵－ 3　平仮名文
⑶　漢字仮名交り文



3

矢
田
勉

⑶－ 1　漢字万葉仮名交り文
⑶－ 1－ 1　（狭義の）漢字万葉仮名交り文
⑶－ 1－ 2　宣命体 1

⑶－ 2　漢字片仮名交り文
⑶－ 3　漢字平仮名交り文
⑶－ 4　漢字平仮名片仮名交り文

〔具体例〕
・吾輩は猫である。　　　　（漢字平仮名交り文）
・吾輩ハ猫デアル。　　　　（漢字片仮名交り文）
・吾輩はネコである。　　　（漢字平仮名片仮名交り文）
・わがはいはねこである。　（平仮名文）
　※文体としてはいずれも「口語体（デアル体）」。

0.1.3　日本語書記言語における「文体」と「表記体」の関係
日本語の書記言語化は、言うまでもなく漢字の受容に始まるが、受容後の

漢字用法に関して、本来表語文字である漢字から表意性を捨象して表音文字
化する用法（＝仮名）と、漢字の表語文字としての性質を温存しつつ日本語
の語彙と結び付ける用法（＝正訓字）との二途が生じた。本稿では、日本語
書記言語のうち、主として前者を利用したものを「仮名文系書記言語」、主
として後者を利用したものを「漢文系書記言語」と呼んでおく。漢文系書記
言語は、表記規則の重要な特徴として、日本語の語順に反した字順を用いる
（=読解の際に返読される）、という性質を持つことで、仮名文系書記言語と
大対立をなす 2。
仮名文系書記言語（＝仮名文や漢字仮名交り文）は、本質的に様々な文体

に対応しうる書記言語である。一方、漢文、あるいは変体漢文 3 といった漢

1 自立語等を漢字で、テニヲハ等を万葉仮名で書く表記体。万葉仮名を漢字と同大に書
くものを宣命大書体、万葉仮名を小書き・右寄せに書くものを宣命小書体という。

2 厳密には、宣命体や漢字片仮名交り文は返読される箇所を含むことがあるが、詳細は
ここでは略す。

3 漢文を源流として、日本語的言語要素を取り込みつつ日本で独自に発達した書記言語。
「候文」は近世に常用されたその一類。
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文系書記言語においては、「訓読」という読解作業によって音声日本語に還
元される際に、文体選択の制約を受ける。つまり、漢文系書記言語は特定の
範囲内の文体としてのみ実現されることを義務づけられているのであって、
仮名文系書記言語のように、文語体とも口語体とも、更にその中の様々な下
位分類の文体と結び付きうる、といった自由度は持ち合わせていない。その
ことから、漢文系書記言語の領域においては、近代日本語文体史における最
も重要な事象である「言文一致」化は、もとより起こりえない。
そうした事情から、漢文系書記言語の言語的性質の理解においては、無理

に「文体」と「表記体」の区別を適用する必要はないし、区別することで寧
ろ混乱を生じかねない 4。別の言い方をすれば、日本の書記言語に関しては、
「文体」「表記体」の分類よりも上の段階に先ず、仮名文系書記言語と漢文系
書記言語の大対立がある、と言って良い。これは、日本語としてのあり方が
読解行為の段階で具現化される書記言語と、書記行為の段階で具現化される
書記言語との区別である。
以上から、本稿では、漢文系書記言語については、文体分類と表記体分類

を区別しない形で、「漢文」「変体漢文」「候文」等の用語を用いることとす
る。

0.2　予備知識―リテラシーの非対称性について
厳密さを損なうことを怖れずに言うならば、母語としての音声言語に関し

ては、「聞く」能力と「話す」能力とは、一般に概ね対称的である（=聞く
ことと話すことは同等に可能である）。両者の間に不均衡が生じる場合もあ
りうるが、日常生活のほとんどの場面ではそれを意識する必要のない程度の
ものといって良い。
しかし、書記言語については、「書く」リテラシーと「読む」リテラシー

とは、しばしば大きな非対称性を有する 5。

4 例えば、「御慈悲を被下候はゞ難有奉存候（訓読：御慈悲を下され候らはば有り難く
存じ奉り候ふ）」という候文は、敢えて分類するならば文体的には和漢混淆文体、表
記体的には漢字平仮名交り文ということになるだろうが、そう呼んだのでは却って、
非漢文系の和漢混淆文体や漢字平仮名交り文との違いが直感しづらくなるであろう。

5 戦後日本の国字改革は、これを対称的なものに近づけようとした。しかしながら、
ワードプロセッサーからスマートフォンに至る文字の電子化は、書記言語が本質的に
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例えば、近現代日本語において「歴史的仮名遣い」という表記規則に従っ
て仮名を使用する場合、音と表記との対応関係は、一対多である。/toR/
（［toː］）という音韻（音声）は、歴史的仮名遣いでは「たう・たふ・とう・
とふ・とほ・とを」という 6種の表記に対応する。
ここから導かれるのは、歴史的仮名遣いで仮名表記された語を「読む（=

音声に還元する）」ことは比較的たやすいが、ある語を正しく歴史的仮名遣
いで「書く」ことは、それに比してずっと難しい、ということである。表記
から音声・音韻を導く経路をたどる、即ち「読む」時には、その道筋には分
岐がない。一方、音から表記を導く経路をたどる、即ち「書く」時には多く
の分岐がある。「とお」のように、実際には表記規則中に挙げられていない
候補が想起されうることさえある。
この分岐から正しい選択を行う、つまり歴史的仮名遣いで正しく「書く」

ためには、例えば「唐」は「たう」、「塔」は「たふ」、「豆腐」は「とうふ」、
「遠い」は「とほい」であるといった、語彙レベルの大量の知識を必要とす
るのである。
それに対して「現代仮名遣い」は、表記と音との対応関係を一対一に近づ

けた表音式仮名遣いを軸に据えたものであり、歴史的仮名遣いと比較すれば
「書く」リテラシーと「読む」リテラシーの非対称性は極めて小さいが、そ
れでも、/toR/（［toː］）に（歴史的仮名遣いでは許されなかった「とお」を
新たに正当なものと認めることによって）「とう・とお」2種の表記が対応
する、といった事例がある。また、例外的に 2字で 1拍・1音節を表す拗音
表記は、低リテラシー層において「読めるが書けない」ことをしばしば引き
起こす、などといった非対称性も指摘できる。
このように、場合により程度の差こそあれ、「読む」リテラシーと「書く」
リテラシーは、非対称性を持つことが常態である。

持つリテラシーの非対称性を再び顕在化させている。「改訂常用漢字表」（2010 年）
が「情報機器の使用が一般化・日常化している現在の文字生活の実態を踏まえるなら
ば，漢字表に掲げるすべての漢字を手書きできる必要はなく」、と言うのは、そのこ
とを反映している。
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1．近世日本の書記言語と明治期の書記言語

本稿の主題は明治期日本の書記言語の表記的性質を分析することである
が、その「革新性」を明らかにするためには、その前段階、即ち近世日本の
書記言語の性質について明確にし、それと比較対照する必要がある。

1.1　近世日本の「漢字仮名交り文」の表記体的性質
一般的に、近世と近代の間で生じた書記言語の質的変化として最も強調さ

れてきたのは、「言文一致」化という文体的革新である。それが、近代日本
語史にとって極めて重要なトピックであることは、論を俟たない。
それに対して、文字・表記レベルに関して、早くも明治初頭には観察され

る最も顕著な表面的変化は、手書き・整版印刷主体の時代から活版印刷主体
の時代への移行に伴う、漢字及び仮名の書体の変化である。具体的に言え
ば、

・漢字平仮名交り文における漢字の書体の変化： 行・草書体 → 楷書体
・平仮名の非連綿化

という変化である 6。日本語と活版印刷との再会は、この後も、変体仮名の衰
退（顕著になるのは明治 20 年頃以降）、といった影響を、日本語表記史の上
に齎していく。
しかし、こうした書体史的変化を除けば、漢字仮名交り文の表記体として

の基本的性質の多く―漢字・仮名の交用のあり方、振り仮名・句読点など
の補助的表記要素の利用、など―については既に近世において明治期のそ
れとほぼ同質のものが完成されており、大きな革新はそこにはない、という
見方ができる。
そのことに関しては、同時代人としての馬場孤蝶（1869-1940）の言及も

参考になる。

6 国学者の著作など一部の整版印刷の書籍には、既に近世において楷書体・非連綿の漢
字平仮名交り文の例も見える。また、漢字片仮名交り文については、近世の整版印刷
物においても楷書体・非連綿が標準的な様式である。書記言語史的には、それらを、
日本語が活版印刷されることを受け入れる素地を醸成したものとして意味づけること
ができる。
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要するに、明治十四年位から明治二十一、二年位までは、出版界で
は、翻刻が大勢力をしめて居つたと云つて宜からう。
明治十五、六年頃には、創作とか、新刊とかいふものは全く無かつた
かといふに、全く無いのではなかつたが、その数は僅であつたのみなら
ず、その質に於ても、前代―徳川時代のものとは比較にならぬもので
あつたので、その方から云つても読書界の渇を医するためには、前代の
書物を翻刻するより外はなかつたと同時に、当時次第に発達しかけて居
た印刷界の印刷能力の方に十分の余裕があつた為めもあつたらうと思は
れる。尚それ以外に、中学以上の文科教科書は大抵漢文であつたので、
それ等の需要を満たす為めにも、前代の木版物を活版で刷る必要があつ
たことは勿論である。詰まり、庶民が前代のやうに本とあまり関係のな
い生活は送くつて居られなくなつたところが、その需要をみたすには前
代に印刷した本だけではトテモ足りないので、その翻刻を急ぐといふ訳
であつたのだと思ふ。（『明治文壇の人々』三田文学出版部 1942）

馬場が述べるように、近代初期の読書生活はその多くの部分を近世の遺産
に依存していたのであってみれば、表記体に関して連続性があるのも当然の
ことではあった。実際、馬場の指摘する「明治十五、六年頃」には、人情本
『春色梅児誉美』、読本『南総里見八犬伝』といった近世の文学作品が多く活
版で出版されている。それらについて、近世の整版本と、活版で翻刻した明
治版とを見比べると、活字化に伴う漢字の書体の相違（行・草書体か楷書体
か）、連綿の有無、の違いこそあれ、漢字・平仮名の使い分け、振り仮名や
句読点の用法といった表記体としての他の基本的性質はそのままで、変化は
ないと言って差し支えない。
それは、近世作品の翻刻の場合に限ったことではなく、馬場が「僅であつ

た」という近代初期の創作作品、例えば坪内逍遙『当世書生気質』（第一号、
明治 18 年）などでも、近世の漢字平仮名交り文の表記的性質との顕著な相
違を指摘することはできない。
しかし実は、近世と明治の漢字仮名交り文の間には、非外形的・深層的な

面において、重大な質的変化がある。それは、リテラシーの社会的構造の中
での位置付け、である。
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1.2　リテラシーの社会的構造から見た近世日本の書記言語
近世日本のリテラシーは、その社会的構造においても、特異な「非対称

性」を有していた。
近世日本社会のリテラシーの水準 7 の高さは、「寺子屋」という形で全国に

普及された教育基盤によって保たれたと言って良いであろうが、寺子屋やそ
の他でのリテラシー教育（男児の場合）は、以下のような流れで行われてい
た。

【第一段階】「いろは歌」による平仮名の習得。
【第二段階】平仮名を主体とした候文（特に書状）の作文。

（例）御きけんよく御さなされ候よしたいけいたてまつり候さ
てまたいろいろくたされかたしけなきしあわせにそんし
たてまつり候い上

 まつたいらかつちよ
 　　　　七月六日 8。

【第三段階】漢字を主体とした候文の作文。
（例）御機嫌能被成御座候由奉大慶候扨又色〻被下忝仕合に奉

存候
 　　　　以上
 松平勝千代
 　　　　七月六日

リテラシー教育のこの三段階は、民衆教育機関としての寺子屋における場
合に限らず社会全般に画一的なもので、男児であれば身分階層に関わらず、
この順序で、漢文系書記言語としての候文の習得を目標とした「書く」リテ
ラシーの教育が行われたのである 9。

7 これから述べるところからも言えるように、「リテラシー」の歴史的変化を、それに
ついての質的問題を無視して定量的に捉えることは本質的な困難を伴うわけである
が、それでもルビンジャー（2008）のような先行研究が裨益する所は大きい。

8 伊達勝千代（宗村）消息（享保 2年 [1724］、7 歳時のもの、『大日本古文書　家わけ　
伊達家文書』所収）。次に示す漢字主体のものは、これに基づいた筆者の作例。

9 矢田（2017）参照。朝鮮資料や、上杉家文書の例などから、中世後期からそうした書
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これに対し、漢字仮名交り文に関しては、「書く」リテラシーはおろか、
「読む」リテラシーについても、少なくとも画一的な教育は行われていない。
候文に関しては、近世の間、それを書くための教科書である「往来物」が、
数多出版されたことは周知の通りである。しかし、漢字仮名交り文の読み
方、書き方を体系的に教える教材は、近世には存在しない。
漢字仮名交り文を書くことが画一的なリテラシー教育に含まれるものでは

なかったということは、実学としてのリテラシー教育の完了後更に、それに
留まらない教養教育を享受しうる、為政者側の人間や学者・文人など、リテ
ラシー階層の上位にある者だけにそれが必要とされ、身に付け得るもので
あったということを意味する。
その一方で、多くの民衆にとっても、漢字仮名交り文は無縁のものという

わけではなかった。「書く」ものではなかったが、「読む」ものではあったの
である。
漢字仮名交り文を「読む」ことは、多くの人々にとっては教育を伴わない

リテラシーであった。というのも、漢字仮名交り文、特に漢字平仮名交り文
は、「読む」リテラシーだけであれば、候文を「書く」ためのリテラシー教
育の上記【第二段階・第三段階】の副産物としての獲得が可能である。「読
む」ことに関して言えば、「書く」リテラシー教育の最終目標である「漢字
主体の候文」の習得完了よりも初歩の段階で既に随伴的に可能になる、とい
うことであって、その故に、民衆の出来るだけ多くに「読める」ことが求め
られる公共的な書記言語は、候文ではなく、漢字平仮名交り文で書かれるこ
とが通例であった 10。
また近世には、都市民を中心に娯楽としての読書も広まった。戯作や心学

書など、民衆読者を多く獲得した書籍類も、基本的には漢字平仮名交り文で
書かれた。商業出版が成り立つためには、上位リテラシー層だけに書籍の需
要があるのでは十分でなく、民衆もまた書籍の読者でなくてはならない。近

字教育方法には大きな変化はなかったと考えられる。更に言うと、院政期の男児の消
息資料などから推して、院政期には既にほぼ同様な教育が行われていたと考えて矛盾
はない。

10 公共的な書記言語の例として挙げられるのは、例えば道標、高札などである。通常、
漢字主体の候文の教育に進まない女性も読めるように、という配慮も、これらに関し
て漢字平仮名交り文が選択された重要な要因であったと考えられる。
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世の漢字平仮名交り文の板本は、多くの場合に総ルビに近い振り仮名を伴っ
ているが、それによって、低リテラシー層から高リテラシー層までの幅広く
に対応した最も可読性の高い書記言語の提供が行われ得たのである。
以上のように、近世の漢字平仮名交り文は、「読む」リテラシーと「書く」

リテラシーとの間に著しい非対称性を有していた。多くの民衆（男性）に
とって、「書く」リテラシーは候文を書くことを意味し、漢字平仮名交り文
は「読む」リテラシーの中にだけあったのである。「書く」リテラシーと
「読む」リテラシーとが異なる書記言語様式によって担われるという、極め
て特徴的な非対称性を有していたのが、近世日本のリテラシーの社会的構造
であった。

［標準的男性識字層］
○「書く（+読む）」リテラシー　→　候文
○「読む」リテラシー　　　　　 →　漢字平仮名交り文

［上位識字層］
○「書く」リテラシー／「読む」リテラシー　→　候文／漢字仮名交り文

これは、封建社会の為政者にとっては、大変都合のよいあり方であったと
言えよう。
候文は、これを日常的に使用することのない現代人には一見難解なものに

見えるが、実際には極めて簡略な文法規則・表記規則の習得のみで記すこと
ができる 11。文体的自由度の乏しいことが、逆に書きやすさを導いたという
面もある 12。また書状や証文類などについて夥しい数の文例集（＝往来物）
が出版され、そうしたものを参照したうえで、固有名や日付、数値など、具
体的な情報を適宜書き換えれば容易に文章を完成させられるという便宜も用
意されていた。要するに候文は、型にはまった情報伝達には非常に長けた書

11 矢田（2012）を参照。
12 永井荷風『濹東綺譚』に「手紙には必ず候文を用いなければならなかった時代なので、
その頃の女は、硯を引寄せ筆を秉れば、文字を知らなくとも、おのずから候可く候の
調子を思出したものらしい」とあるのは、女性の用いた消息文体についてのことでは
あるが、そのあたりに通じる指摘であろう。



11

矢
田
勉

記言語であったのである。一方で、漢字仮名交り文は文体のみならず表現全
般にわたっての自由度が高く、知的生産・創造的思考に適した表記体である
が、民衆の多くがそれに立ち入る教育や社会の環境は用意されていなかっ
た。
即ち、近世のリテラシーの社会的構造は、民衆の多くが候文を書ける（当

然、読むこともできる）ことによって、文書行政による統制を社会の隅々に
まで行き渡らせることができる一方で、自由な知的生産の道具たり得る漢字
仮名交り文を「書く」リテラシーについては民衆教育に組み込まないこと
で、民衆を政治や文化に対してただ受け身の存在に閉じ込めておくことがで
きる、という仕組みになっていたのである。

2．明治期日本の書記言語の革新性

こうした、近世の書記言語あるいはリテラシーの社会的構造の状況に対し
て、明治新政府は、早々に、文書行政を担う書記言語を候文から漢字片仮名
交り文に切り変え、国語教育で扱う書記言語様式も漢字仮名交り文へと転換
した。

2.1　リテラシー教育の革新
1.2 で見たように、近世の（男児の）リテラシー教育が目標とするところ

は、候文を「書く」ことであった。しかし明治期に入ると、国語教育は、候
文ではなく漢字仮名交り文を「読み・書き」するためのものへと至極速やか
に移行する。
国語読本は、その最初期の自由編纂時代において既に、田中義廉 [ 編 ]『小
学読本』（明治６年 1873）、榊原芳野 [ 編 ]『小学読本』（同）をはじめとし
て、漢字平仮名交り文を扱うものであった。「読み」と「書き」を並行して
扱う国語教科書の嚆矢とされる文部省 [ 編 ]『読書入門』（同 19 年 1886）で
は、片仮名先習となってはいるが、片仮名文・平仮名文が読むだけではなく
書くべきものとしてもあり、学習の最終目標は漢字平仮名交り文の読み書き
能力の涵養であることを明確に示している。
国語教育で扱われる表記体の変化は、書かれるべき内容の変化とも並行し

ている。書状・証文用の書記言語としての候文を扱う、社会生活に即した実
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学的作文教育から、特定の相手を想定読者としない自由作文を扱う、教養教
育的な作文教育（＝綴方）への移行である。
やがて書簡文は、作文教育の中で完全に周辺的なものに追いやられてしま

う。前近代日本のリテラシー教育において書状を書くということは、1.2 に
引いた伊達勝千代書状が示すように書字教育の主要な手段でもあったし、目
標でもあったはずであるが、昭和初期の書簡文教本には次のようにあって、
そのことがもうすっかり忘却されていたことが分かる。

西
せい

洋
やう

人
じん

の筆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

まめ手紙まめなのには實
じつ

に驚
おどろ

く。…五歳
つ

や六
む

歳
つつ

の時
とき

から、
「かあさま、ぼくすこしぼ

ママ

かりじ
字

がかけるやうになつたから、かあさま
にて

手

がみ
紙

をかきました。…」
などと可

か

愛
はい

い筆
ふで

で一軒
けん

の内
うち

の母
はゝ

や兄
きやう

弟
だい

に手
て

紙
がみ

を出
だ

す。
 （杉谷代水・芳賀矢一『書翰文講話及文範』〔冨山房・大正 2年 1913〕
 第一講　手紙の上手下手）

ここに書かれているような「西洋人」の習慣は、近世以前の日本でも、書
字教育の方法として、ごく当たり前に採られていた方法であった。
近世から近代の間で起こったこうしたリテラシー教育の内容・方法の変化

は、領民統制にとって必要な非生産的リテラシーの社会全体への浸透を目標
とする教育から、知的生産性を伴うリテラシーを持った国民の育成を目標と
する教育へという、リテラシー教育の根本的理念に関する劇的な転換でも
あったのである。

2.2　表記体選択の革新―漢文系書記言語（候文）の排除
新政府は、リテラシー教育の革新に先立って、明治改元以前の段階から、

公文書に用いる書記言語を候文から漢字片仮名交り文へと転換することを推
し進めていた。
新政府発出の公文書の嚆矢というべき「五箇条の御誓文」（慶應 4 年
1868）は、早くも漢字片仮名交り文で書かれている。公用文全般について見
ると、暫くは候文など他の書記様式もなお併用されるが、他の書記様式によ
るものは漸減し、明治 19 年（1886）2 月 26 日勅令第 1号「公文式」以降に
は、公文書は漢字片仮名交り文に完全に統一される。
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・勅令第一号
　公文式
　　第一　法律命令
第一条　法律勅令ハ上諭ヲ以テ之ヲ公布ス
　法律ノ元老院ノ議ヲ経ルヲ要スルモノハ旧ニ依ル
第二条　法律勅令ハ内閣ニ於テ起草シ又ハ各省大臣案ヲ具ヘテ内閣ニ
　提出シ総テ内閣総理大臣ヨリ上奏裁可ヲ請フ（以下略）

「公文式」には、公文書の表記体・文体に関する明文的規定そのものはな
いが、上記のようにこれ自体が漢字片仮名交り文・漢文訓読体で書かれてい
ることが、この後の公文書の表記体・文体の規範になったものと見てよい。
なお、実際には片仮名は漢字に比較してかなり小さく書かれている。これも
「五箇条の御誓文」以来固定化する公文書での表記習慣で、敗戦後、公文書
の書記様式が漢字平仮名交り文に転換されるまで続くものである。
明治新政府が、その発足当初から、近世においては公文書の主要な書記様

式であった候文を公文書から排除したことに関しては、それ以前の下地が
あった。清水（2013）は、旧幕時代、外交条約類などでは、候文と平行して
漢字平仮名交り文が使用されることが多くあったことがその一つであると指
摘している。

漂着或は渡来の人民取扱之儀は、他国同様緩優に有之、閉籠め候儀致間
敷、乍併正直の法度には服従いたし候事。（「日米和親条約」漢文和解版
（和文版））【候文】

合衆国之漂民及其土人は、他の諸国にあるごとく自由ならしめ、是を籠
居せしむるなく、慎で公正之法に依て待遇すべし。（同　蘭文和解版）
【漢字平仮名交り文】

その理由について、清水（2013）は「それまでにない複雑な情報を示さな
ければならない場合、候文の持つ優れた定型性は、そのまま、そうした新規
の表現に対する足かせとなり、それをうまく表現しきれないという問題に突
き当たることにもなり兼ねない。外交条約文では、まさにそうした事態が発
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生したと考えられる。」と述べるが、概ね妥当な推察であろう。
しかし、江戸幕府が外交条約の翻訳に当たり候文に代えて採用したのは、

前述の通り既に高札などでの使用の実績があった漢字平仮名交り文である。
明治新政府がこちらではなく漢字片仮名交り文を採用した理由についてはな
お検討の必要なところである。
いずれにせよ、公文書の領域で候文が排除され、それにやや遅れて私信

（書状）については口語体書簡文が候文を駆逐していくことで、候文は社会
の主要な部分から退場していくことになる 13。このことと、2.1 で述べたリテ
ラシー教育の変革とが相俟って、日本におけるリテラシーの社会的構造その
ものの革新が達成されたのである。

2.3　表記規則の厳格化
先に 1.1 で述べたところは、近世の漢字平仮名交り文と明治初期のそれと

の間には、表記体的な性質の点で、顕著な相違はないということであった。
しかし、漢字仮名交り文のリテラシーの社会的構造の中での位置づけの変化
は、やがてその表記体的性質に対しても影響を与えずにはおられなかった。
公用文の表記体ともなったことで、漢字仮名交り文にはなるべく揺れのな

い明確な表記規則が必要になるとともに、それを「書く」ことをリテラシー
教育の目標とするようになった点からも、輪郭のはっきりした表記規則が求
められることになったのである。
明治以降、特に明文化されたわけではないが、仮名表記について「歴史的

仮名遣い」を用いることが社会的な規範となったのは、その最も端的な例で
ある 14。
近世における仮名表記の実態を、屋名池（2011）は「近世通行仮名表記」

と呼んでいる。大まかに言うならば、近世通行仮名表記とは、同じ音声・音
韻に還元されうる範囲内において、表記の揺れを許容する表記習慣である。
それに対して歴史的仮名遣いは、一つ一つの語ごとに唯一正しい表記が決め
られており、0.2 でも述べた通り、それを使いこなすには膨大な語彙的知識

13 但し、候文の使用がほぼ完全に無くなるまでには、なお些かの時間を要した。例えば、
賞状・証書の類などでは、比較的長く後々まで候文が使用され続けることが観察でき
る。

14 他に、矢田（2022）で指摘した、漢字の通用現象の排除、などもこの例である。
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が必要になるものである。そのこともあって、近世においては言語を遡源的
に扱う国学者など一部の人々を除いて、歴史的仮名遣いは一般的に用いられ
るものではなかった。
歴史的仮名遣いがそれまでの社会慣習であった近世通行仮名表記を排除し

て社会規範になったことの積極的理由としては、明治期の国語教育を中心的
に担った人々こそ、正に、近世における歴史的仮名遣いの使用者集団であっ
た国学者系の人々であったことを第一に挙げることができるであろう。一方
で消極的理由として、それまでの近世通行仮名表記が近代的な文字観・表記
観に合致しがたい性質を有していたことも見逃すことはできない。その性質
とは即ち、同一語に複数の表記の揺れを認めることそのものである。殊に厳
密な情報伝達が求められる公文書では、「揺れ」は許容しがたい特徴である。
また、教育の面でも大きな問題がある。どこまでが「揺れ」の許容範囲で

あるかを理解することは、語彙的知識の獲得とは別種の困難さを伴う。例え
ば、/ toR / に対応する表記として、「とほ・とを」は認められて「たほ・た
を」は認められないという表記感覚・言語感覚を説明することの難しさ、で
ある。「揺れ」を許容すること、即ち規則の周縁部に裁量可能な範囲を設け
ることは、初学者にとってかえって規則の理解に混乱を招くこともあり、教
授者側にとっても不便なことであって、均質性を求められる近代教育に適合
し得るものではない。関連しては、辞書の問題も大きかろう。近代的な辞書
の配列のためには、一語に唯一つの表記が対応している必要があり、その点
でも近世通行仮名表記のままでは到底使用に耐えないからである。

2.4　（補説）漢字の通用書体の変化
明治新政府は、公文書を候文から漢字片仮名交り文に転換するとともに、

漢字の通用書体を行・草書体から楷書体へと転換する。もともと近世におい
て、候文は行・草書体漢字と結び付き、漢字片仮名交り文は楷書体漢字と結
び付くから、当然のことにも思われるのだが、それだけのことではない。明
治の極初期においては、「太政官布告」などの法令は未だ漢字片仮名交り文
以外にも、漢文・候文、漢字平仮名交り文を混在させるものでもあった。そ
れらは印刷によって公布され、また『太政官日誌』にもまとめられたが、そ
れらは書記言語のバリエーションを超えて、漢字書体を楷書体で統一してい
る。活版の場合はもちろんのこと、整版印刷の場合でも、である。
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また、明治 5年（1872）には近代国語教科書の先駆けである『官版単語
篇』が刊行されるが、これと従来の往来物との間で一見して最も顕著な相違
こそ、楷書体を採用したことであった。
明治期の日本社会で、漢字の通用書体が楷書体へと変化したことについて

は、1.1 でも触れたように、もちろん活版印刷の普及の影響を無視すること
はできない。しかし、行政および国語教育において標準漢字書体を楷書体に
転換する動きは、活版印刷が整版印刷を超克する 15 よりだいぶ以前に進行し
ていたのである。
近世においては、男性に関して「書く」リテラシーの必須の対象となる候

文が行・草書体で書かれることに加え、読書生活に関わる漢字平仮名交り文
もそのほとんどが行・草書体漢字を用いるなど、行・草書体が漢字の最も通
用の書体であった。しかし、楷書体漢字もまた、民衆の文字生活に全く無縁
であったわけではないことは、1.2 でも言及した公共的な書記言語としての
道標の例などを見ると分かる。近世の道標類では、基本的な漢字が楷書体で
書かれていることもまた普通に見られる。基本的な漢字の楷書体を「読む」
ことは、民衆にとっても必要なリテラシーだったわけである。ここからは、
楷書体漢字を巡っても近世にはリテラシーの非対称性―「読む」ことはあ
る程度必要だが、「書く」ことはオプショナルである―が存したことが示
唆される。それに対し、近代日本においては楷書体こそが漢字の「読み」か
つ「書く」べき必須の書体となり、行・草書体漢字は、「読み」「書き」の双
方に関して、オプショナルな位置へと追いやられていくことになる。

3．明治期日本の書記言語の限界

3.1　歴史的仮名遣いとリテラシー普及の相反
2.3 で述べたように、明治期になって漢字仮名交り文が公用文に専一的に

採用され、国語教育で身に付けさせる「書く」リテラシーの対象ともなった
ことで、揺れのない、輪郭の明確な表記規則が要請されることになった。そ
のために社会規範として採用されたのが歴史的仮名遣いであった。

15 佐々木（1997）は、印刷出版の主流が整版印刷から活版印刷に移行するのは明治 16
年のこととする。
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近世通行仮名表記が、近代の表記規範として公文書や公教育に採用される
には問題の多いものであったことは先述の通りであるが、しかし、歴史的仮
名遣いにも問題は少なからず存した。その最たるものが、漢字仮名交り文を
「読む」「書く」リテラシーを全ての国民が共有することを目標とした明治期
日本の書記言語改革にとって不都合な、0.2 にも説いた通りの「書く」リテ
ラシー獲得のための学習コストのあまりの高さである。

明治期の人々がいかに「歴
史的仮名遣」に苦心していた
かを示す具体例を一つ挙げよ
う。掲出の図は、西園寺公望
の家司であった、浜崎直全（廉
太郎、贅言道人。1832- ？）な
る人物が、明治 20 年代前半頃
に書いたと思われる小説原稿
（『才子佳人紅血滴』16）である。
浜崎は、後に新潟で漢学教師
を務めたことで分かるように、

漢学の素養には長けた人物で、実際、この小説には、かなり難しい漢語など
も使用されてはいるのだが、仮名遣は全く正しい歴史的仮名遣いを守れてい
ない。そのために、尾谷六翁（伝未詳）なる人物に校正を依頼し、朱字で、
主として仮名遣の訂正を行っている。間違いなく教養層に属するといってよ
い人物にしてこうなのであるから、ましてや多くの民衆にとっての歴史的仮
名遣い習得の困難さは推して知るべし、である。ちなみに、浜崎の「仮名
遣」は、近世通行仮名表記としてはまず通用するものと言ってよい。
立ち返って明治期の日本語書記言語改革が目標とした原点に従えば、それ

を担う漢字仮名交り文については表音仮名遣の採用が検討されなければなら
ないところであった。表音仮名遣こそが、「書く」リテラシーと「読む」リ
テラシーに対称性をもたらし、最小労力での双方向のリテラシー獲得を実現
する可能性を持つものであったはずだからである。

16 浜崎直全の刊行された小説には『紅紫並帯花』（前編、明治 21 年 1888）があるが、
この小説原稿は、出版には至っていない。

浜崎直全『才子佳人紅血滴』（筆者蔵）
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しかし、当時の日本社会には、それを阻むいくつかの事情があったと考え
られる。
第一には、歴史的仮名遣いの権威化である。
書記言語に要求される機能には、大きく見て二点がある。一つには、空間

的制約を超えた情報伝達であり、もう一つには時間的制約を超えた情報伝達
である。特に後者の点から、文字・表記には保守性を有する必要性が生じ
る。
とは言ってもそれは本来、その文字・表記が、世代を超えて継承されるべ

き情報や文化の記載様式として既に定着してしまっており、それが失われれ
ば情報や文化の継承に大きな支障が生ずると考えられる場合に限ってのこと
である 17。
確かに、歴史的仮名遣いは奈良時代から平安時代の表記実態に準拠するも

ので、その意味では「伝統性」はあるのだが、平安時代末期以降、江戸時代
中期に契沖によって規範として復古されるまで、途切れることなく続いた
「伝統」ではなかったことも事実である。現代の我々が、古典文学作品を出
来得る限りの古写本、善本で読もうとしても、実際にはそのほとんどは歴史
的仮名遣い（に近い実態）で書かれてはいない。しかし、西洋化に対する
「釣り合い重り」としての古典文化重視の風潮が歴史的仮名遣いを必要以上
に権威化したことは、仮名遣の表音化を妨げた一因となったと考えられる。
教育に対する考え方の問題もある。近世における書字教育の、1.2 に示し

た【第二段階】では、やはり近世通行仮名表記が用いられている。例えば、
伊達勝千代消息でも「しあわせ」とある（歴史的仮名遣いでは「しあはせ」）。
しかし、そのことはいずれ大した問題ではなくなることが自明である。やが
てこの語は、漢字で書くことになっていくからである。実際、仮名遣いが問
題となる語の多くは、漢字表記を交えればそれが解消してしまう。前掲の図
を改めて見ると、浜崎直全の仮名遣いの歴史的仮名遣いに対する異例は、多
くは補助的表記要素としての振り仮名の部分にあるに過ぎない。仮名遣いが
問題となる自立語の仮名表記の多くは、書字教育の段階が進めばやがて漢字
に取って代わられる、過渡的なものに過ぎないのであるから、伝統性や保守

17 例えば、奈良時代に存在した散文を万葉仮名文で書く様式は、9世紀後半以降、平仮
名文の出現と同時に衰滅する。万葉仮名散文という表記体には、継承すべき情報の媒
体となった蓄積がなかったからである。
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性よりも平易性に従うべきという考え方は当然ありうる。特に仮名書きする
ことの過渡的性質が強い字音語に関して、「棒引き仮名遣」（明治 33 年 1900
－ 41 年 1908）が提示されたのはその代表的な実践例というべきものである
が、これも、学習の途次においても規範や伝統は守られるべき、と主張する
側から、排除されるに至った。
こうして、近代日本語表記は太平洋戦争敗戦に至るまで歴史的仮名遣いを

固持する結果となったわけだが、これは皮肉なことではある。近代日本語表
記最大の変革目標は、漢字仮名交り文を、全国民が「読む」リテラシーと
「書く」リテラシーを対称的に共有すべきものに位置づけることであったは
ずである。そのために漢字仮名交り文を輪郭の明確な表記規則が律する表記
体にする必要があり、そのために導入されたのが歴史的仮名遣いであったわ
けだが、しかしそれこそが「読む」リテラシーと「書く」リテラシーとの大
きな非対称性を強く誘引する表記規則だったのである。

3.2　文字社会化の地域的偏り
3.1 に述べたような歴史的仮名遣いの問題点は、当時においても国語学者

や国語教育の現場にいる人々などから広く認識されており、その故に教育行
政（文部省等）側からは、一貫して仮名遣いの表音化の提案がなされ続けた
のであった。
それ自体は当然起こるべき動きではあるのだが、しかし、そうした仮名遣

い改革の主張から、大きく漏れている視点があった。それは、地域によって
は、仮に表音的仮名遣いを採用したところで、歴史的仮名遣いの場合のよう
な表記に関わる困難が解消され得ない事情があることについてである。
具体例を示そう。やや時代が下るが、万代尋常小学校編『綴方調査』とい

う資料がある。昭和 5年（1930）に、新潟市にあった万代尋常小学校の第 4
学年の担任教師団がまとめた、作文教育に関する調査報告書である。この中
には、生徒の作文の実作例が豊富に示されているが、その中には次のような
例がある。

七月の一日に先生とかんばらまつづお見にいちた先生が私たつことうあ
ちまれいといました私わあちまつてちました。それから先生がちづづ方
おかいてこいと私たちにいひました先生がそれだけいちてわかれといひ
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ましたから私ひとりれこや見せもものお見ました
（七月の一日に先生と蒲原祭を見にいった。先生が私たち［の］ことを
「集まれい」と言［ひ］ました。私は集まってきました。それから先生
が「綴方を書いてこい」と私たちに言ひました。先生がそれだけ言って
「分かれ」と言ひましたから私一人で小屋見世物を見ました。）

かん場ら　まつぎの　とき　きんずよ　こて　そすて　むこうの　ほう
い　いつて　すよぎ　こおて　場んげねて　あさ　おきて　がこうい　
いつて　べんつよおすて　がこお　いつて　かん場ら　いつて　ひこお
き　こて　かへりました。
（蒲原祭のとき金魚買うてそして向こうの方へ行って将棋買うて晩げ寝
て朝起きて学校へ行って勉強をして学校へ行って蒲原行って飛行機買う
て帰りました。）

ここには、読解の難渋を招く表記の混乱が多く見られる。言うまでもなく
その原因は、新潟方言の音声・音韻的特徴にある。即ち、以下のような点で
ある。

① / i / と / e / が混同する。
②いわゆる「ズーズー弁」であり、四つ仮名（/ zi /・/ zu /・/ di /・/ 
du /）やその清音（/ si /・/ su /・/ ti /・/ tu /）が混同する。

③ [d] と [r]、[d] と [g]、[g] と [r]、[ts] と [k] が混同する。

こうした音の混同の結果、この一資料中に例えば、「祭」には「まつり・
まちり・まつづ・まつぎ・まちぎ」と 5 つもの綴りが生じ、「金魚」には
「きんぎよ・きんじよ・きんずよ・きんづよう・きんぎう・つんじよ」と 6
つもの綴りが生じている。複数のありうる表記から唯一つの正しい表記を選
択することの困難に関して、新潟市の児童にとっては歴史的仮名遣いと変わ
らない程度の別種の問題が存していたと言える。
新潟方言のような、音韻組織において五十音図の体系とは異なる点を有す

る方言話者にとっては、表音式仮名遣いを採用したとしてなお、こうした表
記の困難は解消されなかったのである。昭和初期にしてこの実情であったわ
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けであるから、明治期において問題がより小さかったはずはない。表音文字
を用いて書記言語化を成すに当たって、その表音文字が依拠する音韻組織と
異なる性質の音韻組織を有する方言の話者が正しくそれを成し遂げるために
は、地域言語（方言）に基づく音声言語生活とは別に、文字と結びついた標
準語に基づく言語生活を受け入れ、二重言語生活の状態となることがどうし
ても必要なのである。
日本の書記言語が全国的に満遍なく「書く」リテラシーについての理想的

なあり方を実現するためには、文字・表記の内的問題だけではない、こうし
た言語生活全般に関わる変化が必要であったのである。明治期日本は所詮、
未だその点の準備が整った社会と言えるものではなかった。

4．まとめ

最後に、ここまで述べてきたことを簡潔にまとめておく。
近世の「漢字平仮名交り文」と近代の「漢字平仮名交り文」とは、一見し

て、書体（行・草書体→楷書体）や連綿の有無に関して、明らかな相違があ
る。しかし、ひとたび書体という外皮を剝けば、その内部にある表記体とし
ての基本的性質には、実は大きな差はなかった。しかし、更にその内奥に立
ち入って、これが同時代のリテラシーの社会的構造の中でどのような位置を
担っているか、ということを見た場合には、近世のそれは、多くの人々に
とっては「読む」ことのみが必要なものであったのに対して、近代には、近
世において「書く」リテラシーの対象であった「候文」を駆逐して、全ての
国民が「書く」べきものともなったという、重大な変化があった。

〔「漢字平仮名交り文」をめぐって〕
【書記言語の外皮部 ＝ 書体的性質】
近世［行・草体漢字／連綿体］　≠　明治［楷書体漢字／非連綿体］

【書記言語の中間部 ＝ 表記体的性質】
近世　≒　明治

【書記言語の内核部 ＝ 社会的位置付け】
近世［読むもの］　≠　明治［書くもの・読むもの］
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その変革が、やがて中間部＝表記体的性質にも影響を与えるのは必然の成
り行きであった。即ち、近世の漢字平仮名交り文においては、「読む」側に
とって不利益のない、即ち「どう読むべきか」迷う余地のない表記習慣（＝
近世通行仮名表記）は実現されていたが、明治期においては、「書く」側に
とって「どう書くべきか」判断に揺れの生じ得ない表記規則が要求される。
その為に導入されたのが、歴史的仮名遣いであった。しかし、歴史的仮名遣
いは圧倒的に「書く」リテラシーに大きな学習コストのかかる表記規則で
あったうえ、近代の日本列島の言語生活のあり方そのものが、漢字仮名交り
文を「書く」リテラシーの獲得の難易度に大きな地域的偏りを生じさせても
いた。結果として、リテラシーの対称性は明治期日本語表記によっては十全
に達成されることはなかったのである。

〔参考文献〕
佐々木亨「明治の草双紙―京阪活版小説を中心に―」［『近世文藝』 第 66 巻
（日本近世文学会、1997 年 7 月）、54―66 頁］

清水康行『黒船来航　日本語が動く』（岩波書店、2013 年）
矢田勉『国語文字・表記史の研究』（汲古書院、2012 年）
―「変わる文字・変わらない文字―文字・表記史研究がめざすもの」［『論

叢国語教育学』第 13 号（広島大学教育学部国語教育講座、2017 年 7 月）、41
―52 頁］
―「漢字通用の排除と近代的表記意識」［『ことばと文字』第 15 号（日本の
ローマ字社、2022 年 4 月）、48―56 頁］
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―定期刊行物における〈声〉の位置付け

座談会というスキャンダル

2

（一）問題提起―昭和初期における座談会記事の流行

通説から
文学や絵画にジャンルの変遷があるように、定期刊行物の記事ジャンルに

も歴史的変遷がある。今では様々な媒体に見られる座談会記事は、昭和初期
には「新しい流行」だった。
新聞では、1930 年（昭和 5年）頃から座談会記事の流行に関する言及が

見られる。「流行名物「円本」が下火になつて、お次に飛出したのが、今全
盛の「座談会」なるものだ」1 あたりが、その早い例だろう。1930 年代半ば以
降、座談会記事の人気はますます顕著になっていき、1937 年には、「座談会
といふものはも早雑誌ジャーナリズムの食卓では、欠くことの出来ない献
立」2 と書かれるほどになっていた。
『大衆文化事典』は、座談を「あるテーマを決めて 3人以上の出席者〔中
略〕が意見・感想を語り合う形式」と定義し、マスコミュニケーションとし
ての座談会は 1926 年（大正 15 年）2 月に NHKラジオが放送した演劇合評
会がはじまりで、翌 1927 年 3 月号『文藝春秋』掲載のものが「活字メディ

1 「「女」の座談会」『読売新聞』1930 年 3 月 1 日、第 4面。
2 新宿兵衛「[ 壁評論 ] 座談会の方向転換」『読売新聞』1937 年 5 月 15 日、第 5面「文
藝」欄
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アの座談会第 1号」であるとしている 3。ラジオ番組もしくは『文藝春秋』の
事例を座談会記事の鼻祖に数える、あるいはその普及に寄与したとする見方
は少なくない 4。一方、『新潮』は文学作品を複数の参加者が批評する「合評
会」を 1923 年 3 月号より連載しており、こちらが『文藝春秋』に先立つ例
として挙げられることもある 5。ただし、『新潮』など文芸誌における合評会
は、1920 年代後半までは基本的に文学作品や文壇の動向を主題としていた。

通説の見直し―婦人雑誌における座談会の発生と流行
このように、座談会記事は、ラジオの座談会番組の後に『文藝春秋』で創

造され各誌に波及したもの、または、『新潮』など文芸誌における合評会の
発展形のように論じられてきた。しかし、当時の雑誌論に当たると、通説で
は見過ごされてきた諸点に気付く。
まず、当時の言説からわかるのは、「様々な話題に関する会話の記録」と

いう一般的な意味での座談会記事は、婦人雑誌と当時呼ばれていた女性向け
雑誌で始められたとする見方があった、ということだ。1929 年 7 月『出版
警察報』第十号に掲載された内務省警保局による婦人雑誌に関する調査は、
「座談会といふ方法は三四年前婦女界が創めた方法」6 としている。中村武羅
夫の「『座談会』の考察（二）」（1937 年）も、今日の座談会の先駆として
『新潮』の合評会を挙げつつも、作品批評に限らない同形式の記事の端緒は
「映画の「オーバー・ゼ・ヒル」の批評をしたり、男女の貞操問題を論じた

3 芳賀綏「座談会」［石川弘義ほか（編）『〔縮尺版〕大衆文化事典』（弘文堂、1995 年）］、
191 頁。

4 たとえば、菅忠雄「座談會と合評會」［橘篤郎（編）『綜合ヂャ―ナリズム講座 Ⅵ』
（内外出版、1931 年）］、245―246 頁、和田芳恵「座談会」［日本近代文学館（編）『日
本近代文学大事典』第 4巻（講談社、1977 年）］、芳賀綏、前掲文、日高昭二「座談
会について」［岩波書店編集部『座談の愉しみ―『図書』座談会集（下）』（岩波書
店、2000 年）］、229―238 頁。

5 菅忠雄、前掲文 253 頁、中村武羅夫「「座談会」の考察（一） 隆盛繁盛を齎す諸要因」
『東京朝日新聞』 1937 年 3 月 4 日 第 7 面、和田芳恵、前掲文、160 頁。『新潮』に先行
する合評記事の例には、文芸誌『人間』の「人間合評」（1921 年 2 月～ 10 月）があ
る。

6 内務省警保局「婦人雜誌最近の傾向」［内務省警保局『出版警察報』第十号（1929 年
7 月）］、10 ノ 29 頁。 同様の記述は同調査書の 10 ノ 25 にも見られる。
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り」した『婦女界』の「批判会」であり、以降、この形式の記事が「あらゆ
るヂヤーナリズムの上で、勢力を得て来た」と述べている。中村が記憶から
呼び起こした記事は、『婦女界』1923 年 5 月号に掲載された、「現代生活」
と「大野博士の陵辱事件」をテーマにした「婦女界批判会（速記録）」だろ
う。時を置かずに、他の婦人雑誌も座談形式の記事を掲載し始めている。た
とえば、『女性改造』は 1923 年 8 月号から「女性改造談話会」と題した座談
会形式の記事の断続的な連載を開始しており、『婦人公論』も 1923 年 11・
12 月合併号に懇話会（「女流震災善後懇話会」）を掲載している。
もう一つ、当時の雑誌論で目につくのは、昭和初期には、座談会記事は婦

人雑誌でとりわけ盛んな記事ジャンルと見られていたということだ。内務省
警保局の調査は、「現在婦人雑誌の間に流行して居る座談会の形式」に言及
し、婦人雑誌の七つの特徴の一つに「座談会」を挙げている 7。最初期の座談
会論と言える菅忠雄の「座談会と合評会」（1931 年）も、「婦人雑誌に於け
る、座談会の流行は、燎原の火の如く拡大して、その題材の競争に血眼の有
様である」と、この記事形式の婦人雑誌における人気ぶりを記している 8。
実際、婦人雑誌における座談会記事は、1920 年代後半以降、急激に増え

ている。先述したように、婦人雑誌には 1920 年代前半から座談形式の記事
がしばしば掲載されていたが、継続的に掲載されだしたのは、『文藝春秋』
座談会記事の成功を受けてからのようだ。一時期この形式の記事が途絶えて
いた『婦人公論』では 1927 年 7 月号に「今夏流行批判会」を掲載、1930 年
2 月号「移動座談会 明日の良人」以降は、二～三ケ月に一回一本程度、断
続的に座談形式の記事を載せるようになっていく。『婦女界』も 1928 年から
座談会記事を頻繁に掲載し始め、『主婦之友』も 1928 年 11 月号以降、毎号
なんらかの座談会記事を載せるようになる。
座談形式の記事は、大衆的な婦人雑誌において殊に好まれた。『主婦之友』
における座談会形式の記事は、「懇談会」「相談会」「語る会」「打明話」など
と題名が変奏され、1929 年 3 月号に二本の座談会記事が掲載されてからは
二～三本掲載されることが珍しくなくなり、1930 年代に入ると、時に四本
もの座談会形式の記事が毎号誌面を飾るまでになった。1930 年代半ばには、

7 内務省警保局、前掲文、10 ノ 25。
8 菅忠雄、前掲文、241―254 頁。
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「小説以外には殆ど金をかけず、お手軽な座談会と、何度色揚げ、蒸返しを
繰返したか知れぬ実用記事と、口絵と附録」と新聞で揶揄されるほど、座談
会記事は婦人雑誌における定番のコンテンツになっていた 9。
以上をまとめると、次のように言えるだろう。1920 年代初めに『新潮』
などの文芸誌に合評記事が掲載されるようになった頃に、『婦女界』をはじ
めとする婦人雑誌が様々な話題についての座談の速記録をある程度の頻度で
掲載し始めた。その後、ラジオで合評番組が始まった翌年の 1927 年にこれ
を「座談会」と名付け、呼び物企画として前面に出すという、言わばブラン
ディングに成功したのが『文藝春秋』であり、毎号何本も掲載するほどまで
に活用していったのが『主婦之友』などの大衆的な婦人雑誌だった。

資本主義下における出版の大衆化
様々な媒体にこの記事ジャンルが取り入れられたのには、いくつか理由が

ある。これについては、『文藝春秋』編集者として座談会記事に携わってい
た菅忠雄のまとめが一番要を得ている。
第一に、編集者側から見ると、座談会記事は「廉価に仕入れて、相当の値

段で、手広く売る」という「産業資本主義の原則」に合致している。座談会
参加者に支払う費用は、参加者それぞれに原稿を書いてもらった場合の原稿
料の合計の半分にもならないからだ。第二に、談話者側から見ると、楽しく
「社交」をしている間に、「頭を原稿に傷める程の重荷なしに、容易に安々
と」記事が出来てしまう。つまり、「商売と娯楽が、一致する」。第三に、読
者から見れば、言葉が平易で読みやすく、会話を楽しく読んでいるだけでそ
れなりの知識（情報）を得ることができる。「要するに、面白い」10。菅はこ
の他にも、目まぐるしく変化する現代の状況に合わせ、座談会記事の内容が
「人物中心から、題材中心へ」変容、次第に「題材についての特種競争の形
になつた」とも述べている 11。

9 黒法師「婦人雑誌（新年号）総評」『東京朝日新聞』1936 年 12 月 24 日付朝刊、第 8
面。

10 菅忠雄、前掲文、249、249―250、250―251 頁。
11 菅忠雄、 前掲文、242、245―249 頁。引用は 245、246 頁。大澤聡は、次第に形式面、
すなわち交換可能性を持つ出席者（固有名）に重点を移していった文壇における合評
会・座談会について、「政治的な有用性や商業的な費用対効果の高さ」を有する「出



27

前
島
志
保

残る疑問
以上、座談会記事の起源と広がりをラジオ番組や『新潮』などの文芸誌、

あるいは『文藝春秋』における試みのみに見出すのには無理があるというこ
と、また、様々な主題に関する複数の参加者による座談会形式の記事は、
『文藝春秋』に先立ち、婦人雑誌において定着・流行していたということ、
それがやがて 1930 年代には編輯の大衆化と販売戦略における、いわば「コ
スパのよい」コンテンツとして様々な媒体に取り入れられていったというこ
とを確認した。しかし、こうした歴史的な事実関係を整理し直し、資本主義
下の出版状況における座談会記事の人気とその要因を指摘しただけでは解決
しえない疑問が、いくつか残される。と言うのも、座談会記事の定着時期と
導入の程度は、雑誌ジャンルによってかなり違っていたからだ。
評論系の総合雑誌では、1933 年以降、座談会記事はひとまずの定着を見

せたが、毎号掲載される定番コンテンツだったわけではない。『中央公論』
『改造』のような評論雑誌発の総合雑誌で座談会記事が増えたのは 1930 年代
半ば以降のことであり、それも、大事件の際や特別号に載せられる特別付録
的な扱いのコンテンツだった 12。これらの雑誌では、座談会記事の連載化以
降も一冊に掲載される座談会記事は基本的に一本だけであり、『文藝春秋』
『新潮』のような文芸誌発の総合雑誌でも通常は多くて二本の掲載だった。
これは、1920 年代から既に同形式の記事を頻繁に載せ始め、1930 年代に入
ると時に三～四本もの座談会記事を掲げていた『主婦之友』『婦人倶楽部』
などの大衆的な婦人雑誌における状況とは、かなり異なっている。
また、座談会記事は大衆娯楽雑誌でも好まれ、1934 年には「大衆雑誌の
座談会は殆ど行きづまつたといふ感じである」13 と言われるほどだったが、

版大衆化状況に適した様式」だったと指摘している（大澤聡『批評メディア論―戦
前日本の論壇と文壇』岩波書店 2015 年、130 頁）。

12 『改造』には 1924 年 11 月号に座談形式の記事「対支国策討議」が掲載されたが、そ
の後は途絶え、1933 年 4 月号の「座談会　経済封鎖討論」から復活、毎年一～二本
ずつ座談会を記事が掲載されていった。『中央公論』でも 1928 年 8 月号に初の座談会
記事「国際 妖怪座談会」が掲載されたものの、やはり一時途絶える。復活したのは
1933 年 4 月号「米国金融恐慌座談会」からで、以降、毎年一～三本ずつ座談会記事
を掲載していった。

13 大伴女鳥〔杉山平助〕「[ 豆戦艦 ] （2） 八月の雑誌 大衆雑誌の座談会」『東京日日新聞』
1934 年 7 月 22 日、第 9面。
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人気婦人雑誌におけるほど盛んだったわけではなかった。たとえば、『キン
グ』に座談会記事が初めて掲載されたのは婦人雑誌よりも遅く、1930 年 3
月号「大笑ひ！滑稽百出座談会」からである。同誌では 1931 年 2 月号「人
物採用抜擢第座談会」以降ほぼ毎号座談会記事を掲載するようになるが、た
いていは一本の掲載で、全く掲載されない月もあった。
なぜ人気婦人雑誌において座談会記事がかくも早くから、しかもかなり積

極的に取り入れられたのか。その一方で、なぜ総合雑誌への取入れが遅れ、
取り入れられ方も限定的だったのか。「大衆的な編集手法だったから」とい
うのが一応の理由になろうが、この答えではその意味するところが十分に説
明できない。なぜ数ある雑誌ジャンルのうち特に婦人雑誌において座談会記
事が発展したのだろうか。そもそもなぜこの形式の記事が「大衆的な編集手
法」とみなされ、婦人雑誌と結び付けられ、出版界における流行として時に
批判まじりに論じられていたのか。従来の研究では、座談会記事の流行は、
主に文芸雑誌や総合雑誌の事例を通して、出版の資本主義化・大衆化が進む
時代に適合した記事ジャンルという側面から説明されてきた。しかしそうし
た説明は、婦人雑誌における座談会記事の流行とそれへの批判にまつわるこ
れらの疑問に答えてはくれない。
上記の疑問を考える上で注目されるのが、座談会記事で用いられていた、

口頭の談話を書き写したかのような文体だ。人気婦人雑誌における座談会記
事の積極的な取り入れの要因は、むしろ、この雑誌ジャンルでそれまで好ま
れてきた文体や記事形式の傾向に内在していたのではないだろうか。そして
それは、大衆向けの雑誌の中でもとりわけ人気婦人雑誌において座談会記事
が発達した理由や、その意味するところをも説明してくれるのではないだろ
うか。
以下、本稿では、定期刊行物における口語体の導入の様相をたどったうえ

で、媒体と文体の関係性の変化と記事形式にまつわる言説を足がかりに、あ
る種の文体と記事形式が婦人雑誌特有のものとして批判されるようになって
いった過程の一端を明らかにする。
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（二）婦人雑誌における〈声〉の尊重

各種媒体への口語体導入
結論から先に述べると、1920 年代以降、婦人雑誌で座談会記事が多用さ
れた背景には、この雑誌ジャンルにおける口頭の談話を想起させる文体の積
極的な採用が大きく預かっていたと考えられる。婦人雑誌は口頭の談話を再
現しようとする傾向が強かった。これは、20 世紀初頭に言文一致体が確立
するとこれをいち早く導入し、口頭の談話を想起させる口語敬体（「です・
ます」体）を積極的に採り入れたことによくあらわれている。
鈴木貞美らの調査によれば、『太陽』では、明治 30 年代（1897 ～ 1906 年）
に文語体（漢文訓読体「なり・たり」体、いわゆる明治普通文）が減少する
一方、口語体が徐々に増えていき、1907 年には『太陽』の署名記事の七割
に使用され（口語常体「だ・である」体 63.0％、口語敬体「です・ます」体
7.4％）、文語体を逆転する（グラフ 1）。しかし、文語体の使用は続き、1918
年の時点でもなお、文語体が署名記事の約一割、無署名記事の四割を占めて
いた 14。これは、『太陽コーパス』を用いた田中牧郎による分析結果とも合致
している 15。『中央公論』も、1905 年から 1910 年の間に署名記事の 64.7％を
口語体が占めるようになるが（口語常体 58.8％、口語敬体 5.9％）、1915 年
になっても署名記事の 12.5％が文語体で著されていた（グラフ 2）16。
他方、1901 年以降の主な婦人雑誌の記事の文末表現を見てみると、婦人
雑誌の記事における文語体から口語体への転換は、おおよそ 1905 年から
1908 年あたりだったようだ。1904 年に廃刊となった『女学雑誌』では、常
に文語体（明治普通文）が主文体だったが（グラフ 3）、1901 年創刊の『女
学世界』における文語体の記事は全体として創刊以降徐々に減少しており、
1908 年にはついに第一文体の座を口語敬体（39.4％）に明け渡している（グ

14 鈴木貞美（編）「明治期総合雑誌の文体について」［『シュンポシオン』1号（近畿大
学日本語・日本文学会、1996 年 3 月）］、86―91 頁。

15 田中牧郎 「近代書き言葉における文語助動詞から口語助動詞への推移―『太陽コー
パス』の形態素解析データによる―」［田中牧郎ほか『近代語コーパス設計のため
の文献言語研究・成果報告書』　（国立国語研究所、2012 年 10 月 31 日公開）所収］、 2
頁。

16 鈴木貞美（編）、前掲文、98 頁。
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グラフ 3：『女学雑誌』記事（談話記事含む）文体の割合
（前島調査）（『女学雑誌』は 1904 年に廃刊）

グラフ 1：『太陽』署名記事（談話記事含む）文体の割合
（鈴木貞美編 1996 年 87 頁に基づき作成）

グラフ 2：『中央公論』記事（談話記事含む）文体の割合
（鈴木貞美編 1996 年 98 頁に基づき作成）
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ラフ 4）。1906 年に創刊された『婦人世界』では初めから口語体が 95％（口
語常体 7.5％、口語敬体 87.5％）で優勢である（グラフ 5）。1911 年には口語
体の定着はさらに進み、両誌とも九割以上（『婦人世界』は 100％）の記事
が口語体（主に口語敬体）で書かれている 17。

17 クリスチャン女性向け雑誌『常盤』の記事においても、1909 年以降は口語体へと移
行していることが確認される（松本隆「近代女性雑誌『常盤』の文体―明治後期か
ら大正期にわたる四半世紀の推移―」［『清泉女子大学人文科学研究所紀要』第 40
号（清泉女子大学人文科学研究所、2019 年 3 月）］、134 頁。

グラフ 4：『女学世界』記事（談話記事含む）文体の割合
（前島調査）
（1914 年は皇太后逝去関連記事が多く、「なり・たり」体が多い。これら記事を除
くと、「なり・たり」16.7％、「だ・である」7.6％、「です・ます」75.8％）

グラフ 5：『婦人世界』記事（談話記事含む）文体の割合
（前島調査）
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婦人雑誌における〈声〉を響かせた記事ジャンルの発達
このように、後に総合雑誌と称されるようになる評論・創作雑誌（以下

「総合雑誌」）と婦人雑誌では後者のほうが口語体の導入が早く、かつ徹底さ
れていた。しかも、婦人雑誌において主として採用された口語体は、口頭の
談話を記した談話体としての性格が強い口語敬体（「です・ます」体）だっ
た。実際の口頭の談話における声と区別するために、談話体によって記され
た声を〈声〉と表すと、婦人雑誌における口頭談話再現的な文体の積極的な
採用は、この雑誌ジャンルが他の雑誌ジャンルに比べて、記事中の語り手の
〈声〉をなるべく直接的に読者に伝えようとする傾向が強かったことを示し
ている。
以降、婦人雑誌は、談話記事や対話（インタビュー）記事など、〈声〉を
響かせた記事ジャンルを発展させていった。従来の研究では、ラジオ放送と
いう後発のニュー・メディアによって既存のオールド・メディアに変化がも
たらされた（言い換えれば、前者の代替物が後者によって提供された）、と
いう流れが前提とされてきた 18。しかし、実のところ読者は、ラジオ放送の
普及以前から、二次元上で様々な〈声〉に耳を傾ける体験に、既にある程度
なじんでいたのである。
おそらく、積極的に人々の談話や会話の〈声〉を誌上に響かせるという婦

人雑誌の文体と記事形式の傾向が、この雑誌ジャンルにおける座談会記事の
早期導入と隆盛につながったのだろう。これに対して、総合雑誌は〈声〉の
採り入れには消極的で、記事ジャンルとしては論説文重視の姿勢を取ってい
た 19。また、戦間期には婦人雑誌と並び人気があった大衆娯楽雑誌は、会話
を再現したかのような記事群よりも、演説との結びつきが強い訓話・成功談
や、語りものである講談との結びつきが強い歴史小説・時代小説などの「読

18 ラジオの普及が進む 1930 年代半ば過ぎ頃までは大衆向け雑誌の記事がラジオ番組の
疑似体験を読者に提供していた可能性については、佐藤卓己『『キング』の時代―
国民大衆雑誌の公共性』（岩波書店、2002 年）、218―221 頁。

19 前島志保「「婦人雑誌」の誕生と出版の大衆化」［『比較文學研究』第 105 号（東大比
較文学会、恒文社、2019 年 12 月）］、27―48 頁参照。婦人雑誌に積極的に採用された
口頭談話再現的な文体の冗長で非分析的・累積的な特徴は、ウォルター・J・オ
ングの言う「声の文化」を想起させる（Ong, Walter J. Orality and Literacy: The 
Technologizing of the World. London: Methuen, 1982）。
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みもの」が中心だった 20。
総合雑誌で座談会の採り入れが非常に遅く限定的であったこと、大衆娯楽

雑誌では人気婦人雑誌に比べて控えめであったことは、それぞれの雑誌ジャ
ンルにおける文体的な特色を反映していたと考えられる。次節では、この意
味するところについて、さらに考察する。

（三）二大口語体の成立と差異化

口語体の模索 ― 様々な口語体
先述したように、座談会記事が大流行する前の人気婦人雑誌の誌面は、口

頭談話の再現を想起させる口語敬体の文末表現を用いた文章で既に覆われて
いた。各種口語体（言文一致体）の形成史を豊富な資料に基づいて綿密にた
どった山本正秀は、口語敬体（「です・ます」体）は子供向きの文章や女性
読者の多い媒体に特徴的な文体であると説明している 21。しかし実際には、
山本自身の精緻な調査が図らずも示しているように、口語敬体が初めから子
供向けや女性向けの文章に用いられていたわけではない。また、「だ・であ
る」体（口語常体）は客観的表現に優れており、「です・ます」体は談話体
である、と初めからみなされていたわけでもない。
言うまでもなく、口語体とは、話者の口頭の発話をそのまま書き記したも

のではなく、明治に入ってから主に当時の東京山の手の話し言葉を元に整え
られていった書き言葉である 22。19 世紀末までは、書き言葉としての使い分

20 『キング』『講談倶楽部』など当時の大衆娯楽雑誌は「読む雑誌」だったという指摘に
ついては、社会心理研究所（佐藤毅、秋山欣江、工藤静枝）「第三章 大衆雑誌」［城
戸又一（編）『新聞・雑誌・出版』（マス・コミュニケーション講座 3、河出書房、
1954 年）所収）、294―306 頁、大宅壮一「雑誌と読書」［『大宅壮一選集』第七巻（筑
摩書房、1959 年）〔初出 1955 年 5 月〕］、54―57 頁。『キング』の読み物性と教訓性へ
の傾きについては、貴司山治「キング論」［橘篤郎（編）『総合ヂャーナリズム講座 
Ⅲ』（内外社、1930 年）］、163―180 頁。後述するように、演説には「である」体が、
講談およびその流れを汲む大衆小説（歴史小説・時代小説）には、「だ・である」体
のほか「であります」体が、多く用いられた。

21 山本正秀『言文一致の歴史論考（正）』（桜風社、1971 年）、533 頁。
22 ただし、東京語と標準語は同時進行的に明治 30 年代頃に成立したと考えられるため、
厳密には「東京語から標準語が作られた」とは言えない点には留意しておく必要があ
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けが判然としないまま、様々な口語文体が用いられていた。西洋由来の新し
い口頭発表形態である演説や講演の速記では、欧文翻訳に多く用いられてい
た「だ・である」体が使用されたが、それ以外の文章では、「であります」
「でござります」「でございます」「でござる」「です」「ます」など口頭談話
体由来の文体のほうが、「である」体よりもやや優勢だった 23。
論説文に用いられる口語体はまだ定まっていなかった。この時期の論説

文・論文の主流文体は文語体（漢文訓読体）だったが、明治 20 年代（1887
～ 96 年）までは、口語敬体も学術論文や雑誌の論説文に用いられていた。
たとえば、明治初期には開化啓蒙を目指した書物で敬体（「ござる」「ござり
ます」「ます」など）が用いられており、明治 10 年代（1877 ～ 1886 年）に
は演説の調子の敬体（「であります」など）で書かれた民権啓蒙書や小新聞
の記事が著された 24。
19 世紀末までは、小説でも「だ」「です」「である」「であります」など、

様々な文体が試みられた。主な作品には、「だ」体（「た」「ゐる」含む）の
「浮雲」（二葉亭四迷 1887 ～ 89 年）や「初恋」（嵯峨の屋おむろ 1889 年 1
月）、「である」体の「薄命のすゞ子」（嵯峨の屋おむろ 1888 年 2 月～ 89 年
3 月）や「あひゞき」（二葉亭四迷訳 1888 年 7・8 月）、「であります」体の
「野末の菊」（嵯峨の屋おむろ 1889 年 7 月～ 10 月）などがある 25。

る。言文一致の初期段階については山本正秀『近代文体発生の史的研究』（岩波書店、
1965 年）、59―453 頁、山本正秀、前掲書、7―120 頁、山本正秀『言文一致の歴史論
考（続）』（桜風社、1981 年）、13―88 頁。近代口語文の成立・発展とその影響を考察
した主な研究には、進藤咲子 『明治時代語の研究―語彙と文章』（明治書院、1981
年）、305―323 頁、森岡健二『近代語の成立　文体編』（明治書院、1991 年）がある。

23 「であります」については、山本正秀、『近代文体発生の史的研究』、389―398 頁、山
本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、478―485 頁。「でございます（でござります）」
については、山本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、474―478 頁。

24 中村通夫『東京語の性格』（川田書房、1948 年）、85―119 頁、辻村敏樹『敬語の史的
研究』（東京堂、1968 年）、山本正秀、『近代文体発生の史的研究』、361―389 頁、山
本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、451―468 頁、山本正秀、『言文一致の歴史論
考（続）』、641―646、647―676 頁、野村剛史『日本語スタンダードの歴史―ミヤ
コ言葉から言文一致まで』（岩波書店、2013 年）、186―190 頁。

25 山本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、69―74 頁、120―170 頁、山本正秀、『言文
一致の歴史論考（続）』、89―120 頁。
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二大口語文体の成立
このように、明治前期には様々な口語体が試されていたが、1892 年以降
十年ほどの間に、次第に「だ・である」体と「です・ます」体に収斂してい
く。と同時に、各種文章において、「だ・である」体のほうが「です・ます」
体よりも優勢になっていく 26。
小説の地の文では、二葉亭四迷が『浮雲』（1887 年 6 月第一篇刊）で「だ」
を「た」「ゐる」とともに用いてから、「だ」が近代小説の典型的な文体の一
つとして定着する。1895 ～ 96 年頃に尾崎紅葉らが「である」体を確立する
と、これと混用されるようになった 27。これは、野村剛史が指摘するように、
東京語の敬意を含まない文末表現「だ」は、日常の思いの言葉（内語）を直
接記述することや世界を特定の視点から描写することに適しており、人物の
内面を描く近代的な小説の文体に相応しかったためだろう 28。以降、「です・
ます」体は一般の小説文体からは後退する。20 世紀初頭に正岡子規や高浜
虚子らによって推進された「写生文」や田山花袋らの自然主義派の文学作品
においても、「た・する」体を含む「だ・である」体が基本となった 29。
同じ頃、明治普通文が主流だった論説文や学術論文にも「だ・である」体

が採用され始める 30。言語学会の機関誌『言語学雑誌』（1900 年 2 月創刊）で
は第二号から雑報欄に口語体が全面的に採用されており、論文のほうでも、
創刊号から 1902 年 9 月に廃刊されるまでに約 30 篇の「である」体または
「であります」体の論文が掲載された。新聞・雑誌でも、幸徳秋水が『団団

26 山本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、474―478、483、514―517 頁。
27 山本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、489―495 頁、510―514、517―521 頁、山本
正秀、『言文一致の歴史論考（続）』、641―646 頁、647―676 頁。

28 野村剛史、前掲書、236―266 頁。
29 山本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、18―21 頁、江藤淳 『リアリズムの源流』 （河
出書房新社、1989 年）、13―17 頁、深見けん二「写生文」［尾形仂ほか（編）『俳文学
大辞典』（角川書店、1995 年）］、380―381 頁、坪内稔典『柿喰ふ子規の俳句作法』
（岩波書店、2005 年）、207―221 頁、鈴木貞美「「言文一致と写生」再論：「た」の性
格」［『國語と國文學』82 編 7 号（東京大学国語国文学会、筑摩書房、2005 年 7 月）］、
1―21 頁。

30 論説文（新聞社説、学術論文等含む）への口語体の採用とその例については、山本正
秀、『言文一致の歴史論考（続）』、44―45 頁。ただし、大手新聞の全紙面が「なり・
たり」体から「だ・である」体に切り替わったのは 1922 年のことだった。
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珍聞』に論説文を「だ・である」体で書き始めた 1897 年 7 月以降、『萬朝
報』（幸徳秋水、堺利彦ら）、『読売新聞』（島村抱月、中井錦城ら）、『ホトト
ギス』（夏目漱石ら）に口語常体の論説文や社説が掲載されていく。
それまで様々な文体が用いられていた教科書においても、使用される文体

が「です・ます」体と「だ・である」体に次第に収斂していき、また、両者
の使い分けも明確になってくる。これには、1903 年から編纂され始めた第
一期国定国語教科書『尋常小学読本』（1904 年度より使用開始）が大きな分
岐点となった。国定化以前の国語教科書（読本）では、「であります」「でご
ざいます」を中心に様々な文体が試みられていたが、第一期国定国語教科書
『尋常小学読本』では「です・ます」「だ・である」が中心的な文体となる 31。
同時に、この『尋常小学読本』は二つの口語体の使い分けをも決定付け

た。第一期国定国語教科書『尋常小学読本編纂趣意書』は各文体の導入時期
について、「児童ノ境遇ハ同輩ニ対スルヨリモ長上ニ対スル場合ガ多イ故ニ」
第五冊第八課（三年次前期）までは韻文・独思・独語・引用文以外には全て
崇敬体（「口語敬体」に相当）を用いるが、第九課からは常体（「口語常体」
に相当）も用い始め、第六冊（三年次後期）から導入される文語（いわゆる
「明治普通文」）への橋渡し（「階梯」）とした。ここから、「口語常体と文語
体が筆述体としては正式」という扱いだったことが見て取れる。口語体のう
ち談話体（「対話語」「崇敬体」）と筆述体を区別する認識も前面に押し出さ
れた 32。
以上の方針は、義務教育が四年から六年に延長されるにあたり発行された

第二期国定『尋常小学読本』（1910 年度以降使用）編纂趣意書にも受け継が
れ、その後の国定教科書にも踏襲されていった。こうして、口語敬体は、筆
述体としては文語体（明治普通文）や口語常体よりも劣る、低学年向けの
「易しい文体」となった。

31 第一期国定『尋常小学読本』では、「です」の使用例が 250、「ます」の使用例が
1126、「だ」の使用例が 601 見られるのに対して、「ござる（「ございます」の形で使
用）」の使用例はわずか 97 である（国立国語研究所『国定読本用語総覧 1 : 第一期
『尋常小学読本』明治 三十七年度以降使用 あ～ん』（三省堂、1985 年））。

32 以上、「第二章 形式 第二項 文章 二」「第二章　形式　第二項　文章　三」『尋常小学
読本編纂趣意書』〔文部省 1904 年 2 月 27 日〕［中新・稲垣忠彦・佐藤秀夫（編）『編
纂趣意書 I』（近代日本教科書教授法資料集成 11、東京書籍、1982 年）］、236 頁。
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「女・子供向け文体」の成立と定着―媒体による口語体の使い分け
興味深いことに、定期刊行物への口語体の取り入れは、口語敬体（「です・

ます」体）と口語常体（「だ・である」体）の雑誌ジャンルごとの使い分け
の定着とほぼ同時期だった。口語体の取り入れが定着するより前は、総合雑
誌・婦人雑誌ともに口語常体と口語敬体の両方を用いており、その割合は一
定していなかった。その後、口語体の誌面への取り入れが定着する 1910 年
前後より、「総合雑誌には口語常体、婦人雑誌には口語敬体」という雑誌
ジャンルによる口語体の使い分けがはっきり見られるようになってくるので
ある。
戦間期には少年少女雑誌や婦人雑誌に主に用いられる文体という印象が強

くなっていた口語敬体だが、実は、後に総合雑誌と呼ばれることになる『太
陽』のような評論・文芸雑誌でも、口語体導入初期には口語敬体がかなりの
割合で用いられていた（グラフ 1）。しかし、その後、『太陽』では口語敬体
は後退していく。1907 年には、記事全体における口語常体の使用率が
63.0％と突出する一方で、口語敬体による記事の割合は 7.4％と激減した。
同時にこの年、それまで長らく第一文体だった文語体（明治普通文）も
29.6％と大きく後退し、以降、口語常体が『太陽』の主流文体として定着し
ていった。その一方で、口語敬体は減少し続け、1915 年からは全く用いら
れなくなる。他方、『中央公論』では口語敬体は早くから少なかった（グラ
フ 2）。
婦人雑誌でも、やはり、片方の口語体に偏っていく現象が観察される。た

だし、この場合、残ったのは口語敬体だった。実は口語体が誌面に定着する
頃までは、婦人雑誌にも文語体（明治普通文）の記事に加え、口語常体によ
る文章がかなり含まれていた（グラフ 3、グラフ 4）。しかも、口語敬体の使
用率は、当初はむしろ総合雑誌のほうが婦人雑誌を上回ることもあった。こ
のような状況は、口語体導入の流れがほぼ決定的となった 1910 年前後から
激変していく。『女学世界』の談話記事では、1905 年までは文語体（明治普
通文）も口語常体も多く用いられていたが、1908 年には口語敬体が 66.7％
に急増し、主文体となる。記事全体においても、1908 年には口語敬体
（39.4％）が口語常体（28.8％）を上回り、さらに 1911 年には全体の 65.8％
を占め、堂々たる第一文体となった。以降、各種婦人雑誌では口語敬体が主
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流の文体となっていく（グラフ 4、グラフ 5）33。
ここで、口語敬体と口語常体の使い分けは記事の話者や筆者の性別による

ものではなかったことには、留意しておかねばならないだろう。二つの口語
文体の使い分けは、むしろ、媒体の性質もしくは種類によるところが大き
かった。というのも、紙幅の関係から本稿では詳細は省くが、口語文体が定
期刊行物にほぼ定着した 1910 年以降、談話記事においても論説文において
も、筆者や論者の性別にかかわらず、総合雑誌では口語常体が、婦人雑誌で
は口語敬体が、主に用いられていたのである 34。つまり、女性が口頭談話で
「です・ます」体の使用率が高かったために文章でも口語敬体を用いていた、
というわけではないのだ。逆に言えば、男性が口頭談話で「だ・である」体
を使用するから文章でもこの文体を用いたということでもない。口語体の定
着以降、口語文体の使い分けは、記事の種類や著者（もしくは談話記事の話
者）の性別や年齢よりも、第一に雑誌ジャンル（媒体の種類）、すなわち、
主にどのような属性もしくは志向の読者／受け手に向けた媒体であるかに
よっていたのである。
以上で見てきたように、口語敬体が初めから子供や女性向けの口語体とし

て登場してきたわけではない。明治に入り様々な（書き言葉としての）口語
体が試みられたのち、19 世紀末（明治 30 年代以降）に口語敬体と口語常体
に収斂していき、口語常体が論説文や小説の地の文の文体として定着してい
くなか、1903 ～ 04 年編纂の第一期国定教科書において、口語敬体は談話体、
すなわち、口頭の談話に基づいた、低学年で教えられる易しい口語体とさ
れ、他方、口語常体は中高学年以上で教えられる筆述体、すなわち、抽象度
の高い書き言葉としての口語体と規定されていったのだ。そして、1910 年
前後には、口語敬体は女性や子供向けの媒体で用いられる文体、口語常体は
男性を中心とする知識人向けの媒体で用いられる文体、というように、主に
性差と年齢に基づいた媒体による文体の使い分けが決定的となった。

33 これは、松本隆によるキリスト教系女性雑誌『常盤』の調査結果とも合致している
（松本隆、前掲文、134 頁）。

34 たとえば、『中央公論』1910 年 3 月号の女性作家によるものと思われるエッセイは、
口語常体で書かれている（鈴木貞美（編）、前掲書、 99 頁）。また、『婦女界』1915 年
5 月号掲載の署名入り論説文では、女性筆者 10 名、男性筆者 3名の全員が、口語敬
体を用いていた。
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このことは、口頭談話を再現したかのような口語敬体が筆述体である口語
常体よりも程度のうえで下位に置かれ、子供向けの易しい文体と規定された
うえで、婦人雑誌（およびその読者）が、文章体としては程度の低い文体と
して新たに位置付けられた口語敬体と結び付けられたことを意味する。換言
するならば、婦人雑誌が口語敬体を全面的に採用したということは、公領域
から離れた、知的に一段低い存在としてその読者を規定したということにな
る。

（四）〈声〉を響かせた記事の地位の変遷

明治期における〈声〉を響かせた記事の隆盛と停滞
注目されることに、口語常体と口語敬体に収斂された口語体が学校教育で

定着し始め、前者が書き言葉としては正規の文語体（明治普通文）に準ずる
筆術体、後者が談話体かつ書き言葉としては「女・子供」向けの一段劣る文
体とされるようになった時期、そして、媒体における二つの口語文体の使い
分けが定着してきた時期は、談話体や対話体、会話体による記事（〈声〉を
響かせた記事）が印刷物で下火になってきた頃にあたる。
実は明治半ばまでは、「複数の人間の会話」の形をとった文章は少なくな

かった。幕末維新期の小冊子「開化物」や加藤弘之の『隣草』（1861 年）、
西周の『百一新論』（1874 年）、中江兆民の『三酔人経綸問答』（1887 年）な
どの啓蒙思想家の書物は、問答形式で書かれていた 35。会話（座談）形式の
文章は、雑誌『めさまし草』の匿名合評「三人冗語」（1896 年 3 月掲載開始）
など、文芸・演劇評において明治 30 年（1897 年）前後に一度隆盛を見る 36。
架空の人物達と編者によるおしゃべりを記した『我楽多文庫』掲載の「街談

35 鶴見太郎『座談の思想』（新潮社、2013 年）、23―24 頁。
36 主なものに、『国民新聞』の「日曜合評」（1896 年 11 月 1 日より掲載開始）、『早稲田
文学』の「曾我会稽山（近松研究第六回）」（1897 年 5 月より掲載開始）、『ホトトギ
ス』の「席上録」（1897 年 5 月～同年 9月）・「輪講摘録」（1898 年 2 月～同年 8月）・
「蕪村句集講義」（「輪講摘録」改題 1898 年 10 月～ 1903 年 4 月）がある。佐藤伸宏
（研究代表）『近代日本における〈座談会〉の成立過程についての動態的・総合研究
―雑誌メディアにおける基礎的調査を中心に―』2006 年 3 月）、巻末「座談記事
データ一覧」参照。
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巷説」（1887 年 1 月より連載）、『文藝倶楽部』掲載の「芝居楽屋話」（1896
年 2 月～ 3月）など、様々なテーマに関する会話のやりとりそのものの面白
さを主眼とした散文記事もあった 37。
しかし、合評の匿名性や読み物としての面白みは、個人の視座を重視する

近代的な批評観の導入により、否定されていく。『帝国文学』（第 2巻第 12
号 1896 年 12 月 115 頁）に掲載された「[ 雑報 ] 合評を排す」は、『めさまし
草』『早稲田文学』『国民新聞』などでの合評の流行を指摘しつつ、個人が一
貫した見地から行う批評（「終始一貫の意見」）となっていないことを批判し
た。これを受けてか、『早稲田文学』第 38 号（1897 年 7 月）掲載の「冥土
の飛脚（近松研究第七回）」あたりから、実名による合評記事が登場する 38。
明治 30 年代（1897 ～ 1906 年）以降、対談形式もしくは座談形式の記事は、
歌舞伎などの舞台評（『歌舞伎』『新演芸』などに掲載）や俳句・短歌など定
型詩の評（『ホトトギス』『明星』『アララギ』などに掲載）には継続して用
いられたものの、小説作品や他のテーマについての記事では散発的なものに
なっていったことを、佐藤伸宏らの共同研究は綿密な資料調査から指摘して
いる 39。文芸・演芸の評以外でも対話体・会話体の記事は後退し、主に啓蒙
的な記事や娯楽的な記事に使用が限られていく 40。
談話体の後退は他の分野の文章においても見られる。先述したように、明

治初年の開化啓蒙書は談話体や問答形式で書かれていたが、明治 10 年代に

37 もっとも、明治期の対話形式・会話形式の記事は、評判記その他の江戸期の書物や落
語の語りの系譜を色濃く継いだ様式によるものも少なくなく、昭和初期に流行した座
談会記事とは様々な点で異なっていた（佐藤伸宏ほか「総論」［佐藤伸宏、前掲書］、
6頁、畑中健二「評判記における対話の形態について」［佐藤伸宏、前掲書］、19―21
頁）。

38 畑中健二、前掲文、20 頁の指摘による。
39 たとえば、『ホトトギス』の「俳壇会」（1901 年 10 月より掲載開始）・「蕪村遺稿講義」
（1903 年 5 月～ 1906 年 11 月）・「美術界　漫言」（1904 年 10 月より掲載開始）、『歌舞
伎』の合評記事（第二号 1900 年 2 月より掲載開始）、『明星』の「伊勢物語評言」
（1901 年 8 月より連載開始）や短歌・小説・絵画に関する合評など。佐藤伸宏ほか、
前掲文、7頁、森岡卓司「伝統短詩雑誌における座談様式の展開」［佐藤伸宏、前掲
書］、23 頁。他に、和田芳恵、前掲文、160 頁。

40 時事ネタを主題とした架空対談「英和時事問答」（『東京独立雑誌』1899 年 3 月連載
開始）、『歌舞伎』（1900 年創刊）に長期にわたって連載された人気企画「無線電話」
（1901 年 3 月連載開始）など。
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入るとこうした文体は書き言葉としては後退していった 41。また、明治 30 年
代（1897 ～ 1906 年）には小説の文体が口語常体に収斂していき、他方、新
聞雑誌の論説文からも口語敬体が後退、従来の文語体（明治普通文）に加え
て口語常体で著された論説文が出現している。談話体のうち、講談に用いら
れていた「であります」は講談の速記の形で残り、やがて大衆小説の文体に
取り入れられていった 42。なお、このような〈声〉の後退は、新聞の報道記
事ではもう少し早く、近代的な報道観が取り入れられ始めた西南戦争（1877
年）の頃から進行していた 43。印刷物における〈声〉の後退は、談話再現的
な文体の書き言葉としての地位の低下を示唆している。

談話記事の地位の低下と性差化
序列化は記事ジャンルにも及んだ。その典型が談話筆記による記事（以下

「談話記事」）である。談話記事や談話体を用いた記事はもともと新聞にも総
合雑誌にもあったことを考えれば、こうした記事形式は、本来は婦人雑誌の
みに特有だったわけではない。しかし、1910 年前後から、取材して聞いた
談話を記した形の記事である談話記事は、婦人雑誌と文芸雑誌を中心に人気
を博していく。1910 年の新聞記事は、「文芸雑誌の談話筆記」が「いつの頃
からかひどく流行し出した」と述べ、文芸雑誌では、〈声〉を響かせた評論
記事が後退した一方で、談話記事が増えていたことを伝えている 44。
当時、他者の談話や会話に基づいて書かれた談話記事は、記者や寄稿者が

41 野村剛史はこの変化について、小新聞の記事の文語体化とあわせ、人々の関心が啓蒙
から書き言葉の洗練へと移ったためではないかという洞察を示している（野村剛史、
前掲書、196 頁）。

42 中村通夫、前掲書、134―155 頁、山本正秀、『言文一致の歴史論考（正）』、478―485
頁。

43 土屋礼子『大衆紙の源流：明治期小新聞の研究』（世界思想社、2002 年）、77―80 頁、
159―160 頁。「客観的報道言説」の誕生については、加藤裕治「新聞報道の誕生―
西南戦争をめぐる報道からの考察―」［『社会学評論』49（2）（日本社会学会、1998
年 3 月）］、270―285 頁、同「新聞の歴史社会学―明治期における「事実報道」の
せめぎあいの系譜―」（千葉大学博士論文、2001 年）、33―56 頁。

44 「はなしだね―文士と訪問記者―」『読売新聞』1910 年 11 月 5 日第 5 面）。この
記事は、二十年後に座談会記事の盛況を後押ししたのと同様の理由、すなわち、編集
側の都合と経営側の経済的な要因が談話記事流行の背景にあったことも示している。
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自ら筆を執って書いた論説記事に比べて劣るものと見られていた。1909 年
の新聞記事「文壇はなしだね」は、ここ数ケ月『文章世界』に掲載されてい
る馬場孤蝶の「ブランデスの読書論」について、「誰も氏の書いたものだと
思つてゐるやうだが、実は同誌の記者が三日間弁当掛けで通つて、摘要口約
を筆記したものぢやそうな」と、この記事が実は談話筆記によるものだった
ことを暴露し、揶揄している 45。談話記事蔑視には、新聞において、取材（当
時は「探訪」と呼ばれていた）に基づいた記事（探訪記事）を書く社会部の
記者が論説記事を書く政治部記者よりも一段低く見られていた、という事情
も関係していたのかもしれない 46。
また、この頃には、取材に基く談話記事は女性記者もしくは婦人雑誌とつ

ながりの強い記事ジャンルとみなされるようにもなっていた。人物や場所を
記者が訪ね取材して書く「訪問記事」は、取材先で聞いた談話に基づいて書
かれた「談話筆記」（談話記事）である場合が多く、このため、この二つの
語は互換的に用いられることもあった。この時期に婦人雑誌を論じた新聞記
事には、「その他のは皆訪問記事で題目の割合に、左程の新発見も無し」「題
目を見るとこれも皆面白相なれど、皆訪問記事の「文

ぶんせききしやにあり

責在記者」と云ふ代
物」（1911 年）47、「いづれも簡単な談話筆記で例の文責記者の註入り」（1912
年）48 など、婦人雑誌における訪問記事（談話記事）の多さを馬鹿にする文
言が散見する。
明治末期には、女性記者はこうした談話筆記で書かれた訪問記（事）や実

用記事（家庭記事）を主に担当するものとみなされていたようだ。新聞・雑
誌の「婦人記者」「女記者」を評した 1909 年の新聞記事は、このことを如実
に物語っている。この記事は、『女学世界』の中村鈴子、『婦人世界』の木内

45 「文壇はなしだね」『読売新聞』1909 年 9 月 29 日、第 5面。
46 「硬派」の政治部記者と「軟派」の社会部記者との区別と序列関係は、もともとは前
者が知識人を対象とした政論新聞（「大新聞」）の（政論）記者、後者が庶民婦女子を
対象とした非政治的な娯楽紙（「小新聞」）の探訪記者だった、というそれぞれの出自
に起因している。この差別は、明治中期に大新聞と小新聞が互いに接近し中新聞に
なった後も残った（河崎吉紀『制度化される新聞記者―その学歴・採用・資格』
（柏書房、2006 年）、7―24 頁）

47 〔松崎〕天民「現代の女学生（十三）」『東京朝日新聞』1911 年 4 月 15 日、第 6 面。
『婦人の鑑』『婦人画報』に関する箇所。

48 「今月の婦人雑誌」『東京朝日新聞』1912 年 10 月 11 日、第 6面「出版界」欄。
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鏡子、『婦人画報』の水野孝子、『報知新聞』の磯村春子らが訪問記に長け、
『二六新聞』の山内藤子と中野初子は「家庭記事に婦人記者の天分を発揮」
しており、一方、初め『大阪時事新報』にいた下山京子は、「訪問や家庭記
事では平凡なり」と潜入取材に基づく続き物を連載して評判となり『東京時
事新報』に招かれた、と記している 49。

定期刊行物における〈声〉の凋落と復活
ここで、近代的な批評の導入・定着のもと、雑誌において談話形式・対話

形式・座談形式の記事が下火になり、揶揄されるようになった時期と、口語
文体が確立した時期、そして媒体による文体の使い分けが成立した時期の全
てが、ほぼ同時期だったのは示唆的である。さらにこの時期は、雑誌の形態
と内容が男女別・年齢別に分化した時期とも重なっている。世紀転換期に
は、公領域に関わる話題を扱う論説文と小説などの創作を中心とした、専ら
男性（知識人）読者を対象とする評論・創作雑誌（後の総合雑誌）と、私領
域に関する話題を扱い、視覚表現と読者投稿を多用した、専ら女性読者を対
象とする娯楽性に富む婦人雑誌の差異化が進んだ 50。ほぼ同じ頃、少年少女
雑誌も誕生している 51。批評・報道にまつわる近代的な規範意識の普及は、
想定読者の性差や年齢による内容・形式・表現における雑誌の差異化および
規範化と同時進行していたのである。
全くの仮説に過ぎないが、談話体の後退は、政治、経済、近代的な文学、

芸術、思想など「公」に関する文章（報道文、評論、論説文など）には談話
体はふさわしくないという、文章表現における新たな―近代的な、と言っ
てよいだろう―規範意識の成立ともかかわっていたのではないだろうか。
つまり、公領域に関する話題を扱った論考は、明治普通文もしくは口語常体
を用いて個人により責任をもって著され、総合雑誌など「真面目」な媒体に

49 〔松崎〕天民「東京の女（三十三）」『東京朝日新聞』1909 年 10 月 2 日、第 5面。
50 雑誌の性差化については、前島志保、前掲文。
51 少女雑誌の誕生については、今田絵里香　『「少女」の社会史』　（勁草書房、2007 年）
「第一章」25―55 頁。少年雑誌『少年世界』の投稿文における文語体から言文一致体
（口語体）への転換と、大人とは異なる天真爛漫で無邪気な存在としての少年観の関
連については、岩田一正「明治後期における少年の書字文化の展開―『少年世界』
の投稿文を中心に」［『教育學研究』64 巻 4 号、1997 年、417―426 頁］。
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発表されるべきものとされ、その一方で、〈声〉を響かせた談話再現的な文
体とそれに基づく記事は、前近代の戯作の会話文や評判記に通じるものとみ
なされがちだったこともあり、私領域に関する話題を扱う「女・子供」向け
の媒体および娯楽的な媒体に用いられる非公式的なものとされていったと考
えられよう。
しかしその後、取材のうえで談話筆記の形で書かれた様々な記事ジャンル

は、1920 年代以降は各種大衆娯楽雑誌にも取り入れられ、1920 年代後半以
降は総合雑誌の「中間もの」として導入されるなど、婦人雑誌以外の媒体に
も徐々に広まっていった。1931 年、中央公論社の牧野武夫は、実際に取材・
執筆した記者の名前を出さない「談話筆記」は、記者にとっては「栄えな
い」「割りの悪い」仕事であると述べつつも（208、209 頁）、将来は談話筆
記が今後の雑誌記事の中心になるだろう、と予見している。

職業的文士寄稿家といふものを持たない雑誌が作られる、作られるだ
らう、作られねばならぬやうな時勢が、近づいてゐるやうに思ふのだ。
〔中略〕
此の時、さういふ雑誌の編輯はどこに重点が置かれるか。申すまでも

なく『談話筆記』は実にその中の有力な部門を占めることになるであら
う。（牧野武夫「談話手記法」［橘篤郎編 『綜合ヂャ―ナリズム講座 Ⅹ』
（内外出版、1931 年）］、209―210 頁）

口頭の談話を筆記した形の記事形式の最たるものは、座談会記事だった。
戦間期の各種媒体における〈声〉の復活は、明治末期に成立した、媒体の種
類、使用文体、記事ジャンルの対応関係と序列を揺さぶるものだったと考え
られる。

（五）座談会というスキャンダル

以上をまとめよう。近代的な報道観、批評・評論観、文学観が広まるにつ
れ様々な文章から談話体（〈声〉）が後退していくなか、口語敬体「です・ま
す」体は談話体、口語常体「だ・である」体は筆術体と規定され、前者は後
者よりも下位に位置付けられていった。やがて、口語敬体は女性や子供向け
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の媒体に、口語常体は主に男性知識人を規範的な読者とする媒体に用いられ
るようになっていき、1910 年頃までにはこれが定着した。歴史的に見ると
談話体を用いた文章は決して婦人雑誌由来というわけではなかったのだが、
次第に大人向けの媒体の中では婦人雑誌特有のものとみなされるようになっ
ていく。口語文体、雑誌ジャンル、記事ジャンルの性差化と序列化が日露戦
争前後のほぼ同時期に成立していた、と言える。1910 年代から 20 年代、す
なわち、明治末期から昭和初期にかけて、婦人雑誌は談話記事・対話記事な
ど、〈声〉を響かせた記事ジャンルを発達させていく。この談話再現的な表
現を最高度に駆使した記事ジャンルが、座談会記事だった。
ところが、出版の大衆化・産業化が進んだ 1930 年代に入ると、雑誌ジャ

ンルの性差化以降、内容的にも表現形式としても「男性的」かつ「公的」、
すなわち「正統的」とみなされてきた全国紙や総合雑誌までもが、あろうこ
とか、この「女・子供」の文体による記事を取り入れていった。昭和初期に
座談会記事の隆盛が雑誌論者達の目を引いたのは、その顕著な増加もさるこ
とながら、おそらくは、口語文体の確立以降、「女・子供」向け媒体の文体
とされてきた口頭談話再現的な文体による記事が、ありとあらゆる印刷媒体
に掲載されるようになったためではないだろうか。
このほか、紙幅の関係で本論では扱わなかったが、談話体自体の性質に由

来する様々な問題や、扱われるテーマおよび参加者の点でも、大衆的な婦人
雑誌の座談会記事は、それまでの印刷媒体の「秩序」に揺さぶりをかけるコ
ンテンツだった。なにしろ、人気婦人雑誌の座談会記事では、男性も女性
も、著名な知識人から無名の庶民までもが参加し、私的な話題について語り
合うのだ 52。つまり、座談会記事の流行は、「女・子供」向け媒体で多用され
ていた談話体を用いた記事ジャンルが出版界を侵食し、対象読者の性差や年
齢により差異化されていた媒体の種類による文体の使い分け、および、二次
元上の〈談論〉における話題と参加者の住み分け（区分と制限）という日露
戦争期頃に成立した秩序を揺るがす、出版界・読書界における一大スキャン
ダルだったと考えられるのである。

52 詳細については、近日刊行予定の拙著を参照されたい。なお、本研究は、科研費
（JP18K18498、JP23H00619）の助成を受けたものである。
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―文字言語の交代との関わりを中心に

【研究ノート】
近代ベトナムにおける新聞・雑誌の形成

3

一、はじめに

一般に出版の歴史を振り返るとき、その発展は読者層の形成と並行して進
んでいくものである。中でも定期刊行物を読む習慣は、教育を通じたリテラ
シーの形成と分かちがたい関係をもつ。
近代ベトナムにおいては、それまでの漢文・チュノムによるリテラシー

が、科挙官僚層の外側に大衆的な広がりを持っていなかったため、フランス
の植民地化によって新たに導入されたフランス語・ローマ字表記ベトナム語
（クォックグー）がその空白を埋める形でリテラシーを形成していった結果、
新聞・雑誌などの定期刊行物は、ローマ字によるものが先行し、漢文やチュ
ノムによる刊行物は相対的に少数にとどまった。また時系列で比較すると、
刊行物の比率が複数のリテラシーの競合を反映しているという特徴がある。
本稿では、近代ベトナムにおける新聞・雑誌など定期刊行物の形成過程と

教育の浸透過程から、リテラシーの競合の様相を見てみたい。

二、19 世紀コーチシナにおけるフランスの文字政策

フランスによるベトナムの植民地化は、1862 年の第一次サイゴン条約締
結に始まるが、この時期には、まずコーチシナ（南部地方）が割譲され、フ
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ランスの直轄領となったことにより、この地を徹底的にフランス化し、漢文
とチュノムを廃絶しようとする政策が実施された。公文書で漢文を用いるこ
とは禁止され、フランス語かローマ字ベトナム語を用いなければならないと
定められた。
フランス側の意図は、ベトナムをフランスに完全に同化させること、とり

わけ、それまで権力を握っていた、漢文で教育され反仏的態度を取る知識人
層を廃絶させることにあった。ここでは、反仏的な思想は漢文という言語に
よって広められ、強化される、つまり「反仏」という思想と漢文という書記
言語とは一体であると考えられており、この点、「蕃夷」の侵略者に対して
「尊皇攘夷」を掲げて抵抗するベトナム知識人たちも、ちょうど鏡像を逆転
させたように同様であった。
ただし、フランス側には、フランス化への足がかりとしてローマ字ベトナ

ム語も普及させようとする考え方があった。漢字しか知らないベトナム知識
人に一足飛びにフランス語を習得させることには無理があると考えたからで
ある。そのため、ローマ字ベトナム語の学習を奨励することによって、アル
ファベットの字母と音声との間の対応関係を植え付け、そのあとにフランス
語を普及させようとする、二段階の政策が想定されていた。
こうした意図のもとで 1861 年にサイゴンで創刊された最初のフランス語

新聞が «Courrier de Saïgon», Journal officiel de la Cochinchine である。前
述のとおり、これ以前のベトナムには定期的な刊行物が存在しなかったた
め、これがベトナム最初の新聞ということになる。さらに 1865 年には、
ローマ字ベトナム語で書かれた最初の新聞であるGia ị nh Bá o『嘉定報』が
創刊される。前者はコーチシナ軍政長官府の発行であり、後者はその意を受
けた宣教師チュオン・ヴィン・キーが発行人だったが、いずれも実質は長官
府の命令を布告する官報として機能した。
しかし、こうした高圧的な政策にもかかわらず、コーチシナにおけるロー

マ字ベトナム語の普及は、占領後に生まれた世代が社会を担うようになる
20 世紀初頭まで待たなければならなかった。1900 年を過ぎると、Nông Cổ  
Mín à m『農賈茗談』（1901 年創刊）、Lụ c Tỉ nh Tân V n『六省新文』（1907
年創刊）など、官報ではなく、翻訳小説や実用的な知識を紹介する記事な
ど、固定的な読者層の存在を前提にした新聞が発行されるようになった。
こうした知識人層は、依然として漢文も読み書きするものの、フランス語



49

岩
月
純
一

とローマ字ベトナム語を解し、フランス語を通じて外部の情報を摂取する、
新しい知のあり方を作り出した。かれらはフランス語に親しむ点では植民地
政策の申し子でもあるが、一方で、フランス人のようにローマ字ベトナム語
を「補助的な手段」とは考えておらず、むしろ自分たちのことばを書き表わ
すもっとも近しい文字言語だと考えていた。

三、トンキン・アンナンの文字政策：新聞雑誌・出版

フランスに割譲されたコーチシナとは異なり、阮朝宮廷の存在が容認され
たアンナン（中部地方）と、「保護領」とされたトンキン（北部地方）では、
強圧的な文字政策はとられず、漢文とチュノムの使用も認められ、在来の知
識人層は温存されていた。トンキン最初の新聞は漢文で書かれており（『大
南同文日報』1891 年？―1907 年 3 月？）、その様式は当時中国で発行されて
いた新聞とよく似ている。中国で発行された漢文書籍は、フランスの検閲の
外にあるため、輸入が厳禁されていたが、その代替として刊行が認められた
ものと推察される。
20 世紀に入って軍事的な反仏運動が鎮圧されると、フランスはトンキン

とアンナンを含むベトナム全土を対象に、新聞・出版・教育に関するさまざ
まな新政策をとりはじめる。
新聞では、1900 年代後半に漢文とローマ字の二言語で印刷された ạ i 
Việ t Tân Bá o『大越新報』（1905 年―1908 年）、次いで ng Cổ  Tù ng Bá o
『燈鼓叢報』（1907 年 3 月―10 月？）の発行が認められた。このうち『燈鼓
叢報』は、『大南同文日報』の発行免許を継承して、「ドンキン義塾」を開い
た開明的知識人（後述）たちが刊行したと伝えられており、ベトナム知識人
がローマ字ベトナム語を受容し、これを識字の手段として用いることを視野
に入れたことを意味する。『燈鼓叢報』は「ドンキン義塾」への弾圧に伴っ
て、一年も経たずに幕を閉じるが、このわずか二年ほどの間に、

1907 年
1 月 フランス領インドシナ政庁側が『大南同文日報』を継承する漢文

の官報として『南越官報』を創刊。
3月 『燈鼓叢報』の創刊
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11 月 インドシナ政庁が「ドンキン義塾」の閉鎖を命令。『燈鼓叢報』
を発禁（？）

1908 年
5 月 『南越官報』に代えて、漢文とローマ字ベトナム語の二言語で書

かれたNam Việ t Công Bá o『南越公報』を創刊。

というふうに、インドシナ政庁とベトナム知識人が競争するようにローマ字
ベトナム語新聞を発行し、読者を前につばぜり合いをする様相が見られた。
こうした知識人の動きは、インドシナ政庁の鎮圧によっていったん収束する
が、1910 年代に入るとローマ字ベトナム語のみで書かれた ông Dương 
Tạ p Chí 『東洋雑誌』（1913 年―）やTrung Bắc Tân V n『中北新文』（1915
年―）の発行が始まり、定期刊行物の言語はローマ字ベトナム語に一本化さ
れていく。1920 年代には、ハノイとサイゴンという二つの中心地で刊行さ
れた定期刊行物が南北双方で流通し、ベトナム全体をカバーする言論空間が
成立する。
トンキンにおいてここまで急速にローマ字ベトナム語の出版物が発達した

背景には、同時期にすでにコーチシナに安定したローマ字識字層ができ、
ローマ字ベトナム語に対応した出版技術が整えられていたことがある。漢文
紙の紙面が、表題が漢字四字にまとめられていることなど、当時の中国の新
聞と相似しているのと対応するように、ローマ字ベトナム語の紙面は、すべ
てのコラムが縦長のページの左右二段に分けられていることなど、西洋の新
聞の構成を反映しており、コーチシナで確立した技術をそのまま取り入れて
いることがうかがえる。
これに対し、保護国として阮朝の存続が認められていたアンナンでは、20

世紀初めには新聞事業そのものがおこらず、最初のローマ字ベトナム語新聞
はTiếng Dân『民の声』がフエで創刊される 1927 年まで待たなければなら
なかった。

四、20 世紀前半の文字政策：教育

前節で述べたような定期刊行物の出版状況は、読者層を育てる教育の発達
とも対応していた。
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コーチシナでは、占領当初から科挙制度が廃止され、コーチシナで開かれ
る郷試が廃止されたうえ、過去の郷試合格者が阮朝の王都であるフエに行っ
て会試を受けることも禁止され、コーチシナ外部への渡航自体が厳しく制限
された。その代わりに開設されたのは、フランス語を解し末端の行政を担う
ベトナム人を養成するための「通訳学校」であり、ここではフランス語と
ローマ字ベトナム語が中心の科目になった。この学校は普通教育を目的とす
るものではなく、また禁圧にもかかわらず、従来から存在していた漢文知識
人による私塾が依然として多数を占めており、新しい知識人層が出現するの
は「通訳学校」が普通の中学（Collège）にとって代わる 20 世紀初頭になっ
てからであった。
いっぽうトンキンでは、「通訳学校」の開校は 1885 年になってからであ
り、またアンナンで最初の中学校である「Quốc Học（国学）」は 1896 年に
開校されたが、いずれもコーチシナより遅く、20 世紀初頭にはまだコーチ
シナのような識字層を形成するには至っていなかった。
トンキンで新しい新聞が刊行されるようになる 20 世紀初頭になって、フ

ランスはようやくトンキンやアンナンを含むインドシナ全域を対象とする全
面的な教育改革に着手する。1906 年から施行された第一次教育改革では、
トンキンとアンナンの教育制度に新しい枠組みを与え、それまで維持されて
きた漢文を教える従来の「伝統教育」の外側に、主としてフランス語とロー
マ字ベトナム語を媒介言語とする「仏越教育」を設置した。これによって、
漢文ではなく、ローマ字ベトナム語とフランス語によって自己形成を遂げた
新しい親仏的なベトナム人を養成しようとする植民地政策が形を整えた。そ
の後、1917 年に施行された第二次教育改革では、公教育を「仏越教育」に
限定し、「伝統教育」には「私立学校」という位置づけを与えて公教育から
排除し、さらに科挙を廃止（トンキンでは 1915 年の郷試、アンナンでは
1919 年の会試が最後）することによって、これまでの人材養成の主流だっ
た、漢文を覚え、科挙に合格して宮廷官僚として出世する道は閉ざされ、か
わりにフランス語とローマ字ベトナム語を覚え、植民地政庁の下級官吏に任
用される道が用意された。
こうした新しい教育政策へのベトナム人側の対応は、なんとも融通無碍な

ものであった。確かに、新しい「公教育」が導入され、これまでの科挙合格
による栄達が否定されたことによって、在来のエリート層は子弟への言語教
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育を改めることを余儀なくされた。しかし、それより前から、阮朝宮廷が保
護国の象徴として植民地体制に取り込まれ、反仏的な色彩を弱めたこと、そ
して社会進化論に代表される当時の最新の西洋思想が中国などから漢籍を通
じて流入したことにより、在来の漢文を理解する知識人の中に、単純な尊王
攘夷思想の限界を悟り、進んで新しい知識を新しい言語で吸収しようとする
「開明的知識人層」が出現し、「仏越教育」と競争するように学校を作り出し
た。その典型とされるのが、1907 年 3 月、すなわちまさに植民地政庁と民
間とが新聞読者層を取り込むために印刷言語を変えながら競争していたその
ときにハノイで開校した「ドンキン（東京）義塾」であり、私塾でありなが
らローマ字ベトナム語教育を取り入れ、在来の教育体制を強く批判するメッ
セージを発して、学生の愛国心に訴えかけた。このような私塾の建設は、時
として政権の弾圧を受けながら、最初は都市部で、のちには農村部に広がっ
ていく。
そして、科挙の廃止後に行き場を失った漢文知識人たちも、それ以前の不

合格者たちと同様、故郷に帰って私塾を開いた。ローマ字ベトナム語はすで
にメディアを通じて普及しつつあったが、農村部において、伝統的な知識を
備えた「儒者」は依然として高い尊敬をもって迎えられ、その私塾には村の
子弟が集まった。一方、新しい「仏越教育」において、当初整えられたのは
フランス語教育のみのカリキュラムであった。ローマ字ベトナム語を単一の
教育言語とする課程を認めるよう求めるベトナム人世論の高まりに応じて、
1923 年以降には最初の三学年のみローマ字ベトナム語だけのカリキュラム
が整えられたものの、義務教育・国民教育として機能させるだけの財政基盤
をもたず、せいぜい省庁所在地レベルの都会に最初の三学年だけの課程が開
かれ、一握りの富裕層の子弟を吸収した程度であり、全土をカバーする面的
なひろがりでは伝統的知識人の私塾に水をあけられていた。しかも、改定後
のカリキュラムでは、第三学年から第四学年に上がる際に教育言語がフラン
ス語に切り替わるため、その準備と称して事実上二年かけないと第四学年を
修了できず、しかも全体としては 12 年というフランス本国の教育と同じ年
数が指定されていたため、「仏越学校」を修了しても本国の大学に入るには
年数が足りない、という「差別」が内包されていた。このように植民地教育
として多くの限界を抱えていた「仏越教育」は、その中で育った新しい識字
層の世代の若者に対して決してバラ色の未来を約束するものではなく、むし
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ろ反仏独立運動に飛び込む多くの革命家を生み出していった。
そして最終的にとどめを刺したのは、植民地体制から「捨てられた」農村

知識人の私塾である。かれらは 1930 年代に入ってローマ字ベトナム語の普
及がもはや不可逆的になると、自らがローマ字を覚え、私塾でローマ字を教
えるようになる。のちにベトナム革命を担った地方幹部の多くは、こうした
私塾でローマ字と少しの漢字を覚えて革命運動に身を投じていった。つま
り、多様な教育システムの併存の中で、どの部分に包摂されても、最終的に
は反仏運動に参加していくという人生の流れが規定され、1945 年のベトナ
ム八月革命に収束していったのである。言い換えると、ローマ字が階層を越
えて広がり、ベトナム共通の文字になった背景には、こうした在来の漢文知
識人層が果たした役割があることが無視できないのである。

五、漢文・チュノムの残存

右記の流れをまとめると、左のようになる。ローマ字化政策の核は 19 世
紀後半にコーチシナで準備される。コーチシナで定着した 20 世紀初頭、ト
ンキンで出版のローマ字化を可能とする状況が整い、そのノウハウがコーチ
シナから移入される。さらに同時期、教育改革の進行に伴い、ローマ字を解
する「新知識人層」が増え、1920 年代になるとローマ字の出版が量的に拡
大し、地域を超えて流通するようになる。その結果、出版と教育の両分野に
おいて、漢文・漢字チュノム交じり文に対するローマ字の優位が確立する。
一方、こうした時代の潮流から外れたリテラシーも、決して完全になく

なったわけではなかった。チュノムによる木版本は 1920 年代まで発行され
ており、手書き文書はその後にも使用例がある。
また、漢文使用が続いていたのは、第一に阮朝宮廷であり、ついで農村の

漢文知識人の下であった。フランスの保護のもとで以前からの儀礼の実践が
続いていた阮朝宮廷で、それまで漢文で書かれていた皇帝への上奏文と皇帝
の回答（

しゅほん

本）にフランス語ないしローマ字ベトナム語文が多くなってくる
のはおおむね 1941 年以降であり、また、もともと皇帝権力のもとで出版が
統制されてきた漢文暦書の出版は 1954 年まで確認できる。筆者が農村調査
に参加した 1990 年代後半、農村部に「漢文知識人」はまだ生存しており、
書写本を中心とする手持ちの漢文資料を読む文字言語生活を送っていた。こ



54

【研究ノート】近代ベトナムにおける新聞・雑誌の形成

のように、1920 年代にリテラシーが交代し、ベトナム民主共和国の成立に
よってローマ字がベトナム語の排他的な公用文字になったといっても、その
後も漢文・チュノムによるリテラシーは、分野・使用領域によっては長く残
存し、複数のリテラシーが並立していたのである。

六、小結：段階的で不均衡なローマ字化の進行

ここでいう複数のリテラシーは、必ずしも相互に排他的なものではなく、
時期ごとに、また使用領域ごとに、その範囲を流動的に変容させながら、漢
文・チュノムからローマ字へのゆるやかな移行を導いた。しかし同時に言え
るのは、その状況を全体として見通すことができた同時代人は極めて少な
く、漢文・チュノム・ローマ字のすべてに通じていたごく少数のトップエ
リートだけだったことである。その点で、複数のリテラシーの並立という現
象は、多様性という観点からみれば興味をひかれるが、平等性という観点か
ら見れば、やはり限界をはらむものである。
一方、リテラシーがローマ字一本に単一化された現代ベトナムの視点から

見ると、現在のローマ字リテラシーは、そして現在に至るベトナムの近代史
は、ローマ字で書き表された記録が照らす射程に限定されてしまい、漢文や
チュノムがカバーしていた領域が遮蔽され、複数性・並行性が見えにくくな
る傾向がある。たとえば、ある漢字系の熟語がベトナム語で「いつから使わ
れたか」、その用例の歴史をたどるとき、その範囲は自然にローマ字ベトナ
ム語資料に限定され、前近代にさかのぼってようやくチュノム資料が視野に
入ってくるのであるが、実際にこの時代に読み書きをしていた知識人は、そ
れ以前の漢文資料やチュノム資料も脳裏に浮かべてローマ字文を書いている
わけであり、考察の範囲をローマ字文だけに限定すること自体にひとつの飛
躍があることになる。このことは、近代ベトナムを総体としてとらえる上で
非常に大きな障害になっている。
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【研究ノート】近代日本のジャーナリズム
における大衆化と民衆化

4

1）はじめに：

近代日本のジャーナリズムは、一般に幕末の 1860 年代に始まり、現在に
至る間に多くの人々に享受され、大衆化してきたと考えられている。しか
し、ジャーナリズムにおける「大衆化」とは一体何であろうか。それはいつ
どのように始まり、完了したのだろうか。
本稿では、大正期の新聞をめぐる、以下の言説を起点にこの問いに対する

論考を試みたい。それは、永代静雄（1886-1944）による「新聞を民衆に與
へるまで」という、大正 15（1926）年 10 月 15 日付けの新聞業界雑誌『新
聞及新聞記者』の巻頭言である。

新聞の城塞に立て籠つて、遙かに民衆を指揮してゐた所謂政論時代は
大正初頭から欧州戦の終局に至って幕を閉ぢた。新聞は城を下つて民衆
に伍した、関東大震災までである。しかし尚ほ伝統的威厳と形式的神秘
主義とを捨てなかった。震災は地上を一変した。新聞は民衆を城に導い
た。而して今や民衆と共に新聞の城を経営せむとしつつある。
本誌は新聞が城に出でて街頭に志したころ、三つの要求に応じ、これ
を充たすために創刊された。／新聞に対する外部の批判を聴くためであ
る。仲間同士の意見の交換によって新聞及新聞記者の態度を鮮明になら
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しめるためである。第三は社会に新聞事情を諒解せしめ遂に民衆に新聞
を與へるためであった。
それは新聞と社会との交錯史の当然の順序であり新聞の文化的位置の

正当の進化史であり、殊に日本に於ける新聞発達史の目次である。而し
て此目次の最後は新聞を民衆に與へることだ。過去七カ年間の本誌一万
頁は実にその目的の累積に過ぎない。

（『新聞及新聞記者』創刊七年記念大正之新聞号、通巻 96 号）

以上は、巻頭言の全文であり、この業界誌を編集してきた永代による、簡潔
な日本の新聞史の展望と編集方針を述べたものだと言えよう。あえてそれを
解釈しつつ、説明すると次のようになるだろう。彼がまず述べた「所謂政論
時代」とは、日露戦争期までの新聞、すなわち主筆である知識人による論説
が、新聞と読者を主導した時代を指している。すなわち、主筆・福地桜痴が
活躍した『東京日日新聞』、福澤諭吉とその門下生が率いた『時事新報』、徳
富蘇峰の『国民新聞』、黒岩涙香の『萬朝報』、陸羯南の『日本』などがその
代表として挙げられる。
しかし、日露戦争後の反講和運動がこれを変える契機となった。つまり、

講和条件への不満と反対を新聞記者たちは主唱し、それに呼応して読者は群
衆となって各地で講和反対運動を展開し、日比谷焼き打ち事件のような騒擾
を引き起こした。そこでは民衆と記者たちが一緒に群衆となって、集会で声
を上げ、また官邸や御用新聞の社屋に石を投げつけたりした。政府と権力者
側は、新聞が人々を群衆として動かす政治力があることに脅威を感じた。そ
れは一方では、この知識人としての新聞記者というよりは、職業としての新
聞記者の地位を上昇させることにもなった。そこで、政府側は有力な新聞社
を権力側に取り込みながら、新聞を統制する新たな法制度として新聞紙法を
明治 42 年（1912）に成立させた。
そして、「大正初頭から欧州戦の終局」すなわち、大正政変から第一次世

界大戦終結の間に、シーメンス事件、対華 21 箇条要求、ロシア革命、シベ
リア出兵、白虹事件と、日本のジャーナリズムの根幹を揺さぶる事件が続く
が、その間に、政党と新聞が組んで政治を動かし、藩閥政治から政党政治へ
の移行が明確になった。それとともに、主筆が書く論説は新聞の主要な推進
力ではなくなった。大都市の新聞社は政治部、経済部、社会部を柱とする組
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織として成長し、企業として資本化した。
それを象徴するのが、大正 4年（1913）大隈重信首相による記者の叙勲で

ある。『国民新聞』の徳富蘇峰、『萬町報』の黒岩涙香、『朝日新聞』の村山
龍平、『毎日新聞』の本山彦一の四名が勲三等を授けられたが、前者二名は、
主筆として名を馳せた言論人であるが、すでに過去の人となりつつあった。
一方、後者二名は新聞経営者として成功し、新聞の企業化を推進した代表で
あった。
それまで城塞に立て籠もっていた新聞が、「城を下つて民衆に伍した」と
いうのは、新聞記者がサラリーマン化し、普選運動や労働運動、貧困問題の
報道、四コマ漫画の掲載などに見られるように、民衆の生活の中に降りてき
て、新聞の紙面も人々の生活に密着した内容になってきたことを意味するだ
ろう。永代はそれを、関東大震災までのことだと述べている。そして震災後
に新聞は民衆を城に導き入れ、「民衆と共に新聞を経営」しようとしつつあ
るというが、それは何を意味しているのだろうか。関東大震災後三年目で、
昭和に年号が変わる直前の大正最後の年に、彼は新しい時代に何を期待して
いたのだろうか。
おそらく彼の理想とは違ったであろう現実が、その先にあることを私達は

歴史として知っているが、ここでは大正期末の戦間期の視点から、明治期の
ジャーナリズムを振り返るとともに、昭和期のジャーナリズムへの展望を、
試論として切り開いてみたいと思う。

2）新聞発達史における大正期：

ちょうど永代が上記の巻頭言を発表して間もなくの同年 12 月、改造社に
よる『現代日本文学全集』の刊行が始まり、円本ブームが起きた。その広告
の中では、「民衆化」「大衆化」という語があふれていた。（永嶺重敏：2010）
それは前年 1925 年に成立した普通選挙法を背景とした、満 25 歳以上の男子
が選挙権を得ることで政治へ直接参加する、新しい民主主義時代の到来を言
祝ぐことばであった。経済面で言うならば、富裕層ではない、貧困層も含む
中・下層の人々、教養の面で言うならば、知識階級ではない、労働階級が国
の政治を動かし得る力を持つことになった。しかし、Mass の訳語として導
入された「大衆」には、量的に多数であるという意味が含まれ、少数のエ



58

【研究ノート】近代日本のジャーナリズムにおける大衆化と民衆化

リートに対峙する存在と考えられてきた。
この点で、新聞の「大衆化」を量的拡大と考えるならば、大正末期は日本

の新聞史においては拡大の途上だったと考えられる。戦前の新聞発行部数に
ついては、あまり正確な統計がないので、これを有権者数との関係で考えて
みよう。この 1925 年の男子普通選挙法によって、有権者は 1241 万人になっ
た。これは日本の総人口に対して約二割であった。しかし、その二年前の
1923 年に、大阪では『大阪朝日』『大阪毎日』が百万部突破を宣言していた
が（実際は約 70 万部）、東京では『報知』『東京日日』『東京朝日』でも各紙
30 万部程度で、地方紙などを含めても一千万部に達していなかったと考え
られる。戦後すぐに女性が新たに選挙権を得て有権者は 3688 万人になった
が、新聞の総発行部数は 1400 万部程度であった。もっとも新聞は世帯単位
で一部取るのが普通であったから、一世帯当たり新聞読者となる大人が 2－
3人居たと考えれば、有権者数と新聞の部数はそれ程大きく隔たってはいな
かったと考えられる。やがて日本の新聞総発行部数 1966 年に 3000 万部を超
え、1980 年頃まで順調に増加した。1997 年（平成 9）にこれが 5377 万部で
ピークに達した時、有権者数は 9768 万人で総人口の 77%に当たり、新聞の
部数は有権者の 55%に相当する数であった。このピーク時には一世帯当た
り一部以上新聞を購読していた計算になる。
逆に 1925 年から遡ると、1919 年（大正 8）には、納税額三円以上の制限

選挙で有権者は 307 万人で、全人口の 5.5％であった。1908 年（明治 41）に
は、納税額 10 円以上で有権者が 159 万人、1900 年（明治 33）には同じく納
税額 10 円以上で有権者は 98 万人、人口比 2.2％であった。1889 年（明治
22）には納税額 15 円以上で有権者は 45 万人、人口比で 1.1% という少数で
あった。つまり制限選挙の下では、全人口の一割にも満たない有権者が新聞
読者の中心であり、そこから大きく踏み出したのが大正後期だったと考えら
れる。もし大衆化が単に量的な問題ならば、戦後の拡大部数の方が大きく、
1965 年から 1980 年頃までが日本で最も新聞が大衆化した時期だと言えるだ
ろう。だが、1920 年代はその拡大が急激で伸び率も大きかったと推定でき
る。
しかし、新聞研究者は、当時の永代を含めて、新聞の「大衆化」という表

現を用いていない。新聞の「商業化」「企業経営化」（山本：1983）、あるい
は「多売主義」「報道広告機関」（小野秀雄：1922）となった新聞を論じてい
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るが、「大衆化」という語は見あたらない。永代の文章でも新聞の変化は
「民衆」という語とともに語られている。そこでは単に部数拡大に代表され
る量的な拡大が問題なのではなく、新聞の質的な転換が指し示されている。
では、その質的な転換とは何だったのか。

3）大正期における新聞の質的転換：

日露戦争が日本の新聞史において大きな転換点であったことに、大きな異
論は無いだろう。それまでの藩閥による政治体制の下で、新聞の主筆達は野
における言論人として、政府による政策を論じ世論を導いた。しかし、それ
はごく少数の有権者と知識人、及び藩閥とその周辺の政治家に影響を与える
程度で、日本全体から見ればエリート達のごく狭い言論空間に影響を与えて
いただけだった。しかし、日露戦争への動員と戦後の講和条約反対運動にお
いて、政府も国民も新聞の影響力の拡大を実感した。それゆえ政治家および
政党だけでなく、政府機関や軍などが、新聞というメディアに対してさらに
緊密に対処しなければならないと認識した。
日露戦後には、各種の記者クラブが誕生し、そこに加盟する記者たちとの

間での懇談会や会見が行われ、さらに番記者の制度などがつくられるように
なった。それにより記者の地位が向上する一方で、政権と新聞記者との関係
が個人的な関係だけではない、新聞業界を背景としての連携を持つようにな
る。つまり、新聞記者も業界団体としての勢力を持つようになるのと並行し
て、政権側も社会的な機関として新聞を遇し、利用するような関係に変化し
たのである。第一次世界大戦後には、1919 年に陸軍省新聞班が創設され、
1921 年に外務省情報部が設立されるように、新聞を検閲し管理するだけで
なく、対外宣伝や世論を誘導するためのメディアとして、組織的に新聞を活
用する方法を模索し始めた。
このような政権と新聞との関係の変化は、新聞の産業としての大規模化と

企業化に伴う変化でもあった。すなわち、日露戦後にほとんどの有力紙が朝
刊と夕刊を発行し始め、そのセット販売が日本の日刊紙の基本的発行形態と
なる。また、付録として始まった地方版が地方の読者を取り込む方法として
発展し、本紙内に固定した位置を占めるようになった。これにより、東京や
大阪の有力紙は周辺の地域へと読者圏を拡大し、大規模化した。また大阪発
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祥の二大紙『朝日新聞』と『大阪毎日新聞』は、それぞれ東京に進出し、
『東京朝日新聞』と『大阪朝日新聞』、『大阪毎日新聞』と『東京日日新聞』
を発行して、東京と大阪という二大都市圏での発行を始め、全国紙への歩み
を始めた。
このような読者の拡大を狙う「多売主義」は、他方では非知識人への取り

組みも広げた。振り仮名付きの記事は明治前期の小新聞から受け継がれてい
たが、大正期には論説や専門的な記事を除いて、一般記事や小説など広い紙
面で用いられていた。そのため、当時は小学生であっても、振り仮名に頼っ
て新聞記事をある程度読めた。また、誌面に使用する漢字制限も新聞業界を
挙げて取り組まれた。口語的表現を記事に取り入れることも積極的に試みら
れた。他方、視覚的要素を紙面に積極的に取り入れることも推進された。そ
れまで、絵師や画家による挿絵が新聞の視覚的要素の中心だったが、日露戦
後は網目版による印刷技術の向上で、写真が紙面にふんだんに用いられるよ
うになった。日曜版を中心とした漫画の掲載、さらに四コマ漫画の連載など
が始まり、小説の挿絵の他に娯楽的な要素として新聞紙面に欠かせないもの
となった。
こうした紙面の平易化、娯楽化は “ 大衆化 ” と呼ぶことが出来るだろう。

なぜなら、こうした紙面の変化は、同時期の米国で発展していた大衆紙の先
例に倣っていた部分が大きいからである。ジョセフ・ピューリッツァーの経
営する『ザ・ワールド』やウィリアム・ハーストが経営する『ニューヨー
ク・ジャーナル』などがその代表として、大正期の新聞記者には知られてい
た。たとえば、第一面にその日の重要なニュースを、ジャンルを問わず大見
出しを付けて掲載する、という現在では当たり前になっている方式は、セン
セーショナルな記事で読者を引きつける米国の大衆紙の方式を取り入れたも
ので、それまで論説や法令の紹介が先で、政治面、経済面というふうに順番
が固定していた紙面構成を変革する総合編集制の導入によって実現したので
ある。この変革は整理部という部署を新聞社内に生み出し、社会部の台頭を
もたらした。殺人、強盗、心中などは、明治前期は小新聞が得意とする事件
記事の対象であったが、大正期にはそうした事件やイベントの記事などが一
般大衆に受ける通俗的な記事として人気を集めるようになり、警察を中心に
事件を取材する社会部記者の勢力を拡大することになったのである。
以後さらに家庭面、スポーツ面などが加わり、社会の森羅万象を紙面で扱
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うようになった有力新聞紙は、読者を女性や労働者に拡大する一方で、発展
しつつあった企業の広告を掲載することで、大きな収入を得るようになっ
た。特に、ビールなどの嗜好飲料、石鹸や歯磨き粉などのトイレタリー商
品、化粧品、キャラメルやチョコレートなどの菓子、さらにはカメラや自動
車や洗濯機など新しい機械製品などの広告が紙面に掲載され、都市中産階級
の購買意欲を誘った。広告収入と講読収入の拡大と安定により、有力紙は有
限会社から株式会社へと組織を改編するとともに、都市の目抜き通りに鉄筋
コンクリートによるビルを社屋として建築し（大阪朝日新聞は大正五年に四
階建て、昭和六年に十階建ての本社ビルを建設。大阪毎日新聞社は大正十一
年に五階建てのビルを建てた。）、近代化を象徴する存在として聳え立つよう
になった。こうした有力紙は単に新聞を発行するだけでなく、週刊誌や年鑑
及び書籍の発行、高校野球大会の開催、美術展、音楽会、いち早く所有した
飛行機によるイベント、あるいは無料診療などの福祉活動など、社会の近代
化を推進すると思われる様々な事業を展開した。こうした多彩な事業は、世
界でも珍しい日本の新聞社に特徴的な活動である。
大正期に企業化した新聞社は、人材についても、それまでの縁故や紹介に

よる不定期な中途採用ではなく、大正期から大卒者の定期採用を始めた。こ
うした記者たちの教育に対応すべく新聞学が登場した。新聞学を称した書
は、1899 年（明治 32）に松本君平によって書かれた『新聞学』が最初で、
彼が自ら設立した東京政治学校で教授する際の教科書として編まれた本で
あった。それより少し後、米国の大学でジャーナリズム学科が創設された。
ミズーリ大学では 1908 年に、コロンビア大学では 1912 年にジャーナリズム
学科が置かれ、同時期に日本の大学でも新聞学科を設ける試みがあったが、
米国ではこれらのジャーナリズム学科が記者の養成機関となったのに対し、
日本では新聞学の講座は長続きしなかった。1912 年（大正 4）に小野瀬不二
人『最新実際新聞学』と杉村広太郎『最近新聞紙学』という新聞学の本が発
行され、多くの記者に読まれたが、日本での記者教育は主に新聞社の社内教
育に委ねられ、アカデミズムの中に新聞学が定着するのは戦後になってから
であった。
ところで、永代静雄が『新聞及新聞記者』という業界雑誌を創刊したのと

同じ 1920 年（大正 9）に、『村の新聞及び其の建設経営法』という本が出版
された。これは民主主義社会にあるべきコミュニティ紙について、当時、新
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聞の批評家として活躍していた元新聞記者の若月一歩が書いたもので、新聞
紙法に定められた保証金制度のために現状では新聞は自由に誰でも出せると
いうメディアではないが、本来そのような規定を撤廃して日本全国至る所で
新聞を発行し、一般人を新聞で教育するべきである、と論じている。つまり
大正期は、新聞の資本主義的基盤が整備され、社会的地位が向上した時代で
あるばかりでなく、村や学校など社会の深部において一般市民が新聞作りに
参入するという新聞の新たな広がりが視野に入ってきた時代でもあった。そ
れを永代は「新聞を民衆に与える」という表現で指し、新聞のこうした変化
を民主的視点から肯定的に評価したといえるだろう。

4）大正期におけるジャーナリズム市場の位相：

前節まで、大正期における新聞の変化についてスケッチしてみたが、大正
期のジャーナリズム全体を見るためには、読者における学歴と性別、そして
それに対応した雑誌出版を視野に入れて展望する必要がある。なぜなら、新
聞は基本的に世帯で講読され、その世帯主、すなわち戸主や父親に代表され
る働き手、またはエリート学生などの男性が読者の中心であった。これに対
し、昭和前期までの雑誌は月刊誌がほとんどで、しかも広く一般読者を対象
とした雑誌だけでなく、年齢・性別により読者層を区切った雑誌が明治期か
ら発行された。それゆえ新聞とは異なる読者の広がりがあったと考えられる
からである。
日露戦争の頃まで、日本の人口の八割以上が農民で小学校を卒業した程度

の学歴が普通であり、その中で、中学校卒業や大学卒業者はエリートであっ
た。彼らの多くが新聞雑誌によって西欧先進諸国の状況を学んだ。特に雑誌
は、保存性が高かったため、啓蒙のためのメディアとして、購買者以外にも
回覧されて読まれた。しかし、日露戦争以降、大正期から戦間期にかけて、
資本主義化が進展し、都市が発達して、中産階級が市民社会を形成するよう
になる。中等教育及び女学校教育が発展し、大学令によって高等教育が拡大
すると、識字層が厚みを増し、ジャーナリズムの市場が拡大した。藩閥政治
に代わって政党が世論を重視する政治を行うようになり、それは新聞を中心
に展開した。
これに対して、非政治的な、文芸的な言論活動は雑誌を中心に展開した。
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新聞を月極の定期購読するのは難しくても、月刊誌を時々買ったり借りたり
して読むことは、収入のあまりない女性にも可能であった。しかも、職業へ
の進出がまだ乏しかった女性達には、雑誌こそが自ら学んで得た識字による
教養や知識を、密かに、あるいは気兼ねなく発揮できる場所であった。した
がって、大正期には女性向けの雑誌が多数発行され売り上げを伸ばした。そ
の背景には、化粧品や菓子、トイレタリーなどの女性向け商品広告からの収
入があったことはいうまでもない。
また、女性向け雑誌の編集方法は、その華々しい表紙デザインをはじめと

して、その内容構成も他の雑誌の編集に影響を与える程先進的だった。つま
り、この時期は新聞が政治的公共性の中心的メディアである一方、雑誌が文
芸的公共性の中心となり、そこには多くの女性の読者と一部の女性作者が参
加していたと考えられる。つまり、大正期は新聞と雑誌という、二つの中心
を持つジャーナリズム市場が成立したのである。ちょうど江戸時代後期に木
版の絵草紙を土壌に近世の戯作文学が花開いたように、大正期には新聞と雑
誌という二つのメディアを土壌として、近代文学の職業作家達が誕生したと
言えるだろう。
こうした近代ジャーナリズム市場は、1930 年代以降、日中戦争と太平洋
戦争において総動員体制が敷かれる中で、ラジオによる同時的均一情報の一
方的拡散とそれに対する同調を典型として、佐藤卓己が論じるところの
「ファシスト的公共性」に乗っ取られていく。その過程で、新聞記者やジャー
ナリズム従事者の大半を占めるようになっていた大卒エリートが、どのよう
に戦後のメディアの下地を作っていったのかは、また別の機会に論じるべき
だろう。

5）メディアの類型と高級紙のゆくえ：

以前、拙論「大正期の夕刊紙『東京毎夕新聞』にみる新聞の大衆化」
（2010）において、量的な軸（多数⇔少数）と、質的な軸（高級⇔低俗）の
掛け合わせから、高級紙、一般紙、通俗紙、専門紙という新聞の四類型を示
したことがある。英国では、18 世紀末に貴族階級と知識人が主導する高級
紙が成立し、次いで 19 世紀前半に、労働者を読者の中心とする大衆紙が成
立したと言われている。これに似た区分として、日本で明治初期に成立した
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大新聞／小新聞の区分を挙げたが、これは身分差に基づく、主に漢文の知
識・教養格差が基盤となっていた区別であった。したがって、大新聞／小新
聞の区別は、漢籍が古典的教養として顧みられなくなる 20 世紀初頭に消滅
する。他方、英国における高級紙と大衆紙の区分は、20 世紀の末まで存続
した。この違いをどのように考えるべきなのか。
一般的に、1880 年代後半に、『官報』の創刊をきっかけに没落し、不偏不

党を掲げた小新聞の勢力拡大とともに、大新聞と小新聞が双方の特徴を取り
入れて中新聞化し、それが大阪発祥の二大紙による「国民型大衆紙」の基盤
となったというのが、拙著『大衆紙の源流』の筋書きなのだが、では、知識
人の読む高級紙はどこへ行ったのか。
ここで仮説として提出しておくならば、日本における高級紙は、英国『タ

イムズ』及び米国の『ニューヨーク・タイムズ』などの先進国の高級紙
ジャーナリズムだったのではないだろうか。例えば、福澤諭吉は幕末の横浜
居留地発行の英字紙の定期購読者であった。また、吉田茂も英字新聞の購読
者であった。これは幕末・明治初期から現在に至る、日本の知識人に共通の
現象かもしれないが、明治期には漢籍に基づく知識人が読者に多かったた
め、知識人層向けの大新聞、あるいは陸羯南の『日本』のような新聞が成立
した。しかし、大正期以降は、知識人層は英語による新聞を読み世界情勢を
知った。つまり、英語ジャーナリズムを基盤とするグローバル知識人層に向
けた高級メディアと、地元言語（vernacular）を基盤とする層に向けた日本
語ジャーナリズム、および非英語ジャーナリズムの一層の大衆化という両面
が、大正期以降、進行したのではないだろうか。これは、知識人層が先進国
の権威あるジャーナリズムを購読するという、後進国型のメディア構成とも
言える。
ただ、1930 年代からの戦時期には、日本語ジャーナリズムは日本語読者

圏を拡大するという点で帝国主義と結合し、外国語メディアを排撃するとと
もに、植民地や占領地で日本語ジャーナリズムを広げようとした。しかし、
それは知識人向けにどれほど受け入れられたのだろうか。
結局、大正期に問われるに至ったジャーナリズムにおける大衆化／民衆化

とは、「新聞雑誌を読む公衆」の拡大が、次の二つの内どちらの方向を目指
したかという問題に集約できるだろう。すなわち、知識人層による啓蒙・宣
伝機関を目指す方向性は、大衆化、マス・コミ化、つまり、発行部数を増加
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土
屋
礼
子

させ、利益を上げる資本主義的拡大、国家・帝国的市場の形成に至る道であ
ろう。一方、知識人層からの分離・独立と自主を目指す方向性は、民衆化、
民主化と呼ぶべきであり、村の新聞や工場新聞、学級新聞など、「民衆と共
に新聞を経営」する理想の民主主義的新聞へと進む道であろう。一般的なメ
ディア史研究では、もっぱら前者に焦点があてられるが、メディアにおける
大衆性の議論は、後者の視点をも含まなければならないだろう。

●参考文献
永嶺重敏「円本の誕生と「普選国民」」、吉見俊哉・土屋礼子責任編集『叢書　現

代のメディアとジャーナリズム 4　大衆文化とメディア』ミネルヴァ書房、
2010 年、2～ 30 頁。

土屋礼子「大正期の夕刊紙『東京毎夕新聞』にみる新聞の大衆化」、同前書所収、
31 ～ 61 頁。

（了）
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裁
で
い
つ
迄
も
続
け
ら
れ
ん
事
を
望
む
。（
北
海
道　

愛
読
者
）」、
二
巻
二
編
、
七
一
頁
。

（
20
） 
た
だ
し
、「
写
真
画
報
」
が
改
題
し
て
二
年
目
の
通
常
号
（
臨
時
増
刊
以
外
の
号
）
に
は
、
三
越
呉
服
店
の
広
告
は
あ
ま
り
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
21
） 

た
と
え
ば
、
二
巻
二
編
の
彩
色
石
版
に
「
大
魔
神
現
は
る
！
」
と
題
し
た
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
一
部
分
を
描
い
た
絵
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

（
22
） 

矢
野
龍
渓
「
余
と
国
木
田
独
歩
」『
新
潮
』
一
九
〇
八
年
七
月
（
国
木
田
独
歩
追
悼
号
）。

（
23
） 

押
川
春
浪
「
鎌
倉
在
住
前
後
の
独
歩
氏
」『
新
潮
』
一
九
〇
八
年
七
月
（
国
木
田
独
歩
追
悼
号
）。

（
24
） 

佐
藤
志
乃
、
前
掲
書
、
二
一
一
〜
二
一
二
頁
。

（
25
） K

arlin, p.71.

（
26
） K

arlin, p.56.

（
27
） 

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
Ｇ
・
カ
ー
リ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

　
　

  　

押
川
に
と
っ
て
、
バ
ン
カ
ラ
男
児
と
は
、
そ
の
身
体
的
な
外
見
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
欲
望
を
国
家
の
目
標
に
従
属
さ
せ
る
能
力
に
お
い
て
も
、
日
本

人
の
男
ら
し
さ
の
理
想
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
筆
者
翻
訳
）（"For O

shikaw
a, the bankara m

an represented the ideal of Japanese 
m
asculinity in his physical appearance as w

ell as his ability to subordinate individual desires to national goals"

）（K
arlin, p.62.

）

（
28
） 

長
山
靖
生
『
日
本
Ｓ
Ｆ
精
神
史

―
幕
末
・
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
二
一
〜
一
二
二
頁
。

（
29
） 

横
田
順
彌
「
第
三
十
二
回　

編
集
者
と
し
て
の
押
川
春
浪
」（
横
田
順
彌
『
近
代
日
本
奇
想
小
説
史
』
ピ
ラ
ー
ル
プ
レ
ス
、
二
〇
一
一
年
所
収
）、
五
七
九
〜

五
八
〇
頁
。
ほ
か
に
も
、
藤
元
直
樹
「
春
浪
の
苦
難
・
春
浪
研
究
の
困
難

―
押
川
春
浪
典
拠
作
考
・
冒
険
小
説
編
」（『
イ
マ
ジ
ニ
ア
』
第
一
〇
号
、

二
〇
一
六
年
九
月
、
四
〜
一
八
頁
）
は
、「
冒
険
世
界
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
源
泉
が
海
外
の
雑
誌
に
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
押
川
の
作
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

も
の
の
多
く
が
、
博
文
館
内
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
海
外
雑
誌
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
30
） 「
冒
険
世
界
」
二
巻
八
号
（
一
九
〇
九
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
押
川
春
浪
「
吾
党
は
英
雄
の
卵
子
で
あ
る
―
壮
ん
に
体
力
と
精
神
を
練
ら
ん
―
」
で
は
、「
運

動
熱
」
を
鼓
吹
す
る
こ
と
が
、
日
本
男
児
に
ふ
さ
わ
し
い
身
体
と
精
神
を
作
る
の
だ
と
表
現
し
て
い
る
。

（
31
） 「
冒
険
世
界
」
二
巻
八
号
（
一
九
〇
九
年
七
月
）
の
巻
頭
別
刷
に
掲
載
さ
れ
た
「
冒
険
世
界
は
英
雄
主
義
也
」
に
お
い
て
も
、「
我
が
冒
険
世
界
は
英
雄
主
義
な

り
、
武
侠
主
義
な
り
」
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
西
洋
文
明
の
す
べ
て
を
排
斥
す
る
わ
け
で
は
な
く
、「
質
的
文
明
と
共
に
輸
入
し
来
り
し
、
西

洋
文
明
の
欠
点
、
軽
佻
浮
華
、
柔
弱
偽
善
の
悪
風
を
撃げ

き
じ
や
う攘せ

ん
と
す
る
」、「
新
攘
夷
主
義
」
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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文
芸
倶
楽
部
を
読
ん
で
居
る
と
、
不
意
に
目
隠
さ
れ
、
い
や
よ
〳
〵
。
ど
な
た
？
。
目
隠
し
を
解
か
れ
た
ら
、
ア
ラ
ま
あ
！
と
叫
ぶ
な
る
べ
し
。

（
10
） 「
横
綱
さ
ん
は
で
っ
か
い
象
？
」（
二
〇
〇
〜
二
〇
三
頁
）
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
巻
三
編
（
一
九
〇
六
年
三
月
）
掲
載
の
「
白

熊
の
四
ツ
ン
這
」
と
い
う
、
白
熊
の
周
り
に
国
内
外
の
四
人
の
美
女
写
真
が
切
り
貼
り
さ
れ
た
も
の
と
、
一
巻
二
編
（
一
九
〇
六
年
二
月
）
掲
載
の
「
獅
子
と

美
人
」
で
、
こ
ち
ら
も
獅
子
の
ま
わ
り
に
国
内
外
の
四
人
の
美
女
写
真
が
切
り
貼
り
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
上
に
添
へ
た
る
は
日
本
及

独
逸
美
人
に
て
、
獅
子
と
何
ん
の
関
係
な
し
と
雖
も
、
恐
ろ
し
き
者
に
美
し
き
者
を
配
合
せ
し
な
り
」
と
あ
り
、
意
味
は
な
く
と
も
、
視
覚
効
果
と
し
て
読
者

の
興
味
を
引
く
写
真
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
一
巻
二
編
に
は
同
じ
趣
向
の
「
猛
虎
と
美
人
」
と
い
う
写
真
版
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 「
統
監
の
剣
舞
（
表
紙
ポ
ン
チ
画
を
見
よ
）」（
二
頁
）
で
は
、
こ
の
表
紙
の
石
版
画
に
関
し
て
、
五
月
六
日
に
芝
高
輪
の
毛
利
侯
爵
家
で
お
こ
な
わ
れ
た
凱
旋
歓

迎
の
大
園
遊
会
で
の
出
来
事
を
説
明
し
て
い
る
。「
殊
に
は
例
の
伊
藤
大
勲
位
、
肩
章
燦
爛
た
る
統
監
服
の
肩
聳
か
し
て
、
常
に
も
大
得
意
（
略
）
抜
剣
の
儘
、

新
橋
拍
子
を
相
手
に
分
裂
式
を
遣
つ
た
の
は
、
恐
ら
く
空
前
絶
後
の
大
珍
芸
で
あ
つ
た
。（
略
）
老
ひ
て
益
々
壮
ん
な
る
統
監
閣
下
。
願
く
ば
国
家
の
為
め
に
自

重
あ
れ
。」（
二
頁
）
と
あ
る
。

（
12
） 

口
絵
石
版
は
、「
政
界
大
相
撲
」、「
細
君
十
二
相
」、「
当
世
女
婿
気
質
」、「
ス
タ
ン
プ
八
方
美
人
」
と
題
さ
れ
た
ポ
ン
チ
絵
と
な
っ
て
い
る
。

（
13
） 「
東
京
パ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
、
清
水
勲
「
解
題
」（『
覆
刻　

東
京
パ
ッ
ク
』
第
八
巻
、
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）、
六
〜
七
頁
参
照
。
当
時
の
諷
刺
雑

誌
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
清
水
勲
「
独
歩
研
究
の
新
資
料
『
上
等
ポ
ン
チ
』」（『
漫
画
雑
誌
博
物
館　

明
治
時
代
編　

上
等
ポ
ン
チ
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六

年
所
収
）、
一
三
四
頁
、
黒
岩
比
佐
子
『
編
集
者 
国
木
田
独
歩
の
時
代
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
三
八
〜
二
三
九
頁
参
照
。

（
14
） 

黒
岩
比
佐
子
、
前
掲
書
、
二
三
九
頁
。

（
15
） 「
さ
て
も
灰
助
と
へ
そ
子
夫
人
は
、
柄
に
も
無
い
世
界
一
周
新
婚
旅
行
の
目
的
を
も
つ
て
、
横
浜
を
出
発
し
て
か
ら
失
策
つ
ゞ
き
、
灰
助
ギ
フ
ン
と
参
れ
ば
、
へ

そ
子
ペ
タ
ン
と
参
り
、
最
う
帰
ら
う
か
と
ベ
ツ
ド
の
中
で
相
談
に
及
べ
ど
、
亜
米
利
加
行
の
大
汽
船
を
後
戻
り
さ
せ
る
か
ね
も
力
も
無
か
り
け
り
」（
八
頁
）
と

あ
る
。

（
16
） 

佐
藤
志
乃
『
バ
ン
カ
ラ
の
時
代

―
大
観
、
未
醒
ら
と
日
本
画
成
立
の
背
景
』（
人
文
書
院
、
二
〇
一
八
年
）、「
第
二
章　

ハ
イ
カ
ラ
と
バ
ン
カ
ラ
」、
六
七
頁
。

（
17
） Jason G. K
arlin, G

ender and N
ation in M

eiji Japan : M
odernity, Loss, and the D

oing of H
istory

（H
onolulu: U

niversity of H
aw
ai'i Press, 

2014

）, p.54.

（
18
） 「
東
京
パ
ッ
ク
」
に
も
同
様
に
三
越
呉
服
店
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
19
） 「
余
は
写
真
画
報
出
生
当
時
か
ら
の
愛
読
者
だ
が
、
戦
争
後
一
時
は
パ
ツ
ク
的
に
な
つ
た
の
で
憤
慨
し
て
居
つ
た
と
こ
ろ
、
近
頃
は
実
に
壮
快
に
な
つ
た
、
此
体
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「
写
真
画
報
」
と
「
冒
険
世
界
」
は
、
想
定
す
る
読
者
層
や
雑
誌
の
構
成
に
お
い
て
多
く
の
異
な
る
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、
近
代
的
な
都
市

文
化
や
都
市
生
活
を
見
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
連
続
性
が
見
ら
れ
る
。「
写
真
画
報
」
で
用
い
ら
れ
た
諷
刺
や
滑
稽
、
都
市
案
内
、
そ
し

て
「
冒
険
世
界
」
で
用
い
ら
れ
た
「
バ
ン
カ
ラ
」
を
想
起
さ
せ
る
「
英
雄
主
義
」
の
主
張
は
、
日
本
の
近
代
性
や
都
市
文
化
を
い
か
に
見
せ

る
か
と
い
う
切
り
口
の
違
い
と
し
て
眺
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注（
1
） 

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
日
露
戦
争

写
真
画
報
」
に
お
け
る
押
川
春
浪

―
家
庭
を
対
象
と
し
た
雑
誌
編
集
の
実
践

―
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
成
果
報

告
書
『
近
代
文
献
調
査
研
究
論
集
』
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
六
年
三
月
所
収
）、
七
五
〜
八
二
頁
で
詳
述
し
た
。

（
2
） 「
冒
険
世
界
」
は
、
一
九
〇
八
年
一
月
創
刊
、
一
九
一
九
年
一
二
月
終
刊
。
な
お
、
押
川
春
浪
が
主
筆
を
務
め
た
の
は
、
一
九
一
一
年
一
一
月
ま
で
。

（
3
） 

横
田
順
彌
『
近
代
日
本
奇
想
小
説
史　

入
門
篇
』（
ピ
ラ
ー
ル
プ
レ
ス
、
二
〇
一
二
年
）、
一
九
六
頁
。

（
4
） 

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
博
文
館
の
「
編
輯
局
主
幹
」
で
あ
っ
た
坪
谷
善
四
郎
が
『
博
文
館
五
十
年
史
』（
博
文
館
、
一
九
三
七
年
六
月
）
に
お
い
て
、

「
日
露
戦
争
実
記
」
の
定
期
増
刊
の
画
報
誌
を
創
刊
す
る
に
あ
た
っ
て
「
其
の
主
任
記
者
と
し
て
、
三
月
十
八
日
に
押
川
方
存
（
春
浪
）
が
入
館
」
し
た
と
記
載

し
て
い
る
（
一
七
二
頁
）。

（
5
） 

井
上
祐
子
は
、『
日
清
・
日
露
戦
争
と
写
真
報
道

―
戦
場
を
駆
け
る
写
真
師
た
ち
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
期
に
多
く
発
行

さ
れ
た
戦
争
報
道
雑
誌
や
画
報
雑
誌
の
特
徴
と
し
て
、
写
真
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
戦
争
報
道
に
合
わ
せ
た
想
像
画
や
実
写
画
が
、
受

け
手
の
需
要
に
合
わ
せ
て
隆
盛
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
六
〇
〜
一
六
二
頁
）。

（
6
） 「
写
真
画
報
」
一
巻
一
編
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
、「
帝
国
写
真
会
設
立
趣
旨
」（
五
〇
頁
）
が
、
一
巻
二
編
（
一
九
〇
六
年
二
月
）
に
は
「
本
会
名
誉
賛
助
員

及
び
会
員
」「
帝
国
写
真
会
々
員
名
簿
（
其
一
）」（
七
九
頁
）
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
に
も
、
坪
谷
水
哉
「
写
真
集
め
苦
心
談
」（
二
、
三
巻
掲
載
）
な
ど
の
記
事
が
あ
る
。

（
8
） 「
満
州
軍
総
司
令
部
凱
旋
」「
大
学
憤
激
問
題
」（
戸
水
博
士
退
職
問
題
）「
清
国
留
学
生
の
動
揺
」「
大
使
館
制
発
表
」「
古
村
大
使
健
在
乎
」「
韓
国
報
聘
大
使
悩

む
」「
英
国
内
閣
の
更
迭
」「
露
帝
傷
を
負
ふ
」「
帝
国
議
会
」
な
ど
。

（
9
） 

た
と
え
ば
、
一
巻
六
編
（
一
九
〇
六
年
四
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
版
「
読
書
と
花
籠
」
に
は
、
読
書
中
の
和
装
の
女
性
が
、
別
の
女
性
に
後
ろ
か
ら
目
隠
し

を
さ
れ
て
い
る
写
真
が
配
置
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
写
真
か
ら
物
語
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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ま
さ
に
「
冒
険
世
界
」
が
掲
げ
る
主
張
に
当
て
は
ま
る
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
豪
放
磊
落
」、「
蛮
勇
的
」、「
古

武
士
」
と
い
っ
た
、
日
本
人
の
男
ら
し
さ
を
印
象
付
け
る
言
葉
と
と
も
に
、「
猟
銃
や
射
撃
」、「
野
球
や
端
艇
競
漕
」、
学
生
生
活
な
ど
、
近

代
的
な
都
市
生
活
者
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

姓
名
を
成
島
春
雄
と
云
つ
て
、
当
年
二
十
五
歳
の
奇
男
児
、
体
力
は
頗
る
強
く
、
柔
道
や
射
撃
も
な
か
〳
〵
達
者
で
、
容
貌
も
古
武

士
の
風
を
備
へ
て
居
る
積
り
だ
、
友
人
等
は
目
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
第
一
世
の
顔
に
似
て
居
る
と
云
ふ
（
略
）
学
生
時
代
は
随
分
乱
暴
を

し
た
も
の
だ
、
喧
嘩
も
す
れ
ば
牛
飲
馬
食
も
や
る
、
野

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

球
や
端ボ

ー
ト
レ
ー
ス

艇
競
漕
は
三
度
の
飯
よ
り
好
き
で
、（
略
）
去
年
の
夏
首
尾
よ
く
理
科
大

学
を
卒
業
し
た
（
二
頁
、
傍
線
筆
者
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
冒
険
世
界
」
に
見
ら
れ
る
「
バ
ン
カ
ラ
」
表
象
や
、
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
る
「
英
雄
主
義
」（
31
）
は
、
近
代

的
な
都
市
文
化
や
都
市
生
活
を
見
せ
る
た
め
の
表
現
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
少
な
く
と
も
、「
バ
ン
カ
ラ
」

表
象
や
「
英
雄
主
義
」
の
主
張
と
、
近
代
的
で
洗
練
さ
れ
た
印
象
を
提
供
す
る
こ
と
と
は
、「
冒
険
世
界
」
の
中
で
は
両
立
し
て
い
る
。
見
せ

方
は
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
近
代
性
を
見
せ
る
と
い
う
趣
向
は
、「
写
真
画
報
」
と
連
続
す
る
、「
冒
険
世
界
」
の
特
徴
と
し
て

注
目
に
値
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、「
写
真
画
報
」
と
「
冒
険
世
界
」
の
連
続
性

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
押
川
春
浪
が
初
め
て
雑
誌
の
主
筆
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
「
写
真
画
報
」
を
中
心
に
誌
面
の
変
化
を
概

観
し
、「
冒
険
世
界
」
と
の
連
続
性
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
押
川
春
浪
が
ど
の
よ
う
に
読
者
の
興
味
を
引
く
工
夫
を
し
な
が
ら
、
雑
誌
の
特
色

を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
を
跡
付
け
て
き
た
。
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び
付
く
語
で
あ
り
、「
柔
弱
、
奸
侫
、
堕
落
の
鼠
輩
」
は
ハ
イ
カ
ラ
の
女
々
し
さ
に
結
び
付
く
語
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
冒
険
世
界
」
の
誌
面
全
体
に
は
、「
粗
野
さ
や
下
品
さ
」
と
い
う
よ
り
も
、
洗
練
さ
れ
た
新
し
さ
や
近
代
的
な
都
市
文

化
・
都
市
生
活
を
印
象
付
け
る
表
現
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
ま
た
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
長
山
靖
生
（
28
）
は
「
冒
険
世
界
」
は
「
質
実
・
剛
健
な
ど
、
バ
ン
カ
ラ
な
価
値
観
を
推
奨
し
て
は
い
た
が
」
と
前
置
き
し
た

う
え
で
、
雑
誌
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
健
全
な
娯
楽
」
や
「
大
学
案
内
」、「
学
生
文
化
に
関
す
る
記
事
」
な
ど
、「
実
際
に
は
上
級

学
校
に
進
学
で
き
な
い
少
年
に
と
っ
て
も
、
憧
れ
の
世
界
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
そ
の
内
容
が
近
代
的
な

都
市
文
化
を
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
点
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
雑
誌
の
見
せ
方
に
つ
い
て
も
、「
編
集
手
法
は
か
な
り
洗
練
さ
れ
て
お
り
、

雑
誌
文
化
史
か
ら
見
る
と
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
も
ハ
イ
カ
ラ
を
越
え
て
モ
ダ
ン
で
す
ら
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
に
横
田
順
彌
も
、

「
冒
険
世
界
」
が
、
先
行
す
る
他
社
の
「
探
検
世
界
」
の
編
集
方
針
に
、「
人
気
小
説
家
の
春
浪
を
主
筆
に
し
て
、
さ
ら
に
バ
ン
カ
ラ
主
義
を

強
調
し
た
こ
と
が
、
圧
倒
的
な
フ
ァ
ン
獲
得
に
繋
が
っ
た
と
い
っ
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
豊
富

な
イ
ラ
ス
ト
、
文
字
の
使
い
分
け
や
本
文
内
で
の
多
色
刷
り
の
使
用
は
、「
ず
っ
と
ス
マ
ー
ト
で
ユ
ニ
ー
ク
な
出
来
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
（
29
）。

そ
の
こ
と
は
、「
冒
険
世
界
」
の
呼
び
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
押
川
春
浪
の
冒
険
小
説
の
登
場
人
物
た
ち
が
質
実
剛
健
で
国
家
を
憂
う
男
ら
し

い
日
本
男
児
で
あ
る
一
方
で
、
洗
練
さ
れ
た
洋
服
を
身
に
付
け
、
汽
船
の
う
え
で
世
界
各
国
の
人
々
に
一
目
置
か
れ
た
り
、
活
躍
し
た
り
す

る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
日
本
の
武
士
道
に
通
じ
て
青
年
の
元
気
を
鼓
吹
す
る
と
示
さ
れ
る
運
動
競
技
（
30
）
の
多
く
が
、
都

市
で
人
気
の
相
撲
で
あ
っ
た
り
、
テ
ニ
ス
や
野
球
と
い
っ
た
舶
来
も
の
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。

さ
ら
に
、「
冒
険
世
界
」
の
創
刊
号
か
ら
連
載
さ
れ
た
押
川
春
浪
「
冒
険
小
説

怪
人
鉄
塔
」
の
挿
絵
を
見
て
み
る
と
、
洗
練
さ
れ
た
洋
服
姿
の
日
本

男
児
が
、
品
の
あ
る
洋
装
し
た
日
本
人
の
令
嬢
を
、
怪
人
か
ら
救
い
出
す
図
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
の
近
代
性
や
都
会
的
な
雰

囲
気
を
大
き
く
印
象
づ
け
る
誌
面
で
あ
る
。

こ
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
主
人
公
は
、
小
説
の
冒
頭
で
自
分
は
「
豪
放
磊
落
が
好
き
」
な
性
質
で
、「
蛮
勇
的
の
一
日
本
人
だ
」
と
語
り
出
し
、
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四
、「
写
真
画
報
」
か
ら
「
冒
険
世
界
」
へ

―
「
英
雄
主
義
」
と
近
代
都
市
文
化
の
両
立

冒
険
世
界
は
何
故
に
出
現
せ
し
か
、
他
無
し
、
全
世
界
の
壮
快
事
を
語
り
、
豪
胆
、
勇
侠
、
磊
落
の
精
神
を
鼓
吹
し
、
柔
弱
、
奸
侫
、

堕
落
の
鼠
輩
を
撲
滅
せ
ん
が
為
に
出
現
せ
し
な
り
。（
略
）
而
し
て
本
誌
は
豪
胆
、
勇
侠
、
磊
落
な
る
諸
君
の
親
友
た
ら
ん
と
て
出
現
し
、

今
後
千
変
万
化
の
壮
快
事
を
語
る
（「
冒
険
世
界
」
一
巻
一
号
、
一
九
〇
八
年
一
月
、「
冒
険
世
界
の
出
現
活
躍
！
」）

「
写
真
画
報
」
の
終
刊
の
の
ち
、
押
川
春
浪
を
主
筆
と
し
て
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
「
冒
険
世
界
」（
博
文
館
）
は
、「
バ
ン
カ
ラ
」
な
価
値
観

を
押
し
出
し
た
学
生
向
け
・
青
少
年
向
け
の
冒
険
雑
誌
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
佐
藤
志
乃
（
24
）
は
「『
冒
険
世
界
』

の
狙
い
は
（
略
）
西
洋
近
代
文
明
に
流
さ
れ
る
意
志
薄
弱
な
ハ
イ
カ
ラ
を
根
絶
や
し
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
右
に
引
用
し
た
創

刊
の
辞
を
取
り
上
げ
て
、「
こ
の
主
張
が
「
バ
ン
カ
ラ
主
義
」
も
し
く
は
「
武
侠
主
義
」「
英
雄
主
義
」
な
ど
の
言
葉
で
象
徴
さ
れ
、
同
誌
の

な
か
で
頻
繁
に
採
用
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
Ｇ
・
カ
ー
リ
ン
は
、
明
治
後
期
に
お
け
る
「
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
」
と
「
バ
ン
カ
ラ
男
児
」
と
い
う
二
つ
の
表
現
に
は
、

ど
ち
ら
も
近
代
化
に
対
す
る
志
向
が
振
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
」
に
は
堕
落
と
、
西
洋
文
化
の
物
質
的
模
倣
に
結
び
付
け
ら

れ
た
「
女
性
化
さ
れ
た
」
男
性
性
が
描
か
れ
、「
バ
ン
カ
ラ
男
児
」
に
は
日
本
国
民
の
精
神
性
を
強
調
す
る
「
男
性
化
さ
れ
た
」
男
性
性
が
描

か
れ
て
い
る
と
分
析
し
（
25
）、「
バ
ン
カ
ラ
」
は
、
ハ
イ
カ
ラ
趣
味
の
教
養
や
洗
練
と
対
比
を
な
す
粗
野
さ
や
下
品
さ
を
ほ
の
め
か
す
イ
メ
ー

ジ
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
「
物
質
性
や
西
洋
文
化
の
誘
惑
を
拒
絶
し
た
、
反
消
費
者
で
あ
る
（
筆
者
翻
訳
）」（"T

he bankara m
an w

as an 
anticonsum

er w
ho rejected m

ateriality and the lures of W
estern culture"

）（
26
）
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
バ
ン
カ

ラ
」
表
象
の
例
の
一
つ
と
し
て
、「
冒
険
世
界
」
と
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
押
川
春
浪
の
思
想
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
27
）。

た
し
か
に
、
右
に
引
用
し
た
「
冒
険
世
界
」
の
創
刊
の
辞
に
み
ら
れ
る
「
豪
胆
、
勇
侠
、
磊
落
の
精
神
」
は
バ
ン
カ
ラ
の
男
ら
し
さ
に
結
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い
点
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
時
期
の
画
報
雑
誌
の
苦
境
に
つ
い
て
、
矢
野
龍
渓
は
、「
新
潮
」
に
掲
載
さ
れ
た
国
木
田
独
歩
へ
の
追
悼
文
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

博
文
館
も
冨
山
房
も
相
前
後
し
て
画
報
の
発
行
を
や
め
て
了
つ
た
（
略
）
其
原
因
と
云
う
の
は
、
現
時
の
日
本
に
於
け
る
写
真
版
の

技
術
は
非
常
に
発
達
し
て
、
多
く
の
日
刊
新
聞
が
其
日
其
日
に
目
新
ら
し
い
写
真
を
掲
載
す
る
か
ら
、
之
に
対
し
て
月
に
一
回
か
二
回

発
行
の
画
報
が
競
争
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
余
程
珍
奇
な
写
真
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
甚
だ
困
難
な
仕
事
で
、
そ
う
そ

う
続
く
筈
が
な
い
か
ら
、
当
然
画
報
は
失
敗
に
終
る
べ
き
運
命
を
強
い
ら
れ
て
、
立
行
か
な
い
事
に
な
っ
て
了
う
（
22
）

ま
た
、
押
川
春
浪
も
同
じ
号
で
、
一
九
〇
一
年
頃
、
鎌
倉
在
住
時
に
、
押
川
家
の
裏
手
に
国
木
田
独
歩
が
住
ん
で
い
た
こ
と
を
回
想
し
つ

つ
、
次
の
よ
う
に
画
報
雑
誌
の
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。

国
木
田
君
が
鎌
倉
を
去
っ
た
の
は
私
よ
り
少
し
早
か
っ
た
。
帰
京
す
る
と
間
も
な
く
戦
時
画
報
を
出
し
た
。
あ
れ
は
日
本
に
於
け
る

画
報
の
嚆
矢
で
立
派
に
成
功
し
た
。
後
で
私
等
も
写
真
画
報
を
出
し
て
一
寸
商
売
敵
み
た
い
な
変
な
工
合
に
な
っ
た
が
、
然
し
共
倒
れ

に
倒
れ
て
了
っ
た
（
23
）

「
写
真
画
報
」
の
誌
面
の
変
化
や
見
せ
方
の
移
り
変
わ
り
に
は
、
日
露
戦
争
後
の
画
報
雑
誌
が
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
な
か
で
読
者
の
反
応

を
見
な
が
ら
見
せ
方
や
表
現
を
模
索
し
て
い
っ
た
過
程
が
垣
間
見
え
る
。



武
田
悠
希

［右46］ 75

し
か
し
な
が
ら
、そ
の
後
、諷
刺
や
滑
稽
と
い
っ
た
切
り
口
は
、「
写
真
画
報
」
に
お
い
て
徐
々
に
薄
ま
っ
て
い
く
。
二
巻
二
編
（
一
九
〇
七

年
二
月
）
の
表
紙
は
、
洋
装
の
紳
士
と
ボ
ア
襟
巻
を
し
た
庇
髪
の
女
性
が
腕
を
組
み
歩
い
て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
滑
稽
漫

画
や
ポ
ン
チ
絵
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
誇
張
さ
れ
た
描
き
方
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
洗
練
さ
れ
た
都
会
的
な
男
女
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
号
の
読
者
投
稿
欄
に
は
、「
パ
ッ
ク
式
」
で
な
い
の
が
よ
い
と
い
う
投
書
（
19
）
が
見
ら
れ
、
二
巻
四
編
（
一
九
〇
七
年
四
月
）
の
読
者
投

稿
欄
に
も
「
写
真
画
報
は
、
以
後
其
の
ポ
ン
チ
を
廃
め
、
記
事
に
適
嵌
す
る
様
の
画
を
挿
入
」
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
す
る
投
書
や
、「
い
つ

も
の
滑
稽
画
を
廃
め
て
、
其
の
代
り
に
美
し
い
絵
葉
書
を
添
へ
て
下
さ
い
な
」
と
い
う
要
望
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
滑

稽
画
や
ポ
ン
チ
絵
は
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一
巻
十
一
編
（
一
九
〇
七
年
七
月
）
の
「
避
暑
案
内
帖
」
特
集
以
降
は
、
博
覧
会
案
内
や
東
京
案
内
の
形
で
、
む
し
ろ
、
直
接
的
に
都
市

の
消
費
文
化
を
見
せ
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
（
20
）。
た
と
え
ば
、
一
巻
十
六
編
（
一
九
〇
七
年
一
〇
月
）
に
は
、
五
二
共

進
会
に
関
す
る
写
真
版
が
多
数
掲
載
さ
れ
、
写
真
版
「
評
判
の
五
二
共
進
会
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、「
五
二
共
進
会
、
勧
工
場
の
大
な
る

も
の
な
り
な
ど
云
ふ
悪
評
も
あ
れ
ど
、
兎
に
角
大
当
り
に
て
、
先
月
々
末
の
日
曜
の
如
き
、
入
場
者
五
万
以
上
に
上
り
し
と
云
ふ
、
以
て
其

盛
況
を
知
る
べ
し
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、「
五
二
共
進
会
正
面
」、「
台
湾
喫
茶
店
」、「
会
場
内
し
る
こ
屋
」、「
絵
葉
書
店
と
そ
ば
屋
」、「
三
越

呉
服
店
の
人
形
」
と
、
会
場
内
外
の
様
子
を
見
せ
る
写
真
が
切
り
貼
り
し
て
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
別
の
写
真
版
「
高
島
屋
の

飾
り
人
形
」
は
「
五
二
共
進
会
陳
列
場
中
、
最
も
評
判
よ
き
京
都
高
島
屋
呉
服
店
の
飾
人
形
」
を
見
せ
る
も
の
で
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
人

形
の
精
巧
衣
装
の
美
麗
、
暫
く
は
観
客
を
し
て
其
前
を
立
去
る
能
は
ざ
ら
し
む
。」
と
続
く
。
一
巻
十
七
編
（
一
九
〇
七
年
一
一
月
）
に
は
、

坪
谷
水
哉
（
善
四
郎
）
が
取
材
し
て
き
た
「
甲
府
共
進
会
」
の
写
真
及
び
見
物
記
や
、「
東
京
名
物
」
の
一
つ
で
あ
る
「
団
子
坂
の
菊
人
形
」

の
写
真
版
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
〇
七
年
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
東
京
の
上
野
公
園
で
開
催
さ
れ
た
東
京
勧
業
博
覧
会
に
と

も
な
っ
て
、
そ
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
や
、
地
方
か
ら
見
物
に
来
る
人
々
の
た
め
の
東
京
案
内
に
関
す
る
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
く
。

二
年
目
に
な
る
と
、
ポ
ン
チ
絵
の
存
在
感
が
薄
く
な
っ
た
代
わ
り
に
、
非
日
常
的
な
物
語
性
を
伝
え
る
口
絵
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
点
（
21
）
や
、
冒
険
談
、
探
険
談
、
翻
訳
小
説
の
掲
載
が
増
え
て
く
る
と
い
う
変
化
も
、「
冒
険
世
界
」
へ
の
連
続
性
と
し
て
見
逃
せ
な
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す
る
表
現
を
提
示
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
同
様
に
、
明
治
後
期
の
新
聞
雑
誌
に
お
け
る
「
ハ
イ
カ
ラ
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ

る
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
Ｇ
・
カ
ー
リ
ン
は
、
明
治
後
期
に
描
か
れ
た
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
は
、「
目
新
し
さ
、
流
行
、
そ
し
て
消
費
の
指
標
に
変
化
（
筆

者
翻
訳
）」（"T

he term
 "high-collar," ...m

igrated to becom
e a m

arker of novelty, fashion, and consum
ption in late M

eiji 
discourse"

）
し
、「
近
代
に
お
け
る
軽
蔑
的
で
退
行
的
と
見
な
さ
れ
る
性
質
が
、
消
費
文
化
の
発
展
の
中
で
女
性
的
な
表
象
と
結
び
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
筆
者
翻
訳
）」（"the pejorative and regressive qualities of m

odernity becom
e linked w

ith 
representations of the fem

inine am
idst the developm

ent of consum
er culture"

）
と
論
じ
て
い
る
（
17
）。
し
た
が
っ
て
、
誇
張

さ
れ
た
「
ハ
イ
カ
ラ
」
の
表
現
に
は
、
近
代
的
な
都
市
生
活
者
の
浅
薄
さ
や
軟
弱
さ
、
多
情
さ
へ
の
批
判
や
、
近
代
日
本
に
お
け
る
消
費
文

化
へ
の
批
判
が
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
一
方
で
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
Ｇ
・
カ
ー
リ
ン
が
重
要
な
指
摘
と
し
て
取
り
上
げ
る
「
趣
味
」（
易
風
社
）
三
巻
一
一
号
（
一
九
〇
八
年

一
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
ハ
イ
カ
ラ
論
」
の
特
集
に
お
い
て
、
岩
野
泡
鳴
が
「
ハ
イ
カ
ラ
」
に
は
「
気
が
利
い
て
い
る
」、「
嶄
新
」、「
新

思
想
」、「
新
流
行
」
の
意
味
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
六
九
頁
）
よ
う
に
、「
ハ
イ
カ
ラ
」
は
揶
揄
の
対
象
で
あ
り
な
が
ら
、
都
市
文
化
、
都

市
空
間
、
そ
し
て
近
代
的
消
費
文
化
の
新
し
さ
や
近
代
性
を
象
徴
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
点
か
ら
、「
東
京
パ
ッ
ク
」
に
お
い
て
も
「
写
真
画
報
」
に
お
い
て
も
、
ハ
イ
カ
ラ
な
男
女
の
表
現
は
、
都
市
の
消
費
文
化
を
拒
絶
す

る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
手
を
取
り
合
う
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。

そ
の
証
拠
に
、「
写
真
画
報
」
の
一
巻
の
巻
頭
に
は
ほ
ぼ
毎
号
、
当
時
の
消
費
文
化
を
代
表
す
る
三
越
呉
服
店
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
18
）。
一
巻
十
八
編
（
一
九
〇
六
年
一
二
月
）
の
巻
頭
「
三
越
呉
服
店
」
の
広
告
に
は
、「
歳
末
の
御
贈
答
品
」
と
し
て
、「
商
品
切
手
」

や
「
香
油
、
香
水
、
白
粉
、
石シ

ヤ
ボ
ン鹸

、
手

ハ
ン
カ
チ
ー
フ

巾
、
肩シ

ョ
ー
ル掛

、
ボ
ー
ア
襟
巻
、
半
襟
、
帽
子
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
滑
稽

漫
画
の
中
の
ハ
イ
カ
ラ
な
男
女
が
所
持
す
る
物
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
写
真
画
報
」
に
お
け
る
滑
稽
と
は
、
諷
刺
漫
画
雑
誌
が
流
行
す
る
な
か
で
、
画
報
雑
誌
に
読
者
を
引
き
付
け
る
形
式
で
あ

る
と
と
も
に
、
近
代
的
な
都
市
文
化
や
都
市
生
活
を
見
せ
る
た
め
の
表
現
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
な
「
諷
刺
雑
誌
の
全
盛
期
」（
14
）
の
な
か
で
、「
写
真
画
報
」
も
ま
た
、
画
報
雑
誌
の
切
り
口
と
し
て
、
諷
刺
や
滑
稽
を
取
り
上

げ
た
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、「
写
真
画
報
」
に
お
け
る
「
諷
刺
画
、
風
俗
漫
画
」
を
眺
め
て
み
る
と
、
政
治
家
の
利
己
的
で
浅
薄
な
振
る
舞
い
対
し
て
は
辛
辣

な
諷
刺
と
な
っ
て
い
て
も
、
ハ
イ
カ
ラ
な
男
女
を
取
り
上
げ
た
世
相
風
俗
に
対
し
て
は
、
さ
ほ
ど
辛
辣
な
諷
刺
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
お
も

し
ろ
お
か
し
く
、
時
に
か
わ
い
ら
し
く
描
い
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
む
し
ろ
、
同
時
代
の
都
市
文
化
を
見
せ
る
た
め
の

手
法
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
一
巻
九
編
に
掲
載
さ
れ
た
押
川
春
浪
作
・
尾
竹
国
観
画
「
滑
稽
新
婚
旅
行
」
で
は
、
ハ
イ
カ
ラ
な
男
女
を
示
す
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
灰
助
と
へ
そ
子
が
再
び
登
場
し
、
彼
等
の
滑
稽
な
新
婚
旅
行
が
お
も
し
ろ
お
か
し
く
描
か
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
15
）。
そ
の
滑

稽
さ
は
、
尾
竹
国
観
の
画
風
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で
も
愛
嬌
の
あ
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
絵
柄
で
、
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん

だ
男
女
が
、
汽
船
で
海
外
に
新
婚
旅
行
に
向
か
う
様
子
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
当
時
の
流
行
を
取
り
入
れ
た
ハ
イ
カ
ラ
な
男
女
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
北
沢
楽
天
の
「
東
京
パ
ッ
ク
」
で
も
、「
荒
馬
物
語
」

と
い
う
四
コ
マ
漫
画
の
中
で
、
リ
ボ
ン
を
つ
け
た
女
学
生
「
梨り

ぼ
ん盆

女
史
」
や
「
菫
女
史
」、
自
称
詩
人
の
ハ
イ
カ
ラ
紳
士
「
夜や

ば
い梅

君
」
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。
お
お
む
ね
毎
号
夜
梅
君
が
梨
盆
女
史
や
菫
女
史
に
対
し
て
、
恰
好
を
つ
け
て
、
き
ざ
な
態
度
を
取
ろ
う
と
し
て
、
滑
稽
な

あ
り
さ
ま
に
陥
り
、
女
史
が
呆
れ
て
「
荒あ

ら
ま
あ馬

〳
〵
〳
〵
」
と
声
を
出
す
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
滑
稽
が
、
東
京
の
公
園
や
市

電
、
写
真
屋
、
そ
し
て
避
暑
地
の
海
水
浴
場
な
ど
、
必
ず
近
代
的
な
都
市
空
間
や
文
化
を
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
滑
稽
漫
画
は
、
単
に
諷
刺
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
滑
稽
と
い
う
切
り
口
で
都
市
生
活
や
都
市
文
化
を
見
せ
よ

う
と
し
た
も
の
と
し
て
も
理
解
で
き
る
。

明
治
三
十
年
頃
か
ら
、
皮
相
的
で
浅
薄
な
西
洋
文
明
の
受
容
を
揶
揄
す
る
語
と
し
て
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ハ
イ
カ
ラ
」
へ
の
批
判

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
佐
藤
志
乃
（
16
）
は
「
西
洋
受
容
へ
の
批
判
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
安
易
に
行
う
人
物
の
精
神
面
、
性
格
面
へ
の
批

判
で
あ
っ
た
」
と
し
て
「
そ
の
言
動
、
態
度
、
趣
味
」
の
傾
向
が
「
軽
蔑
、
非
難
さ
れ
て
い
く
」
の
だ
と
明
治
期
の
様
々
な
ハ
イ
カ
ラ
に
関
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人
的
な
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
る
国
会
議
員
を
諷
刺
し
て
描
い
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
、「
ポ
ン
チ
絵　

陳
腐
の
流
行
」（
二
八
頁
）

で
は
、
長
す
ぎ
る
ボ
ア
襟
巻
、
大
き
す
ぎ
る
リ
ボ
ン
、
全
身
が
元
禄
模
様
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
着
物
な
ど
、
過
剰
な
ま
で
に
誇
張
さ
れ
た
流

行
の
衣
服
に
身
を
包
ん
だ
女
性
た
ち
が
「
変
テ
コ
」、「
時
世
お
く
れ
」、「
妙
な
形
」
と
お
も
し
ろ
お
か
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

同
じ
号
の
ポ
ン
チ
絵
「
新
婚
旅
行
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
ま
た
い
だ
四
コ
マ
漫
画
で
は
、
カ
ル
タ
会
で
出
会
っ
た
灰
助
と
へ
そ
子
と
い
う
ハ
イ

カ
ラ
な
男
女
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
新
婚
旅
行
に
行
く
と
い
う
内
容
が
、
滑
稽
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
巻
の
初
め
こ
ろ
で
は
、
ま
だ
諷
刺
や
滑
稽
と
い
う
切
り
口
は
そ
れ
ほ
ど
前
景
化
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
一
巻
八
編
（
一
九
〇
六
年
五
月
）
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
次
号
予
告
で
は
、「
次
編
よ
り
更
に
一
大
発
展
を
為
」
す
と
し
て
、

「
彩
色
石
版
画
を
増
し
、
印
刷
を
ま
す
ま
す
鮮
麗
に
」
す
る
と
い
う
点
と
と
も
に
、「
絵
画
、
記
事
は
面
白
き
を
主
眼
と
し
、
諷
刺
画
、
風
俗

漫
画
等
に
一
生
面
を
開
か
ん
と
す
」
と
、
諷
刺
画
や
風
俗
漫
画
に
力
を
入
れ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（
八
〇
頁
）。

次
号
の
一
巻
九
編
（
一
九
〇
六
年
六
月
）
で
は
、
前
号
で
の
予
告
通
り
、
よ
り
鮮
麗
な
印
刷
の
「
ケ
ミ
ス
ト
グ
ラ
フ
版
」「
合
色
刷
」
の
写

真
版
が
多
く
掲
載
さ
れ
、
表
紙
は
伊
藤
博
文
の
諷
刺
画
（
11
）
で
、
巻
頭
の
彩
色
石
版
画
も
す
べ
て
諷
刺
的
・
滑
稽
的
な
ポ
ン
チ
絵
と
な
っ

た
（
12
）。
ま
た
目
次
に
は
「
そ
の
他
一
口
ば
な
し
漫
画
ポ
ン
チ
画
い
ろ
〳
〵
」
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ
、
巻
末
に
て
「
一
口
噺
ポ
ン
チ
絵
懸

賞
募
集
」
の
案
内
を
載
せ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
こ
の
号
か
ら
諷
刺
と
滑
稽
を
主
軸
に
据
え
て
誌
面
改
革
が
行
わ
れ
た
様
子
が
窺
い
知
れ

る
。こ

う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
が
「
写
真
画
報
」
に
改
題
さ
れ
る
前
年
の

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
四
月
、「
時
事
新
報
」
の
漫
画
担
当
記
者
と
し
て
「
時
事
漫
画
」
を
執
筆
し
て
い
た
北
沢
楽
天
が
、
世
相
諷
刺
雑

誌
の
「
東
京
パ
ッ
ク
」（
有
楽
社
）
を
創
刊
し
、
人
気
を
博
し
て
い
た
。「
パ
ッ
ク
」
と
い
う
語
が
流
行
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、「
東
京

パ
ッ
ク
」
の
体
裁
を
す
っ
か
り
真
似
た
「
大
阪
パ
ッ
ク
」
と
い
う
雑
誌
が
翌
年
一
一
月
に
大
阪
で
創
刊
さ
れ
、
一
九
〇
六
年
八
月
に
は
、
独

歩
社
を
設
立
し
た
国
木
田
独
歩
が
、「
近
事
画
報
」
の
漫
画
特
集
号
と
し
て
、「
上
等
ポ
ン
チ
」
と
い
う
諷
刺
漫
画
雑
誌
を
刊
行
し
て
い

る
（
13
）。
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内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
雑

な
印
象
を
読
み
手
に
与
え
も
す
る
が
、「
東
西
く
ら
べ
」
の
ペ
ー
ジ
や
流
行
の
文
物
を
紹
介
す
る
記
事
等
を

合
わ
せ
て
眺
め
る
と
、
い
ず
れ
も
新
し
い
近
代
的
な
都
市
文
化
や
都
市
空
間
を
読
み
手
に
届
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
こ
う
し
た
内
容
を
読
者
に
提
示
し
て
い
く
の
か
と
い
う
見
せ
方
に
つ
い
て
は
、
二
年
の
刊
行
期
間
に
お

い
て
、
揺
ら
ぎ
や
変
化
が
見
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

三
、
諷
刺
や
滑
稽
と
い
う
切
り
口

見
せ
方
と
い
う
点
に
注
目
し
て
、「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
か
ら
「
写
真
画
報
」
へ
、
そ
し
て
「
冒
険
世
界
」
へ
と
い
う
誌
面
の
変
化
を
眺
め
た
と

き
に
、
一
定
数
の
読
者
を
確
保
し
、
ま
た
新
た
に
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
様
々
な
新
し
い
工
夫
や
趣
向
が
必
要
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が

推
察
で
き
る
。

写
真
版
や
絵
画
の
整
版
印
刷
技
術
を
工
夫
し
、
新
し
い
技
術
を
採
用
す
る
試
み
の
ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
、
写
真
を
た
だ
見
せ
る
の
で
は

な
く
、
先
述
し
た
よ
う
な
「
東
西
く
ら
べ
」
の
趣
向
や
、
謎
か
け
を
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
添
え
て
、
読
者
に
考
え
さ
せ
た
り
、
想
像
さ
せ
た
り

す
る
な
ど
の
工
夫
（
9
）
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
横
田
順
彌
が
『
明
治
ふ
し
ぎ
写
真
館
』（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
二
〇
〇
〇
年
）（
10
）
で
注

目
し
て
い
る
、
意
味
な
く
猛
獣
の
ま
わ
り
に
四
人
の
美
女
の
写
真
を
切
り
貼
り
し
た
写
真
な
ど
は
、
意
外
な
組
み
合
わ
せ
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
読
者
の
興
味
を
引
こ
う
と
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

と
り
わ
け
、
改
題
一
年
目
の
「
写
真
画
報
」
の
大
き
な
特
徴
は
、「
ポ
ン
チ
絵
」
や
「
当
世
漫
画
」
と
記
載
さ
れ
た
滑
稽
漫
画
・
諷
刺
漫
画

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

一
巻
一
編
で
は
、「
ハ
イ
カ
ラ
の
年
始
」、「
令
嬢
の
正
月
」
と
題
さ
れ
た
木
版
挿
絵
（
コ
マ
絵
）
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
と
も
に
ハ
イ
カ

ラ
な
男
女
を
題
材
に
し
た
四
コ
マ
漫
画
で
あ
る
。
一
巻
二
編
に
は
、
彩
色
石
版
「
当
世
漫
画　

滑
稽
偽
員
十
種
」
が
あ
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

に
は
「
暁
に
見
る
先
生
の
待
合
に
横
は
る
を
、
遺
憾
な
り
実
際
偽
員
多
く
、
貪
婪
荒
淫
国
事
を
忘
る
」
と
記
載
が
あ
り
、
国
政
で
な
く
、
個
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「
尚
武
世
界
」
欄
掲
載
の
春
浪
蛮
客
（
押
川
春
浪
）「
武
勇
の
国
」
に
は
、
本
誌
が
こ
の
欄
を
設
け
た
理
由
と
し
て
、「
戦
捷
後
の
此
好
機
会

を
利
用
し
て
、
大
い
に
尚
武
の
精
神
を
養
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
り
、「
勇
士
の
実
歴
談
、
英
雄
の
逸
話
等
」
と
あ
わ
せ
て
、「
運
動
競
技
の

如
き
も
確
か
に
武
士
的
精
神
を
養
ふ
一
手
段
」
で
あ
る
と
し
て
、「
昨
秋
の
早
稲
田
大
学
対
慶
應
義
塾
の
野
球
大
決
戦
」
の
よ
う
な
「
武
勇
男

子
の
活
動
に
関
し
て
」
も
「
簡
明
愉
快
な
る
報
道
を
怠
ら
ぬ
積
り
で
あ
る
」（
四
三
〜
四
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
相
撲
や
野
球
と
い
っ
た
流

行
の
運
動
競
技
に
関
す
る
記
事
は
「
冒
険
世
界
」
の
特
色
と
し
て
よ
く
言
及
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
が
、「
写
真
画
報
」
の
時
点
で
、
近
代
的
な

都
市
文
化
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
百
面
雑
俎
」
欄
に
は
、
巌
谷
小
波
「
馬
の
呪ま

じ
な
ひ咀

」（
午
年
に
ち
な
ん
で
、
世
界
各
国
の
馬
の
ま
じ
な
い
に
つ
い
て
紹
介
）、
丸
出
素

人
「
屠
蘇
綺
言
」（
演
芸
に
関
す
る
雑
報
）
な
ど
と
と
も
に
、
流
行
子
「
交
際
社
会
」（
最
新
の
衣
服
、
交
際
上
の
流
行
な
ど
を
紹
介
す
る
記

事
）
も
見
ら
れ
る
。

欄
名
は
一
巻
二
編
で
変
わ
り
、
実
話
欄
、
世
界
列
国
欄
、
講
談
欄
、
相
撲
欄
、
帝
国
写
真
会
欄
と
な
っ
て
い
た
り
、
そ
の
後
各
欄
の
区
分

け
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
り
す
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
と
し
て
は
、
同
じ
よ
う
な
内
容
が
以
降
も
掲
載
さ
れ
て
い
く
。
一
巻
二
編
か

ら
は
「
家
庭
こ
よ
み
」
欄
も
新
設
さ
れ
、「
二
月
の
家
庭
」
に
お
け
る
行
事
・
農
事
・
遊
楽
・
食
品
・
衛
生
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
て
い

る
。読

物
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
や
写
真
版
に
注
目
す
る
と
、
二
巻
二
編
で
は
、
西
洋
を
舞
台
と
し
た
小
説
中
に
世
界
名
画
の
写
真
版
を
多
数
挿
入
し

た
り
、
読
物
の
内
容
と
は
関
係
な
く
ポ
ン
チ
絵
や
コ
マ
絵
が
配
置
さ
れ
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
読
物
が
提
供
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
視
覚
的
に
補
っ

た
り
、
絵
の
挿
入
に
よ
っ
て
読
み
手
の
注
意
を
引
い
た
り
す
る
よ
う
な
工
夫
が
多
々
見
ら
れ
る
。
一
巻
八
編
（
一
九
〇
六
年
五
月
）
の
目
次

に
は
、「
木
版
挿
絵
、
写
真
版
刷
込
い
ろ
い
ろ
あ
り
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
工
夫
は
、
意
識
的
に
実
践
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
後
の
国
内
外
の
新
し
い
社
会
状
況
や
文
化
状
況
を
、
見
る
ペ
ー
ジ
と
読
む
ペ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で
提
供

し
て
い
る
の
が
「
写
真
画
報
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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ま
ず
、
何
を
見
せ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、「
写
真
画
報
」
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
一
巻
一
編
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
写

真
画
報
部
同
人
「
新
年
の
辞
」
に
は
「
内
外
諸
国
の
活
動
更
に
刮
目
す
べ
き
者
あ
ら
ん
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

国
内
外
の
社
会
的
・
文
化
的
・
政
治
的
な
時
事
問
題
や
流
行
を
広
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
国
内
の
事
象
に
つ
い
て
は
、
日
露
戦
争

後
の
近
代
的
な
都
市
空
間
・
都
市
文
化
を
、
事
件
・
行
事
・
風
俗
・
流
行
・
風
景
・
演
芸
・
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
見
せ
る

と
い
う
の
が
基
本
的
な
方
向
性
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
一
巻
一
編
の
写
真
版
に
は
、
海
外
の
競
馬
を
描
い
た
彩
色
石
版
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
を
描
い
た
絵
画
、
満
州
軍
凱
旋
軍
隊
大

歓
迎
会
の
パ
レ
ー
ド
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
版
な
ど
と
と
も
に
、
国
内
を
写
す
写
真
と
し
て
「
皇
室
の
栄
光
」
と
題
さ
れ
た
、
流
行
の
袴
姿

を
し
た
皇
室
の
女
性
た
ち
の
肖
像
写
真
に
洗
練
さ
れ
た
意
匠
を
施
し
た
写
真
版
や
、「
相
撲
界
の
偉
観
」
と
題
し
た
力
士
た
ち
の
写
真
が
並

ぶ
。ま

た
、
一
巻
二
編
（
一
九
〇
六
年
二
月
）
の
写
真
版
「
現
代
の
三
貴
婦
人
」
と
「
英
国
皇
室
の
花
」
の
二
枚
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
黄
色
の

イ
ン
ク
で
着
色
さ
れ
、
二
枚
で
一
つ
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
「
東
西
く
ら
べ
」
の
写
真
版
で
あ
る
。
見
開
き
に
す
る
と
、

左
に
「
英
国
皇
室
の
花
」
と
題
さ
れ
た
、
ド
レ
ス
を
着
用
し
た
貴
婦
人
二
名
の
写
真
が
あ
り
、
右
に
は
「
現
代
の
三
貴
婦
人
」
と
題
さ
れ
た
、

日
本
の
上
流
階
級
の
洋
装
し
た
貴
婦
人
三
名
の
写
真
が
並
ぶ
。
こ
の
よ
う
に
西
洋
と
比
較
し
な
が
ら
、
日
本
の
近
代
的
で
新
し
い
都
市
文
化

を
見
せ
る
「
東
西
く
ら
べ
」
の
写
真
版
は
、「
写
真
画
報
」
に
し
ば
し
ば
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
号
に
は
ほ
か
に
「
東
西
演
劇
く
ら
べ
」
と

い
う
写
真
版
も
あ
り
、
本
郷
座
で
上
演
さ
れ
た
「
伯
爵
夫
人
」
の
舞
台
写
真
の
下
に
、「
仏
国
の
演
劇
」
の
舞
台
写
真
を
並
べ
、
同
じ
趣
向
で

同
時
代
の
演
劇
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
彩
色
石
版
の
「
常
陸
山
と
梅
ケ
谷
の
決
戦
」
は
、
相
撲
の
様
子
を
美
麗
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

右
に
あ
げ
た
号
の
読
物
部
分
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
一
巻
一
編
の
「
活
動
社
会
」
欄
（
一
〜
五
頁
）
で
は
、
国
内
外
の
政
治
的
・
社

会
的
な
話
題
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
8
）。
ま
た
、「
政
界
風
聞
記
」（
一
八
頁
）、
長
谷
川
天
渓
の
「
文
芸
雑
観
」（
二
一
頁
）
が
並
び
、「
世
界

列
国
」
欄
に
は
、「
独
逸
皇
帝
」、「
新
王
国
の
出
現
」、「
奇
な
る
英
国
内
閣
」、「
万
国
奇
談
」
な
ど
の
見
出
し
で
海
外
彙
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。「
文
芸
世
界
」
欄
に
は
、
石
橋
思
案
と
西
村
渚
山
に
よ
る
短
編
の
滑
稽
小
説
が
あ
る
。
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真
と
絵
画
に
よ
っ
て
「
見
せ
る
」
雑
誌
で
あ
っ
た
（
5
）。「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
第
一
巻
（
一
九
〇
四
年
五
月
）
の
創
刊
の
辞
に
あ
た
る
「
武
侠
帝

国
の
花
（
珍
奇
な
る
写
真
画
報
の
出
現
）」
に
お
い
て
、
無
署
名
で
は
あ
る
が
お
そ
ら
く
押
川
春
浪
と
推
定
さ
れ
る
筆
者
は
、「
精
巧
華
麗
」

な
写
真
版
、「
趣
味
あ
る
写
真
と
画
面
」
に
よ
っ
て
、
戦
争
を
め
ぐ
る
「
活
世
界
」
を
「
明
示
」
す
る
の
だ
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

主
と
し
て
精
巧
華
麗

―
所
謂
神し

ん

に
迫
る
の
写
真
版
に
紙
幅
を
満
た
し
（
略
）
其
活
動
の
舞
台
、
立
役
者
等
、
活
世
界
の
活
画
を
明

示
せ
ん
（
略
）
征
露
陸
海
軍
の
活
動
真
図
は
云
ふ
迄
も
無
く
（
略
）
其
他
馬
賊
の
勇
躍
、
ス
ラ
ブ
の
蛮
習　

満
州
、
西さ

い
べ
り
や

比
利
亜
は
愚
か
、

遠
く
黒
海
、
バ
ル
チ
ツ
ク
海
の
果
の
奇
風
に
至
る
迄
で
、
一
々
列
挙
す
べ
か
ら
ざ
る
材
料
は
、
既
に
千
を
以
て
数か

ぞ

へ
（
略
）
趣
味
あ
る

写
真
と
画
面
と
は
愈
よ
多
く
（
略
）
本
館
は
実
に
充
分
な
る
準
備
を
整
へ
て
本
誌
を
出
せ
し
也
。（
三
三
〜
三
四
頁
）

「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
か
ら
「
写
真
画
報
」
に
か
け
て
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
の
重
視
や
読
者
獲
得
の
た
め
の
戦
略
は
引
き
継
が
れ
た
点
が

多
い
。
写
真
や
絵
画
の
見
せ
方
や
配
置
の
仕
方
、
そ
し
て
、
家
庭
向
け
の
雑
誌
と
し
て
、
家
庭
の
構
成
員
に
多
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し

た
内
容
の
選
定
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
改
題
後
の
「
写
真
画
報
」
は
、
博
文
館
が
主
宰
す
る
帝
国
写
真
会
の
機
関
誌
と
い
う
位
置
づ

け
（
6
）

に
な
り
、「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
に
も
た
び
た
び
見
ら
れ
た
写
真
に
ま
つ
わ
る
専
門
的
な
話
題
や
記
事
が
、
ほ
ぼ
毎
号
掲
載
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
（
7
）。
も
っ
と
も
、
写
真
と
絵
画
を
主
軸
に
据
え
、
そ
こ
に
読
物
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
見
せ
る
こ
と
」「
見
る
こ
と
」
を

意
識
し
た
国
内
の
雑
誌
と
し
て
は
、
日
露
戦
争
前
の
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
、
国
木
田
独
歩
が
編
集
す
る
「
東
洋

画
報
」（
時
期
に
よ
り
「
近
事
画
報
」「
戦
時
画
報
」
と
改
題
）
が
先
行
し
、
複
数
の
写
真
を
切
り
貼
り
し
て
、
そ
こ
に
図
画
の
モ
チ
ー
フ
を

合
わ
せ
る
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
、
先
行
誌
と
の
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
内
容
面
に
お
い
て
は
、「
日
露
戦
争

写
真
画
報
」
か
ら
「
写
真
画
報
」
に
改
題
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の

も
、「
日
露
戦
争

写
真
画
報
」
が
見
せ
続
け
て
き
た
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
で
、
同
時
代
の
何
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
べ
き
か
を

模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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化
と
、
連
続
性
の
所
在
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」
と
「
写
真
画
報
」
に
つ
い
て
、
横
田
順
彌
は
「
こ
の
二
種
の
雑
誌
は
冒
険
小
説
や
Ｓ
Ｆ
と
は
関
係
が
薄
い
」
と
述
べ
、

「
冒
険
世
界
」
と
の
関
連
性
の
薄
さ
を
指
摘
す
る
一
方
で
、「
内
容
は
と
も
か
く
、
雑
誌
の
系
統
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
極
め
て
関
係
が
深

い
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
3
）。

た
し
か
に
、
雑
誌
全
体
の
構
成
や
雰
囲
気
に
お
い
て
、「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」・「
写
真
画
報
」
の
二
誌
と
「
冒
険
世
界
」
は
、
大
き
く
異
な
る
特

徴
を
持
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
確
認
で
き
る
。

「
日
露

戦
争

写
真
画
報
」・「
写
真
画
報
」
の
二
誌
は
、
と
も
に
四
六
倍
判
で
、
前
半
に
写
真
と
口
絵
が
三
十
五
枚
前
後
、
後
半
は
読
物
で
、
六
〇
〜

八
〇
頁
程
度
の
構
成
で
あ
り
、
写
真
・
絵
と
読
物
の
割
合
は
お
お
む
ね
半
分
ず
つ
と
い
っ
て
よ
い
。
タ
イ
ト
ル
に
「
画
報
」
と
あ
る
通
り
、

前
半
の
写
真
と
口
絵
が
こ
の
雑
誌
の
呼
び
物
で
あ
り
、
定
価
は
二
十
銭
、
郵
税
二
銭
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「
冒
険
世
界
」
は
、
巻
頭
に
口
絵
が
五
枚
程
度
あ
る
も
の
の
、
主
と
な
る
の
は
読
物
（
毎
号
一
二
八
頁
）
で
、
そ
こ
に
は
押
川
春
浪

の
冒
険
小
説
や
学
生
文
化
を
取
り
上
げ
た
記
事
な
ど
が
並
ぶ
。
こ
ち
ら
の
定
価
は
十
五
銭
、
郵
税
一
銭
五
厘
で
あ
り
、「
写
真
画
報
」
と
く
ら

べ
て
、
巻
頭
の
写
真
や
口
絵
の
数
が
減
り
、
学
生
向
け
に
な
っ
た
分
、
定
価
は
や
や
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
文
内
へ
の
挿
絵
や
写
真
版
の
挿
入
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
工
夫
な
ど
、
視
覚
効
果
を
駆
使
し
て
、
国
内
外
の
社
会
・
文
化

を
読
み
手
に
見
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
に
は
連
続
性
が
見
出
せ
る
。
と
り
わ
け
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
が
、
日
露
戦

争
が
終
わ
っ
た
後
の
雑
誌
誌
面
に
お
い
て
、
近
代
化
し
て
い
く
都
市
空
間
や
都
市
文
化
を
、
こ
れ
ら
の
雑
誌
が
ど
の
よ
う
な
切
り
口
で
見
せ

よ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

二
、「
日
露
戦
争

写
真
画
報
」
か
ら
「
写
真
画
報
」
へ

―
見
せ
る
も
の
の
変
化

押
川
春
浪
が
博
文
館
に
入
社
し
、「
主
任
記
者
」（
4
）
と
し
て
携
わ
っ
た
雑
誌
「
日
露
戦
争

写
真
画
報
」
は
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
事
象
を
写
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―
近
代
的
な
都
市
文
化
の
見
せ
方

「
写
真
画
報
」
か
ら
「
冒
険
世
界
」
へ

5一
、
雑
誌
の
変
化
と
連
続
性

古
典
Ｓ
Ｆ
小
説
・
冒
険
小
説
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
押
川
春
浪
は
、
日
露
戦
争
が
起
こ
っ
た
年
か
ら
晩
年
に
か
け
て
、
四
つ
の
雑
誌
に

編
集
者
と
し
て
関
わ
っ
た
。

押
川
春
浪
の
作
家
活
動
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
転
機
は
、
日
露
戦
争
の
開
始
に
と
も
な
っ
て
、
博
文
館
に
入
社
し
、
家
庭
向
け
戦
争
報
道
画

報
雑
誌
「
日
露
戦
争

写
真
画
報
」（
一
九
〇
四
年
四
月
〜
一
九
〇
五
年
一
二
月
）
の
編
集
者
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
露
戦
争
後
、
同
誌
が
「
写
真

画
報
」
と
改
題
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
押
川
春
浪
は
そ
の
ま
ま
同
誌
の
主
筆
と
な
っ
た
（
一
九
〇
六
年
一
月
〜
一
九
〇
七
年
一
二
月
）（
1
）。
そ

の
後
、
押
川
春
浪
は
「
写
真
画
報
」
の
後
継
誌
の
一
つ
と
し
て
博
文
館
か
ら
創
刊
さ
れ
た
、
青
少
年
向
け
の
雑
誌
「
冒
険
世
界
」
の
主
筆
と

な
る
（
2
）。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
「
東
京
朝
日
新
聞
」
と
の
間
に
生
じ
た
野
球
害
毒
論
争
を
き
っ
か
け
に
博
文
館
を
退
社
し
た
押

川
春
浪
は
、
翌
年
新
た
に
武
侠
世
界
社
を
立
ち
上
げ
、
当
時
大
手
の
出
版
社
の
一
つ
で
あ
っ
た
興
文
社
か
ら
「
武
侠
世
界
」
を
創
刊
し
た
。

本
稿
で
は
、
押
川
春
浪
が
編
集
に
関
わ
っ
た
雑
誌
の
う
ち
、「
写
真
画
報
」
を
中
心
と
し
つ
つ
、「
冒
険
世
界
」
に
至
る
ま
で
の
誌
面
の
変 武田悠希
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（
33
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
二
ノ
オ
頁
。

（
34
） 
染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
一
四
ノ
オ
頁
。

（
35
） 
齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』、
九
ノ
オ
頁
。

（
36
） 
齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』、
一
二
ノ
ウ
頁
。

（
37
） 

齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』、
一
二
ノ
オ
頁
。

（
38
） 

田
代
幹
夫
『
台
湾
軍
記
』
巻
之
一
、
一
六
ノ
ウ
頁
。

（
39
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
二
ノ
オ
頁
。

（
40
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
二
五
ノ
オ
頁
。
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ド
・
マ
イ
ヤ
の
原
文
に
は
言
及
が
あ
る
鄭
氏
一
族
の
こ
と
は
、「
台
湾
誌
」
で
は
は
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。Father de M

ailla.

（
中
国
名
は
馮
秉
正
）

T
he E

arly H
istory of Form

osa. Shanghai: Loureiro &
Co., 1874.

（
15
） 

石
原
道
博
『
国
姓

』、
八
一
頁
〜
九
七
頁
を
参
照
。

（
16
） 

石
原
道
博
『
国
姓

』、
八
六
頁
。

（
17
） 

石
原
道
博
『
国
姓

』、
八
八
頁
。

（
18
） 

鄭
成
功
の
字
。

（
19
） 

齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』（
惜
陰
書
屋
、
一
八
五
〇
年
）
一
ノ
ウ
頁
。
以
下
引
用
す
る
漢
文
の
現
代
語
訳
は
す
べ
て
拙
訳
。

（
20
） 

齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』、
九
ノ
オ
頁
。

（
21
） 

田
代
幹
夫
『
台
湾
軍
記
』
巻
之
一
、
一
六
ノ
オ
頁
、
一
七
ノ
ウ
頁
。

（
22
） 

田
代
幹
夫
『
台
湾
軍
記
』
巻
之
一
、
一
六
ノ
オ
頁
、
一
七
ノ
ウ
頁
。

（
23
） 『
台
湾
軍
記
』
に
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
、『
台
湾
事
略
』
で
は
、
こ
の
表
現
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
東
條
保
は
『
台
湾
事
略
』
の
作
成
に
つ
い
て
、
清
国
の
書
籍

『
聖
武
記
』
を
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
東
條
保
は
『
台
湾
事
略
』
初
編
巻
上
、
題
言
一
ノ
オ
頁
。『
聖
武
記
』
に
も
、
こ
の
母
親
に
つ
い
て
の
表
現
は

見
当
た
ら
な
い
。
魏
源
『
聖
武
記
』﹇
復
刻
版
﹈（
中
華
書
局
、
台
北
、
一
九
六
二
年
）
を
参
照
。

（
24
） 

清
国
の
将
軍
の
名
前
。

（
25
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』（
永
保
堂
、
一
八
七
四
年
）
一
九
ノ
オ
頁
。
ま
た
、『
台
湾
外
記
』
の
表
紙
の
題
目
の
左
下
に
、
小
さ
い
文
字
で
「
一
名
国
性

」
と

書
い
て
あ
る
。

（
26
） 

齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』、
一
三
ノ
ウ
頁
。

（
27
） 

東
條
保
『
台
湾
事
略
』
初
編
巻
上
、
一
三
ノ
ウ
頁
。

（
28
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
序
一
ノ
オ
頁
。

（
29
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
口
絵
一
ノ
オ
頁
〜
一
ノ
ウ
頁
。

（
30
） 

楠
正
成
を
用
い
て
譬
え
た
の
は
、『
海
外
異
伝
』
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
台
湾
出
兵
が
行
わ
れ
る
前
年
の
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
に
発
行
さ
れ
た
文
部

省
編
纂
の
国
語
教
科
書
「
小
学
読
本
」（
榊
原
芳
野
撰
）
の
巻
四
に
、
楠
正
成
・
正
行
父
子
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
） 

田
代
幹
夫
『
台
湾
軍
記
』
巻
之
一
、
一
六
ノ
ウ
頁

（
32
） 

染
崎
延
房
『
台
湾
外
記
』、
一
ノ
ウ
頁
〜
二
ノ
オ
頁
、
四
ノ
オ
頁
、
四
ノ
ウ
頁
、
一
三
ノ
ウ
頁
。
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楽
本
位
の
戯
作
を
作
り
続
け
た
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
興
津
要
『
明
治
新
聞
事
始
め
〔
文
明
開
化
〕
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
七
年
）

五
一
頁
〜
五
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
東
條
保
は
、
号
が
淡
斎
、
信
濃
竜
岡
藩
儒
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、『
古
文
孝
経
訓
解
』、『
古
文
真
宝
俚
諺
抄
』

『
詩
学
必
携
』『
祝
文
新
篇
』
な
ど
の
著
作
が
あ
る
こ
と
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
田
代
幹
夫
は
『
国
史
早
学
』
を
著
し
て
お
り
、
津

江
左
太
郎
に
は
『
詩
工
新
材
』、『
詩
文
必
携
訳
文
全
書
』、『
明
治
詩
文
必
携
』
の
作
品
が
あ
る
。

（
5
） 

近
松
門
左
衛
門
の
『
国
性

合
戦
』（
一
七
一
五
年
）
を
嚆
矢
と
し
て
、『
国
性

後
日
合
戦
』（
一
七
一
七
年
）、『
唐
船
噺
今
国
性

』（
一
七
二
二
年
）
が
発

表
さ
れ
た
。
ま
た
、
紀
海
音
の
『
傾
城
国
性

』（
一
七
一
六
年
）・『
国
性

御
前
軍
談
』（
一
七
一
六
年
）・『
国
性

竹
抜
五
郎
』（
一
七
二
七
年
）、
安
藤
自

笑
の
『
傾
城
野
群
談
』（
一
七
一
七
年
）、
江
島
其
磧
の
『
国
性

明
朝
太
平
記
』（
一
七
一
七
年
）、
閑
楽
子
の
『
今
和
藤
内
唐
土
船
』（
一
七
一
七
年
）、
撰
者

未
詳
の
『
明
清
軍
談
国
性

忠
義
伝
』（
一
七
一
七
年
）
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
に
入
っ
て
も
、
石
田
玉
山
の
『
国
性

忠
義
伝
』（
一
八
〇
四

年
）、
東
西
庵
南
北
の
『
国
性

倭
話
』（
一
八
一
五
年
）、
柳
亭
種
彦
の
『
唐
人
髷
今
国
性

』（
一
八
二
五
年
）、
墨
亭
雪
麿
の
『
国
性

合
戦
』（
一
八
三
四

年
）、
仮
名
垣
魯
文
の
『
国
性

一
代
記
』（
一
八
五
五
年
）・『
国
性

姿
写
真
鏡
』（
一
八
七
二
年
）、
河
竹
黙
阿
弥
の
『
和
国
橋
』（
一
八
六
三
年
）
な
ど
、
鄭

成
功
に
取
材
し
た
作
品
が
次
々
と
世
に
出
た
。
こ
う
し
た
鄭
成
功
に
関
す
る
一
連
の
作
品
か
ら
、
日
本
人
の
鄭
成
功
に
対
す
る
関
心
は
、
江
戸
時
代
か
ら
既
に

始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
石
原
道
博
『
国
姓

』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
八
四
頁
〜
九
一
頁
を
参
照
。

（
6
） 

後
に
新
聞
紙
に
出
た
『
台
湾
軍
記
』
の
広
告
に
は
、
五
編
七
冊
と
書
い
て
あ
る
。
よ
っ
て
、
六
編
の
刊
行
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
7
） 

表
紙
に
『
台
湾
事
情
』
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
題
目
は
『
台
湾
戦
争
記
』
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、『
台
湾
戦
争
記
』
と
す
る
。
巻
の
一
、
巻
の

二
は
『
台
湾
事
情
』
初
編
に
収
録
さ
れ
、
巻
の
三
、
巻
の
四
、
巻
の
五
は
『
台
湾
事
情
』
二
編
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
） 

当
時
の
木
版
印
刷
な
ど
の
出
版
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
印
刷
、
公
刊
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
続
き
は
当
時
出
版
さ
れ

た
も
の
の
、
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
9
） 

田
代
幹
夫
『
台
湾
軍
記
』
三
編
下
（
出
版
社
不
明
、
一
八
七
四
年
）
二
〇
頁
。

（
10
） 

田
代
幹
夫
『
台
湾
軍
記
』
巻
之
一
、
二
ノ
オ
頁
。

（
11
） 

一
八
七
二
年
四
月
に
、
教
部
省
か
ら
祭
政
一
致
の
文
化
政
策
の
方
針
で
、
三
条
の
教
憲
が
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
の
下
、「
教
導
職
」
が
設
け
ら
れ
、
啓
蒙
活

動
が
行
わ
れ
た
。
新
聞
メ
デ
ィ
ア
も
人
々
に
新
し
い
知
識
を
与
え
る
社
会
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
り
、「
事
実
」
を
報
道
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

（
12
） 

東
條
保
『
台
湾
事
略
』
初
編
巻
上
（
出
版
社
不
明
、
一
八
七
四
年
十
一
月
）
序
一
ノ
オ
頁
。

（
13
） 

多
田
直
縄
輯
『
日
本
支
那
談
判
始
末
』（
大
角
氏
蔵
版
、
一
八
七
五
年
四
月
）
序
一
ノ
オ
頁
〜
序
一
ノ
ウ
頁
。

（
14
） 

新
聞
で
の
鄭
成
功
へ
の
言
及
は
、『
東
京
日
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
岸
田
吟
香
が
ド
・
マ
イ
ヤ
の
著
作
を
翻
訳
し
た
「
台
湾
誌
」
の
連
載
に
あ
る
。
し
か
し
、
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依
拠
は
、
出
兵
の
経
緯
と
台
湾
に
つ
い
て
統
一
的
・
均
質
的
な
認
識
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、『
海
外
異
伝
』
か
ら
始
ま
る
鄭
成

功
、
及
び
そ
の
父
親
鄭
芝
龍
に
つ
い
て
の
見
方
は
、
日
本
へ
の
台
湾
出
兵
と
そ
の
領
有
を
支
え
る
論
理
を
形
成
し
た
。
た
だ
し
、
新
聞
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
新
聞
報
道
と
鄭
成
功
像
の
「
日
本
性
」
の
強
調
を
論
述
の
前
提
と
し
た
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
は
、
新

聞
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
は
異
な
る
独
自
の
特
徴
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
は
、
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
紙
幅
の
都
合
上
こ
こ

で
は
詳
し
く
論
じ
な
い
が
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
、
台
湾
と
先
住
民
の
様
々
な
珍
し
い
風
俗
・
習
慣
を
好
奇
の
ま
な
ざ
し
で
描
写
し
て

い
た
の
に
対
し
て
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
は
、
台
湾
及
び
先
住
民
を
旧
来
の
台
湾
像
に
即
し
た
類
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
表
現
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
本
稿
は
、
筆
者
が
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻
比
較
文
学
比
較
文
化
コ
ー
ス
に
提
出
し
た
博
士
論
文
『
明
治
日
本
と
台

湾
像
の
形
成
―
明
治
七
年
「
台
湾
事
件
」
の
波
紋
』〔
二
〇
〇
七
年
〕
の
第
四
部
第
一
章
〔
未
刊
行
〕
を
一
部
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
）

注（
1
） 

一
八
七
四
年
当
時
、
日
本
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
は
草
創
期
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
東
京
を
中
心
に
す
で
に
『
東
京
日
日
新
聞
』、『
横
浜
毎
日
新
聞
』、『
日
新
真
事

誌
』、『
新
聞
雑
誌
』、『
公
文
通
誌
』（
一
八
七
四
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
『
朝
野
新
聞
』
に
改
題
）、『
郵
便
報
知
新
聞
』、『
読
売
新
聞
』
な
ど
の
新
聞
紙
が
刊
行

さ
れ
て
い
た
。

（
2
） 

岸
田
吟
香
の
台
湾
派
遣
の
経
緯
お
よ
び
そ
の
連
載
に
つ
い
て
は
、
陳
萱
『
明
治
日
本
に
お
け
る
台
湾
像
の
形
成

―
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
一
八
七
四
年
「
台

湾
事
件
」
の
表
象

―
』〔
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一
三
年
十
月
〕
を
参
照
。

（
3
） 

台
湾
事
件
を
背
景
に
、
出
兵
か
ら
清
国
と
の
談
判
ま
で
の
長
い
経
緯
が
い
か
に
歌
舞
伎
狂
言
に
取
り
入
れ
ら
れ
芝
居
に
仕
立
て
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
漆
澤

そ
の
子
の
論
文
で
詳
し
く
検
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
漆
澤
そ
の
子
「
明
治
期
の
際
物
に
関
す
る
試
論
―
『
吉
備
大
臣
支
那
譚
』
を
題
材
に
―
」、

『
日
本
史
学
集
録
』
第
二
一
巻
（
筑
波
大
学
日
本
史
談
話
会
、
一
九
九
八
年
）。
ま
た
『
東
京
日
日
新
聞
錦
絵
』
に
も
、『
吉
備
大
臣
支
那
譚
』
を
題
材
に
描
い
た

も
の
が
見
ら
れ
る
。（『
東
京
日
日
新
聞
』
九
百
十
七
号
）

（
4
） 

こ
れ
ら
の
著
者
の
う
ち
、
染
崎
延
房
は
、
一
八
一
八
年
、
藩
士
染
崎
広
右
衛
門
の
長
男
と
し
て
生
れ
、
生
涯
、『
東
京
絵
入
新
聞
』
専
属
の
戯
作
者
と
し
て
、
娯
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有
し
た
鄭
成
功
を
、
楠
木
正
成
の
譬
え
で
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人
の
血
統
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、「
大
和
魂
」
を
会
得
し
て
い
る

と
さ
れ
た
鄭
芝
龍
も
、
台
湾
を
占
領
し
た
海
賊
顔
振
泉
の
死
後
、「
遂つ

ひ

に
鄭て

い

芝し

龍り
ゆ
うこ

れ
に
代か

は

り
て
台た

い
わ
ん湾

嶋し
ま

の
首し

ゆ
れ
う領

と
な
る
に
ぞ
渠か

れ

が
威い

せ
い勢

な

か
ヽ
ヽ
顔が

ん
し
ん振

泉せ
ん

に
弥い

や
ま増

」
し
た
と
、
そ
の
統
治
の
巧
み
さ
を
記
し
て
い
る
。（
39
）
そ
し
て
、
鄭
成
功
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
占
領
に
対
し
て
、「
此

地
は
父
の
旧き

ゆ
う
れ
う領ゆ

へ
今
我わ

れ

こ
れ
を
復ふ

く

せ
ん
と
す
」
こ
と
を
記
し
、
取
り
戻
し
た
台
湾
で
「
専も

つ
はら

仁じ
ん

政
を
旋ほ

ど
こす

に
ぞ
民た

み

歓よ
ろ
こん

で
心し

ん
ふ
く服

せ
り
」
と

称
え
て
い
る
。（
40
）

こ
れ
ら
の
表
現
を
通
し
て
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
は
、
鄭
芝
龍
、
鄭
成
功
即
ち
大
和
魂
の
持
ち
主
が
、
台
湾
を
、
清
国
の
領
土
に
な
る

以
前
に
、
既
に
支
配
し
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
鄭
成
功
が
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
父
親
鄭
芝
龍
が
支
配
し
て
い
た
台
湾
を
取
り
戻
し

た
よ
う
に
、
日
本
も
出
兵
を
通
し
て
も
う
一
度
台
湾
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
言
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、
中
国
人
で
あ
る
鄭
芝
龍
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
日
中
混
血
児
で
あ
る
鄭
成
功
、
そ
し
て
満
州
族
の
清
国
へ
と
、
台
湾
の
支
配
者
が
常

に
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
、
日
本
が
出
兵
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
、
武
力
に
よ
っ
て
占
領
で
き
る
「
無
主
の
地
」
で
あ
る
こ
と
の
根

拠
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
国
性

合
戦
』
の
描
写
し
た
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
鄭
成
功
と
異
な
る
、
中
国
人
的
な
側
面
も
持
っ
て
い

る
も
の
の
台
湾
を
支
配
し
た
「
日
本
人
」
と
い
う
鄭
成
功
観
は
、
幕
末
の
『
海
外
異
伝
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
日
本
社
会
の
中
で
形
成
さ
れ
、

浸
透
し
は
じ
め
て
い
た
。
こ
の
鄭
成
功
像
は
さ
ら
に
、
一
八
七
四
年
の
台
湾
事
件
の
際
に
は
、
彼
の
中
国
人
的
な
側
面
が
取
り
除
か
れ
、
日

本
精
神
を
有
す
る
点
の
み
が
強
調
さ
れ
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
巧
み
に
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
は
、
形
式
や
叙
述
の
重
点
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾

に
つ
い
て
の
記
述
や
見
方
に
お
い
て
、
そ
の
背
景
を
作
り
上
げ
る
言
説
が
類
似
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
へ
の
依
拠
、

及
び
齋
藤
拙
堂
の
『
海
外
異
伝
』
か
ら
始
ま
っ
た
「
日
本
人
」
と
し
て
の
鄭
成
功
観
へ
の
依
存
で
あ
る
。
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
へ
の
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な
特
質
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
忠
肝
類
ひ
な
ら
ざ
る
」
鄭
芝
龍
の
子
で
あ
る
鄭
成
功
は
、「
殊
に
日
本
に
生
れ

し
故
頗
る
倭
魂
ひ
な
り
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
推
測
で
き
る
。（
33
）
染
崎
延
房
は
、
史
実
と
合
わ
な
い
虚
構
の
表
現
を
用
い
て
、
鄭
芝
龍
の

日
本
的
な
特
質
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
鄭
成
功
を
よ
り
純
粋
な
日
本
人
と
し
て
描
き
上
げ
て
い
る
。

江
戸
末
期
に
作
成
さ
れ
た
『
海
外
異
伝
』
に
お
け
る
鄭
成
功
像
に
つ
い
て
、
も
う
一
点
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、
齋
藤
拙
堂
は
鄭
成
功
を

日
本
人
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
中
国
人
の
部
分
を
否
定
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
始
終
「
儒
生
」
の
装
い
を
し
て
い
た
鄭
成
功
は
、
明
国

の
隆
武
帝
が
清
国
兵
士
に
殺
害
さ
れ
、
父
親
鄭
芝
龍
が
清
国
へ
降
伏
し
た
こ
と
で
、「
慷
慨
激
烈
。
謀
起
義
兵
。
詣
孔
廟
焚
所
著
儒
服
。
拝
辞

而
去
」（
鄭
成
功
は
激
し
く
憂
い
嘆
き
、
義
兵
を
起
こ
そ
う
と
謀
る
。
孔
子
廟
に
参
詣
し
て
、
着
用
し
て
い
た
儒
服
を
燃
や
し
、
拝
辞
し
去
る
）

と
、
孔
子
廟
で
「
儒
服
」
を
焼
き
、
明
国
の
回
復
を
目
指
し
て
武
人
と
し
て
生
き
よ
う
と
決
心
す
る
。（
35
）
ま
た
、
台
湾
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人

を
追
い
出
し
て
、「
制
法
律
。
興
学
校
。
計
丁
庸
。
養
老
幼
」（
法
律
を
制
定
し
、
学
校
を
興
し
、
調
庸
制
を
整
え
、
老
幼
を
養
う
）
と
、
台

湾
の
経
営
を
通
し
て
明
国
の
回
復
を
図
っ
て
い
た
こ
と
も
書
い
て
あ
る
。（
36
）
こ
れ
ら
の
表
現
は
史
実
に
従
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

鄭
成
功
の
「
中
国
的
」
な
側
面
を
表
す
描
写
で
も
あ
る
。

他
方
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
で
は
、『
海
外
異
伝
』
に
お
け
る
鄭
成
功
の
「
日
本
人
」
と
し
て
の
表
現
は
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の

「
中
国
人
」
で
あ
る
部
分
に
関
し
て
は
、
省
略
さ
れ
た
り
、『
海
外
異
伝
』
と
全
く
反
対
な
視
点
で
解
釈
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
鄭
成
功
の
台

湾
経
営
を
、
明
国
の
回
復
の
た
め
で
は
な
く
、
日
本
人
の
行
動
と
し
て
、
視
点
を
変
化
さ
せ
て
表
現
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
意
図
的
に
鄭
成
功
を
日
本
人
と
し
て
描
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
彼
が
台
湾
を
領
有
し
て
い
た
こ
と
と
深
く
関
わ

る
。『
海
外
異
伝
』
に
は
、
台
湾
を
占
領
す
る
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
、
鄭
成
功
は
「
台
地
吾
先
人
所
開
創
。
吾
復
故
土
則
足
矣
。
珍
宝
諸
物
。

任
爾
載
去
。
非
吾
所
需
也
」（
台
湾
の
土
地
は
我
が
先
人
の
開
墾
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
故
地
を
回
復
す
れ
ば
満
足
す
る
。
珍
宝
諸
物

は
求
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
持
っ
て
い
く
に
任
せ
れ
ば
い
い
）
と
述
べ
、
鄭
芝
龍
の
時
か
ら
既
に
台
湾
を
領
有
し
て
い
た
と
強
調
し

て
い
る
。（
37
）
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
な
る
と
、『
台
湾
軍
記
』
で
は
、「
鄭て

い

芝し

龍り
ゆ
うが

子
鄭て

い
せ
い
こ
う

成
功
が
紅お

ら
ん
だ
じ
ん

毛
人
を
追お

い

退し
り
ぞけ

て
台た

い
わ
ん湾

の
地ち

を
取と

り

返か
へ

し
た
る
」
と
、
同
じ
こ
と
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。（
38
）
さ
ら
に
、『
台
湾
外
記
』
で
は
、
前
述
し
た
口
絵
の
書
き
込
み
の
文
章
で
、
台
湾
を
領
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に
台た

い
わ
ん湾

の
孤こ

と
う島

に
拠よ

り
島し

ま

を
守ま

も

る
既す

で

に
三さ

ん
せ世

頗す
こ
ぶる

楠な
ん

氏し

の
義ぎ

れ
つ烈

に
似に

た
り
」
と
説
明
が
あ
る
。（
29
）
さ
ら
に
、『
海
外
異
伝
』
に
も
使
わ
れ
て

い
た
楠
氏
の
譬
え
を
加
え
て
、
そ
の
「
大
和
魂
」
を
表
し
て
い
る
。（
30
）
こ
の
よ
う
に
、『
台
湾
軍
記
』、『
台
湾
事
略
』、『
台
湾
外
記
』
な
ど
、

台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
、『
海
外
異
伝
』
に
始
ま
る
日
本
文
化
を
会
得
し
た
鄭
成
功
像
が
描
か
れ
続
け
た
こ
と
は
、
台
湾
事
件
の
頃
に
、
日

本
人
と
し
て
の
鄭
成
功
像
が
次
第
に
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鄭
成
功
の
非
日
本
的
な
要
素
を
取
り
除
か
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
父
親
鄭
芝
龍
に
つ
い
て
も
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
日

本
と
の
関
わ
り
が
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
台
湾
を
根
拠
地
と
し
て
密
貿
易
に
従
事
し
た
鄭
芝
龍
は
、
一
六
二
八
年
明

国
に
招
か
れ
、
都
督
ま
で
進
ん
だ
。
し
か
し
、
一
六
四
六
年
に
明
国
に
叛
き
清
国
に
降
伏
し
た
た
め
、
奸
臣
の
イ
メ
ー
ジ
が
き
わ
め
て
強
く
、

清
代
か
ら
徹
底
的
に
け
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
で
は
、
彼
が
明
国
に
叛
い
た
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
も
、
そ
の
奸

猾
さ
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ど
こ
ろ
か
彼
の
侠
勇
や
才
智
を
語
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
台
湾
軍
記
』
で
は
、
わ
ず
か
に
一
箇

所
で
は
あ
る
が
、「
鄭て

い

芝し

龍り
ゆ
うと

云い
ふ

は
驍

き
や
う

勇ゆ
う

智ち
ほ
う謀

の
人ひ

と

に
有あ

り

」
と
称
え
て
い
る
。（
31
）
ま
た
、『
台
湾
外
記
』
に
な
る
と
、
明
国
の
最
後
の
皇
帝

た
ち
が
、
政
事
を
顧
み
ず
、
宴
楽
の
み
を
事
と
し
、
女
色
に
耽
り
奸
臣
を
寵
愛
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
荒
唐
無
稽
な
側
面
が
実
質
以
上

に
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
皇
帝
に
疎
ま
れ
な
が
ら
も
真
心
を
尽
く
し
て
仕
え
た
鄭
芝
龍
が
、
遂
に
敵
陣
の
清
国
に
赴
く
事

態
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
、
長
々
と
描
か
れ
る
。
そ
れ
ら
の
誇
張
し
た
表
現
と
と
も
に
、
鄭
芝
龍
は
、
常
に
「
万ば

ん
ぷ夫

不ふ
と
う当

の
英え

い

勇ゆ
う

」、

「
智ち

ゆ
う勇

」、「
義ぎ

き気
な
る
丈お

と
こ夫

」「
固も

と

よ
り
義き

き気
あ
る
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。（
32
）
こ
れ
ら
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
義
侠
心
の
強
い
鄭
芝
龍

像
を
描
く
の
み
な
ら
ず
、
清
国
へ
の
降
伏
は
明
の
皇
帝
た
ち
の
腐
敗
に
起
因
す
る
と
示
唆
す
る
こ
と
で
、
鄭
芝
龍
の
謀
叛
人
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
大
き
く
薄
め
て
い
る
。

最
も
重
要
な
の
は
、
鄭
芝
龍
が
「
壮そ

う
ね
ん年

の
と
き
日に

つ
ほ
ん本

に
渡わ

た

り
剣け

ん
ど
う道

を
熟じ

ゆ
く
れ
ん練し

後の
ち

南な
ん
ば
ん蛮

に
趣お

も
むき

て
其そ

の

頃こ
ろ

支し
な
じ
ん

那
人
の
知し

ら
ざ
る
所と

こ
ろの

火く
わ
じ
ゆ
つ術の

奥お
く

旨し

を
習な

ら

い
深ふ

か

め
」
た
と
い
う
点
で
あ
る
。（
33
）
つ
ま
り
、
全
く
日
本
人
の
血
統
を
持
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
く
か
ら
長
く
日
本
で
生

活
し
た
こ
と
や
、
日
本
の
伝
統
の
一
つ
で
あ
る
剣
術
の
習
得
を
通
し
て
、
日
本
文
化
や
日
本
精
神
を
会
得
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
謀
叛
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
抑
え
、
日
本
精
神
を
有
す
る
人
物
と
し
て
鄭
芝
龍
を
描
く
こ
と
は
、
そ
の
日
本
的
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こ
の
よ
う
に
、
中
華
文
化
の
尺
度
を
超
え
た
行
動
の
描
写
は
、
江
戸
時
代
の
『
海
外
異
伝
』
に
始
ま
り
、
特
に
台
湾
事
件
の
時
に
出
版
さ

れ
た
書
物
の
中
で
く
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
苛
烈
な
描
写
を
通
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
人
と
結
婚
し
て
長
ら
く
中
国
に

住
む
一
人
の
日
本
人
女
性
の
個
人
的
な
行
為
で
は
な
く
、
気
高
さ
と
潔
白
さ
と
い
っ
た
性
質
を
持
つ
日
本
人
女
性
と
し
て
の
鄭
成
功
の
母
親
、

及
び
そ
の
母
親
の
節
操
を
大
切
に
す
る
日
中
混
血
児
と
し
て
の
鄭
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

こ
の
母
親
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
連
し
て
、
日
本
人
と
し
て
の
鄭
成
功
の
表
現
も
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
に
影
響
を
与
え
た
『
海
外
異
伝
』
の
後
書
き
に
当
た
る
文
章
の
中
で
、
齋
藤
拙
堂
は
鄭
成
功
に
つ
い
て
、「
鄭
大
木
慷
慨
唱
義
。
招
頽
日
於

虞
淵
。
以
孤
兵
当
勃
興
之
敵
。
百
折
不
撓
。
有
我
楠
中
将
之
風
。
及
其
子
孫
奉
正
統
於
一
隅
数
十
年
。
亦
與
楠
氏
相
類
矣
。
蓋
孕
我
東
方
之

精
故
歟
」（
鄭
成
功
は
慷
慨
し
て
正
義
を
唱
え
て
い
る
。
虞
淵
に
傾
い
て
い
く
太
陽
を
招
く
よ
う
に
、
少
な
い
兵
で
も
っ
て
勃
興
し
た
敵
軍
に

対
抗
し
よ
う
と
す
る
。
何
度
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
、
我
が
楠
木
正
成
武
将
の
気
風
を
有
す
る
。
そ
の
子
孫
に
及
ん
で
、
台
湾
の
一
隅
に
お

い
て
明
朝
の
正
統
を
奉
じ
、
数
十
年
に
及
ぶ
。
こ
れ
も
ま
た
楠
氏
と
類
似
す
る
。
け
だ
し
我
が
東
方
の
精
神
を
含
む
故
で
あ
る
）
と
表
現
し

て
い
る
。（
26
）
日
本
史
上
有
名
な
忠
臣
で
あ
る
「
楠
公
」
の
例
を
用
い
た
の
は
、
明
国
に
尽
し
た
鄭
成
功
の
義
臣
た
る
特
質
を
表
す
た
め
だ

け
で
は
な
い
。「
蓋
孕
我
東
方
之
精
故
歟
」
と
い
う
言
葉
に
も
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
美
徳
を
有
す
る
鄭
成
功
の
イ
メ
ー
ジ
を
強

調
し
、
日
本
の
伝
統
的
な
精
神
を
重
ん
じ
る
鄭
成
功
像
作
り
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
比
喩
な
の
だ
。

『
海
外
異
伝
』
に
お
け
る
鄭
成
功
の
表
現
と
同
様
の
も
の
は
、『
台
湾
事
略
』
に
も
見
ら
れ
る
。
鄭
成
功
に
つ
い
て
、「
実
に
其
義
勇
日
本
人

タ
ル
ニ
愧ハ

ヂ

ス
是
レ
我
カ
東
方
ノ
精
ヲ
孕ハ

ラ

ム
故
ナ
ル
カ
」
と
、『
海
外
異
伝
』
と
全
く
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
る
。（
27
）
続
い
て
出
版
さ
れ
た

『
台
湾
外
記
』
も
そ
の
序
文
で
、
作
成
の
動
機
に
つ
い
て
、「
鄭て

い
せ
い
こ
う

成
功
の
頗す

こ
ぶる

日や
ま
と本

魂だ
ま
しひ

な
る
。
略り

や
く
で
ん伝を

な
ん
綴つ

ヾ

り
も
の
し
て
。
台た

い
わ
ん
ぐ
わ
い
き

湾
外
記
と

は
題だ

い

す
る
事こ

と

し
か
り
」
と
書
き
、
明
国
に
尽
し
た
忠
臣
で
は
な
く
、
日
本
人
に
固
有
の
精
神
の
持
ち
主
と
し
て
捉
え
て
い
る
。（
28
）
こ
の
よ

う
に
、
大
和
魂
を
有
す
る
鄭
成
功
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、『
台
湾
外
記
』
の
巻
頭
の
口
絵
に
も
は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
。
口
絵
の
右
上
の
、
中

国
服
を
着
用
し
た
鄭
芝
龍
に
対
し
て
、
左
上
の
田
川
氏
は
和
服
姿
で
あ
る
。
口
絵
の
真
中
に
大
き
く
描
か
れ
た
鄭
成
功
は
、
父
親
と
同
じ
中

国
服
で
は
な
く
、
日
本
の
武
将
の
よ
う
な
格
好
を
し
て
い
る
。
そ
の
肖
像
の
上
に
は
、「
常つ

ね

に
双そ

う
し
ゆ手

日に
つ
ぼ
ん
と
う

本
刀
を
揮ふ

り
て
数す

ま
ん万

の
敵て

き

を
悩な

や
ませ

り
遂つ

い
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本
人
と
の
血
縁
関
係
と
日
本
人
的
な
精
神
性
の
強
調
は
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
た
だ
し
、『
海
外
異
伝
』
と
異

な
っ
て
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
で
は
、
鄭
成
功
の
父
親
の
記
述
に
は
微
妙
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。『
海
外
異
伝
』
と
比
べ
る
と
、
台
湾
事
件

の
実
録
作
品
で
は
、
父
親
鄭
芝
龍
に
つ
い
て
も
「
日
本
的
」
な
部
分
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
鄭
成
功
の
母
親
、
田
川
氏
に
関
す
る
表
現
を
見
て
お
こ
う
。『
海
外
異
伝
』
で
は
、
鄭
芝
龍
が
清
国
に
降
参
し
た
後
、
乱
暴
を
は
た

ら
く
清
兵
に
汚
さ
れ
た
田
川
氏
が
、
城
楼
か
ら
川
に
投
身
自
殺
し
た
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
田
川
氏
の
行
動
を
、
清
兵
の
言
葉
に
よ
っ

て
、「
清
兵
吐
舌
曰
。
婦
女
尚
能
爾
。
倭
人
勇
決
不
負
所
聞
也
。
成
功
痛
恨
。
剖
其
母
腹
。
出
腸
滌
穢
。
重
納
之
以
歛
」（
清
兵
は
舌
を
巻
い

て
、
婦
女
で
さ
え
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
日
本
人
の
勇
猛
果
敢
は
噂
に
た
が
わ
ぬ
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
鄭
成
功
は
こ
れ
を
知

り
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
母
親
の
腹
部
を
割
き
、
内
臓
を
出
し
て
汚
れ
を
清
め
て
か
ら
、
再
び
納
め
て
こ
れ
を
埋
葬
し
た
）

と
表
現
し
て
い
る
。（
20
）
田
川
氏
の
気
高
い
姿
勢
は
、
敵
国
清
の
兵
の
驚
嘆
を
通
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
一
層
際
立
つ
。
ま
た
、
清
国
兵

士
に
汚
さ
れ
た
母
親
の
腹
を
切
り
開
き
、
腸
を
清
め
て
か
ら
埋
葬
し
た
と
い
う
描
写
は
、
田
川
氏
を
潔
白
な
状
態
に
戻
そ
う
と
す
る
、
日
本

人
と
し
て
の
鄭
成
功
の
こ
だ
わ
り
や
気
高
さ
、
武
士
の
精
神
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
身
体
髪
膚
を
大
事
に
す
る
中
華
文
化

か
ら
見
れ
ば
、
母
親
の
身
体
を
毀
傷
す
る
行
為
は
想
像
を
超
え
た
所
業
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
場
面
の
描
写
は
、
台
湾
事
件
の

実
録
作
品
の
中
で
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、『
台
湾
軍
記
』
は
、
田
川
氏
の
自
殺
に
つ
い
て
、「
婦ふ

じ
よ
し

女
子
す
ら
気き

り
よ
く力

あ
る
事こ

と

此か
く

の
如こ

と

し
日に

つ
ほ
ん
じ
ん

本
人
の
勇ゆ

う
き気

は
聞き

く

に
勝す

ぐ

れ
り
と

舌し
た
ま
き捲

し
て
語か

た

り
合
り
」
と
、『
海
外
異
伝
』
と
全
く
同
じ
描
写
を
し
て
い
る
。（
21
）
続
い
て
、『
台
湾
軍
記
』
は
、
自
殺
に
よ
っ
て
名
誉
を
保
っ

た
母
親
の
行
動
に
同
感
し
た
鄭
成
功
が
「
深ふ

か

く
母は

ゝ

の
死し

せ
る
を
痛い

た

み
母は

ゝ

の
屍

し
か
ば
ねを

尋た
つ

ね
出い

だ

し
其そ

の

腹は
ら

を
剖さ

い

て
い
と
懇ね

ん
ごろ

に
膓

は
ら
わ
たを

洗あ
ら

ひ
厚あ

つ

く
葬ほ

う
むり

の

礼れ
い

を
尽つ

く

し
」
た
、
と
記
す
。（
22
）
こ
れ
も
田
代
幹
夫
の
独
創
で
は
な
く
、
彼
が
参
考
に
し
た
『
海
外
異
伝
』
に
影
響
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。

（
23
）
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
台
湾
外
記
』
に
も
、
同
様
な
描
写
が
見
ら
れ
る
。
同
書
は
、
田
川
氏
の
自
殺
に
つ
い
て
「
清し

ん

の
衆す

う
へ
い兵

こ
れ
を

見み

て
実げ

に

や
倭わ

じ
ん人

の
勇ゆ

う
け
つ決

は
婦ふ

ぢ
よ女

す
ら
斯か

く

の
如ご

と

し
と
て
舌し

た

を
吐は

き
て
駭お

ど
ろけ

り
」
と
し
、
そ
れ
を
知
っ
た
鄭
成
功
は
「
憤

い
き
ど
ほり

に
堪た

へ

か
ね
て
母は

は

の
屍

か
ば
ね

の
腹は

ら

を
割さ

き
固こ

山さ
ん
（
24
）
の
為た

め

に
汚け

が

さ
れ
し
膓

は
ら
わ
たを

引ひ
き
い
だ出

し
て
滌

あ
ら
ひ

清き
よ

め
て
元も

と

に
納お

さ

め
て
斯か

く

し
て
厚あ

つ

く
葬ほ

う
むれ

り
」
と
記
し
て
い
る
。（
25
）
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し
て
、
台
湾
を
根
拠
地
に
清
国
に
対
抗
し
た
史
実
も
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
台
湾
と
日
本
の
深
い
関
係
を
際
立
た
せ
な
が
ら
、
鄭

成
功
の
「
反
清
復
明
」
を
通
し
て
、
彼
が
根
拠
地
と
し
て
い
た
台
湾
と
、
当
時
中
国
大
陸
を
支
配
し
て
い
た
清
国
と
の
関
連
を
、
否
定
的
に

捉
え
た
表
現
が
、
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
事
件
が
進
行
中
で
あ
っ
た
一
八
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
異
国
情
緒
を
強
調

し
た
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
鄭
成
功
観
を
、
日
本
と
台
湾
を
結
び
つ
け
る
反
清
の
英
雄
と
し
て
捉
え
な
お
す
こ
と
で
、
台
湾
出
兵
、
領
有
の
正

当
性
を
訴
え
、
さ
ら
に
読
者
の
台
湾
に
対
す
る
親
近
感
を
呼
び
起
こ
す
た
め
の
、
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

各
作
品
で
言
及
さ
れ
て
い
る
、『
海
外
異
伝
』
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
よ
う
。『
海
外
異
伝
』
は
、
津
藩
士
齋
藤
拙
堂
が
一
八
五
〇
年
に

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
山
田
長
政
が
暹
羅
で
功
名
を
立
て
た
こ
と
、
浜
田
弥
兵
衛
が
台
湾
を
占
領
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
カ

ピ
タ
ン
に
謝
罪
さ
せ
た
こ
と
、
鄭
成
功
が
台
湾
を
統
治
し
た
こ
と
な
ど
、
近
世
の
「
日
本
人
」
の
海
外
で
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
。
巻
頭

の
序
文
に
当
た
る
文
章
の
中
で
、
齋
藤
拙
堂
は
、
日
本
の
威
武
は
古
く
倭
武
の
東
伐
か
ら
始
ま
り
、
豊
臣
秀
吉
に
な
っ
て
明
国
の
軍
を
破
り
、

赫
々
た
る
も
の
で
あ
る
が
、「
近
世
山
田
長マ

マ正
之
覇
身
毒
。
浜
田
弥マ

マ兵
之
脅
紅
毛
。
鄭
大
木
（
18
）
之
王
台
湾
。
亦
我
皇
国
之
余
烈
。
而
世
或

不
詳
其
事
蹟
。
豈
不
惜
哉
。
作
海
外
異
伝
」（
19
）（
最
近
で
は
山
田
長
政
が
シ
ャ
ム
で
覇
を
唱
え
、
浜
田
弥
兵
衛
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
脅
か
し
、

鄭
成
功
が
台
湾
を
治
め
た
な
ど
の
こ
と
は
、
な
ん
と
我
が
皇
国
の
遺
し
た
功
業
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
が
、
世
間
が
そ
の
事
蹟
を
詳
ら
か
に

知
ら
な
い
の
は
、
惜
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
た
め
、
海
外
異
伝
を
作
る
）
と
、
著
作
の
動
機
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の

は
、
例
に
挙
げ
ら
れ
た
三
人
の
中
で
鄭
成
功
が
唯
一
、
実
際
に
異
国
の
台
湾
を
支
配
し
た
「
日
本
人
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
、
鄭
成
功
を
日
中
混
血
児
と
し
て
扱
う
「
国
性

」
と
い
っ
た
作
品
と
は
異
な
り
、
齋
藤
拙
堂
は
、
実
質
的
な
血
縁
関
係
及

び
精
神
的
な
感
化
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
、
鄭
成
功
の
活
躍
と
彼
が
「
日
本
人
」
で
あ
る
こ
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
実
質
的
な
血
縁
関

係
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
母
親
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
母
親
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
み

を
指
す
の
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
の
母
親
の
行
為
を
日
本
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
美
徳
で
あ
る
と
美
化
す
る
こ
と
で
、
巧
み
に

日
本
人
と
し
て
の
鄭
成
功
の
特
質
を
強
調
し
て
い
る
。
精
神
的
な
感
化
と
い
う
の
は
、
長
年
孤
軍
奮
闘
し
て
清
国
に
抵
抗
し
て
明
国
の
復
興

を
図
っ
た
、
勇
気
の
あ
る
精
神
は
、
彼
の
個
人
的
な
性
質
で
は
な
く
、
日
本
人
の
気
性
ゆ
え
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
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三
、
台
湾
事
件
の
言
説
に
お
け
る
鄭
成
功
像
の
変
化

一
八
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
つ
い
て
も
う
一
つ
興
味
深
い
点
は
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
で
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
鄭
成
功
が
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。（
14
）
中
で
も
、『
台
湾
外
記
』
は
鄭
成
功
を
中
心
的
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
八
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
三
書
の
う
ち
、『
台
湾
軍
記
』
と
『
台
湾
事
略
』
で
は
、
鄭
成
功
に
関
す
る
記
述
が
非
常
に
多
い
。
こ
れ

に
対
し
て
、
一
八
七
五
年
に
作
成
さ
れ
た
作
品
は
、
鄭
成
功
が
触
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
既
刊
の
書
物
を
参
考
に
し
、
江
戸
末
期
か
ら
始

ま
っ
た
日
中
混
血
児
と
し
て
の
鄭
成
功
像
を
多
く
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
、
鄭
成
功
を
日
本
人
と
し
て
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

『
台
湾
軍
記
』
は
江
戸
末
期
の
齋
藤
拙
堂
『
海
外
異
伝
』
を
参
考
に
し
、
ま
た
『
台
湾
事
略
』
は
清
国
の
『
聖
武
記
』
を
参
考
し
た
と
明
記
し

て
い
る
。

石
原
道
博
に
よ
る
と
、
日
本
の
歴
史
上
、
鄭
成
功
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
が
三
度
あ
っ
た
と
い
う
。
一
度
目
は
、
近
松
門
左
衛

門
の
『
国
性

合
戦
』
が
上
演
さ
れ
た
一
七
一
五
年
前
後
で
あ
る
。
二
度
目
は
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け
て
の
、
日
清
戦
争

前
後
で
あ
る
。
三
度
目
は
、
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。（
15
）
そ
れ
以
外
に
も
、
鄭
成
功
に
対
す
る
関
心
は
、

「
ひ
き
つ
づ
き
持
続
さ
れ
、
つ
ね
に
人
気
が
あ
っ
た
」
と
い
い
、
台
湾
事
件
は
こ
の
一
度
目
と
二
度
目
の
流
行
期
の
間
に
当
た
る
。（
16
）

一
七
一
五
年
の
近
松
門
左
衛
門
『
国
性

合
戦
』
上
演
に
よ
る
鄭
成
功
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
、
石
原
は
、
一
般
大
衆
の
中
国
へ
の
関
心
を
、「
利

害
の
関
心
、
魅
力
と
憧
憬
の
対
象
」
だ
っ
た
と
分
析
し
た
う
え
で
、「
混
血
児
和
唐
内
を
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
、
こ
れ
に
配
す
る
に
、
忠
臣
、
奸
雄
、

烈
婦
・
美
女
い
り
み
だ
れ
て
の
豪
華
絢
爛
、
異
国
情
緒
ゆ
た
か
な
構
想
の
妙
は
、
明
朝
再
興
と
い
う
愛
国
的
正
義
観
と
と
も
に
、
い
た
く
わ

が
人
心
に
投
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。（
17
）

し
か
し
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
お
い
て
は
、
石
原
が
指
摘
し
た
よ
う
な
『
国
性

合
戦
』
で
の
異
国
に
お
け
る
英
雄
と
い
う
鄭
成
功

の
側
面
は
強
調
さ
れ
て
は
い
な
い
。
彼
は
む
し
ろ
、
異
国
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
人
物
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
人
の
母
を
持
ち
、
平
戸
で
生
ま

れ
、
七
才
ま
で
長
崎
で
育
っ
た
人
物
と
い
う
、
日
本
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
追
い
出
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れ
て
い
る
。（
12
）
そ
の
歴
史
記
述
は
、
清
国
の
書
物
『
聖
武
記
』
の
鄭
成
功
に
関
す
る
描
写
を
参
考
に
し
て
お
り
、
ま
た
、
台
湾
事
件
に
関

し
て
は
、
各
新
聞
の
記
事
を
採
録
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
、
田
代
幹
夫
の
『
台
湾
軍
記
』
へ
の
言
及
は
、
同
じ
く
一
八
七
四
年
に

出
版
さ
れ
た
、
鄭
成
功
を
題
材
と
し
た
『
台
湾
外
記
』
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
『
台
湾
軍
記
』
へ
の
強
い
注
目
は
、
ま
だ
進
行
中
と
は
い
え
、

台
湾
事
件
を
描
く
作
品
に
対
す
る
読
者
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
る
。
と
と
も
に
、
事
件
に
よ
っ
て
、
鄭
成
功
の
物
語
の
受
け
止
め
ら
れ
方
が
、

日
中
混
血
児
の
活
躍
す
る
異
国
の
冒
険
談
か
ら
、
日
本
の
領
土
問
題
に
関
連
す
る
歴
史
的
事
件
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
示
す
。

さ
ら
に
、
事
件
終
了
直
後
の
一
八
七
五
年
一
月
に
は
、
佐
田
白
茅
の
『
日
清
貫
珍
』、
及
び
津
江
左
太
郎
の
『
台
清
紀
事
』
が
出
版
さ
れ
た
。

『
日
清
貫
珍
』
は
、
事
件
に
関
す
る
日
本
政
府
の
布
告
、
及
び
国
内
外
の
新
聞
か
ら
紙
名
を
明
記
し
た
う
え
で
記
事
を
選
出
し
て
、
箇
条
書
き

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
台
清
紀
事
』
は
、
先
住
民
や
現
地
の
討
伐
状
況
を
紹
介
し
な
が
ら
、
事
件
の
経
緯
を
記
録
し
て
い
る
。『
台
清

紀
事
』
に
は
、
新
聞
名
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
切
無
い
が
、
先
住
民
の
描
写
と
進
撃
の
表
現
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
各
作
品
と
の
類

似
点
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、『
台
清
紀
事
』
出
版
時
に
は
、
条
約
の
締
結
を
通
し
て
清
国
か
ら
賠
償
金
を
得
る
こ
と
が
知
れ
渡
っ
て
い

た
た
め
か
、
他
の
作
品
と
比
べ
て
、
国
威
発
揚
が
一
段
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
四
月
に
『
日
本
支
那
談
判
始
末
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
序
の
中
で
、
台
湾
事
件
は
「
客
歳
日
清
両
国
ノ
葛
藤
発
起
セ
シ
（
中

略
）
事
既
ニ
陳
腐
ニ
属
シ
所
謂
水
ヲ
河
辺
ニ
商
ヒ
薪
ヲ
山
中
ニ
売
ル
ニ
似
タ
リ
」
と
断
わ
り
な
が
ら
も
、「
日
清
両
国
談
判
ノ
始
末
如
何
ヲ
知

ラ
サ
ル
者
ア
ラ
ン
モ
未
タ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
、「
其
大
略
ヲ
示
シ
以
テ
共
ニ
国
家
ノ
盛
事
ヲ
賀
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
ミ
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
13
）
西
郷
従
道
の
軍
隊
が
台
湾
か
ら
撤
退
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
ヶ
月
後
に
は
、
出
兵
は
既
に
、
国
家
の
大
事
件
と
言
う
よ
り
は
、
陳
腐
な
出

来
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
琉
球
人
の
被
害
、
日
本
の
出
兵
、
征
討

と
い
う
、「
葛
藤
」
の
前
提
と
な
っ
た
部
分
に
対
す
る
読
者
の
注
目
が
、
既
に
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
だ
。
ま
た
、
そ
の
題
名
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
は
、
清
国
と
の
交
渉
・
談
判
と
い
う
、
限
ら
れ
た
部
分
か
ら
事
件
を
捉
え
て
い
る
。
要
す
る
に
、
先
住
民
を
討
伐

し
た
軍
事
的
な
勝
利
と
い
う
観
点
か
ら
、
か
つ
て
ア
ジ
ア
の
文
明
を
代
表
し
て
い
た
清
国
と
の
交
渉
・
談
判
の
勝
利
へ
と
、
事
件
を
表
現
す

る
視
点
に
変
化
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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後
に
出
版
さ
れ
た
作
品
に
は
、
新
聞
記
事
を
分
類
・
整
理
し
た
も
の
が
あ
る
の
に
対
し
て
、『
台
湾
軍
記
』
は
新
聞
記
事
を
参
考
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
収
録
し
た
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
題
名
が
「
軍
記
」
と
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
台
湾
軍
記
』
で
は
、
先
住
民
討
伐
が
中
心
と
な
り
、
前
後
の
展
開
や
事
件
の
経
緯

が
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
に
流
行
っ
て
い
た
、
実
録
と
空
想
と
を
ま
じ
え
て
書
か
れ
た
軍
記
物
と
違
い
、
田
代
幹
夫
が
こ
こ

で
「
事
実
を
録
し
」、「
確
実
の
事
を
編
輯
し
」
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
創
作
と
い
う
よ
り
、
書
籍
や
新
聞
の
内
容
を
編
集
し
て

書
か
れ
て
い
る
。
巻
の
一
の
巻
頭
に
、「
今

こ
ん
ね
ん
く
わ
ん
へ
い

年
官
兵
台た

い
わ
ん湾

を
征せ

い

し
戦せ

ん
そ
う争

既す
で

に
央な

か
ばに

至い
た

れ
り
今い

ま
そ
の其

事し
じ
つ実

を
記き

す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

田
代
幹
夫
に
と
っ
て
、「
事
実
」
を
収
録
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
な
方
針
の
一
つ
だ
っ
た
。（
10
）
た
だ
し
、
こ
こ
で
田
代
幹
夫
が
意
味
す

る
「
事
実
」
と
は
、
あ
く
ま
で
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
り
、
彼
自
身
の
実
体
験
で
は
な
い
。
新
興
の
情
報
伝
達
手
段
で
あ
る
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
を
、
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に
「
事
実
」
と
認
定
す
る
の
は
、
新
聞
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
頼
、
ま
た
、
新
聞
の
も
つ
権
威

の
大
き
さ
が
垣
間
見
ら
れ
る
。（
11
）
新
聞
報
道
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
頼
は
、『
台
湾
軍
記
』
よ
り
後
に
出
版
さ
れ
た
他
の
作
品
に
も
見
出
せ

る
。
こ
れ
を
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
台
湾
事
件
に
つ
い
て
の
言
論
、
及
び
台
湾
、
台
湾
人
・
先
住
民
に
つ
い
て
の
見
方
も
、
新
聞
の
記
事
を
通

し
て
形
作
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
台
湾
軍
記
』
に
続
い
て
出
版
さ
れ
た
、『
台
湾
戦
争
記
』
は
、
伊
藤
久
昭
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
た
。
そ
の
巻
頭
で
、
伊
藤
は
ご
く
簡
潔
な

言
葉
で
琉
球
人
の
被
害
や
問
罪
の
名
義
を
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
彼
自
身
が
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
。『
東
京
日
日
新
聞
』
や
岸

田
吟
香
の
名
前
へ
の
言
及
は
全
く
無
い
も
の
の
、
文
章
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
吟
香
の
記
事
を
箇
条
書
き
の
形
式
で
編
纂
し
た
も
の
で

あ
る
。
吟
香
の
記
事
と
比
べ
る
と
、
誤
字
や
欠
字
、
ま
た
稀
に
あ
る
原
文
の
漢
字
の
仮
名
へ
の
変
換
以
外
、
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
台
湾
に
渡
る
前
の
、
吟
香
が
西
郷
従
道
の
兵
士
と
と
も
に
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
間
の
見
聞
は
多
く
省
略
さ
れ
、
記
述
は
台
湾
の
地
理
、

社
会
及
び
先
住
民
な
ど
の
表
現
、
ま
た
、
台
湾
現
地
で
の
進
撃
状
況
の
描
写
に
集
中
し
て
い
る
。

続
い
て
同
年
十
一
月
に
東
條
保
の
『
台
湾
事
略
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
題
言
の
中
で
、「
方
今
征
台
ノ
事
跡
中
田
代
幹
夫
カ
台
湾
軍
記
ニ

詳
ナ
ル
者
ハ
彼
ニ
譲
リ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
の
台
湾
の
二
百
五
十
年
間
の
歴
史
や
、
地
理
、
風
俗
の
紹
介
に
重
点
が
置
か
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ら
れ
た
鄭
成
功
の
事
跡
は
、
日
本
へ
の
台
湾
出
兵
と
そ
の
領
有
を
支
え
、
事
件
を
表
現
す
る
作
品
の
背
景
を
形
成
し
た
、
重
要
な
要
素
と
考

え
ら
れ
る
。
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
お
け
る
鄭
成
功
の
描
写
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
日
本
人
に
よ
る
台
湾
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
背
景

を
解
明
す
る
。

二
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
か
ら
展
開
さ
れ
た
作
品
群

台
湾
事
件
が
起
き
た
一
八
七
四
年
か
ら
翌
一
八
七
五
年
に
か
け
て
、
作
成
、
編
集
さ
れ
た
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
の
中
で
最
も
早
く
刊
行

さ
れ
た
の
は
、
田
代
幹
夫
の
『
台
湾
軍
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
巻
之
一
に
続
き
、
二
編
、
三
編
上
、
三
編
下
、
四
編
、
五
編
上
、
五
編
下

の
計
五
編
七
冊
の
構
成
で
、
一
八
七
四
年
八
月
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
五
編
下
の
巻
末
で
田
代
幹
夫
は
次
の
巻
の
出
版
を
予
告
し
た
が
、
筆
者

の
調
査
の
限
り
で
は
、
六
編
の
存
在
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。（
6
）
同
じ
く
、
一
八
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
伊
藤
久
昭
の
『
台
湾
戦
争
記
』

も
、
そ
の
巻
の
五
の
巻
末
で
、
巻
の
六
の
出
版
を
知
ら
せ
て
い
る
が
、
現
物
は
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。（
7
）
当
時
、
事
件
は
ま
だ
進
行
中

で
、
大
久
保
利
通
と
清
国
と
の
交
渉
の
行
方
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
出
版
が
中
止
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
い
う
の
も
、
事
件
中

に
出
版
さ
れ
た
こ
の
二
冊
と
は
違
い
、
翌
一
八
七
五
年
に
出
版
さ
れ
た
、『
台
清
紀
事
』、『
日
清
貫
珍
』、『
日
本
支
那
談
判
始
末
』
な
ど
は
、

中
断
す
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
8
）

こ
れ
ら
の
作
品
の
嚆
矢
で
あ
る
、『
台
湾
軍
記
』
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
台
湾
を
統
治
し
た
時
代
に
起
き
た
浜
田
弥
兵
衛
事
件
、
及
び
鄭
成
功

に
よ
る
台
湾
領
有
か
ら
記
述
を
始
め
て
い
る
。
最
終
巻
の
五
編
下
に
は
、
大
久
保
利
通
の
渡
清
や
、
清
国
と
の
交
渉
・
談
判
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
作
成
に
当
た
っ
て
、
田
代
幹
夫
は
三
編
下
の
巻
末
に
あ
る
「
編
者
曰
」
で
、「
此こ

の

都と
と
く督

清し
ん
し使

応お
う
せ
つ接

の
一い

ち
じ
う条

ハ
真し

ん
じ
し

事
誌
に
依よ

り

て
之こ

れ

を
記し

る

せ

り
（
中
略
）
因ち
な
みに

云い
ふ
こ
の
し
よ
し
よ
へ
ん

此
書
初
編
ハ
齋さ

い
と
う藤

拙せ
つ
と
う堂

の
海か

い
く
わ
い
い
で
ん

外
異
伝
等と

う

に
依よ

り
浜は

ま
だ
や

田
弥
兵へ

ゑ衛
鄭て

い

成せ
い
こ
う功

抔な
と

の
事じ

じ
つ実

を
録ろ

く

し
二に

へ
ん編

よ
り
ハ
目ま

の
あ
た
り下の

見み
き聞ゝ

す
る

処と
こ
ろを

以も
つ

て
各い

ろ
ゝ種ゝ

の
新し

ん
ぶ
ん
し

聞
紙
を
参さ

ん
こ
う考

し
其そ

の
う
ち中

確か
く
じ
つ実

の
事こ

と

を
編へ

ん
し
う輯

し
（
中
略
）
此こ

の
し
よ書

を
成な

せ
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。（
9
）
新
聞
記
事
を
編
集
し

て
い
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
『
日
新
真
事
誌
』
以
外
に
、
新
聞
紙
の
名
前
や
記
事
に
関
す
る
情
報
は
一
切
無
い
。
ま
た
、
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例
と
し
て
、
東
京
初
の
日
刊
紙
『
東
京
日
日
新
聞
』
が
岸
田
吟
香
を
台
湾
現
地
に
派
遣
し
て
、
事
件
に
関
す
る
二
つ
の
連
載
と
二
つ
の
台
湾

関
係
の
書
物
の
翻
訳
を
書
か
せ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
2
）
そ
れ
以
外
に
も
、
事
件
完
結
後
の
翌
一
八
七
五
年
に
、
台
湾
事
件
を
背
景
に

し
た
歌
舞
伎
狂
言
、『
吉
備
大
臣
支
那
譚
』
が
、
早
々
と
河
原
崎
座
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
、
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
か
け
て
、
事
件

の
経
緯
を
題
材
に
し
た
、
様
々
な
書
物
が
集
中
的
に
編
纂
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
3
）

事
件
を
題
材
に
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
で
は
、
七
冊
ほ
ど
が
現
存
し
て
い
る
（
以
下
、「
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
」

と
す
る
）。
作
者
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
分
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
当
時
の
和
文
学
者
・
漢
文
学
者
が
、
日
本
を
囲
む
世
界
時
勢
に
注
目
し
、

作
成
に
関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。（
4
）
ま
た
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、

政
府
関
係
者
や
岸
田
吟
香
な
ど
台
湾
を
訪
れ
た
人
々
と
は
異
な
り
、
実
際
に
台
湾
の
土
を
踏
ん
だ
経
験
の
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
、
政
府
の
行
政
文
書
、
及
び
吟
香
の
連
載
を
含
め
た
各
新
聞
紙
の
報
道
に
大

き
く
依
拠
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
認
識
の
な
か
っ
た
台
湾
に
つ
い
て
、
国
姓

鄭
成
功
と
い
う
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く

依
存
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
の
間
に
共
通
す
る
要
素
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
当
時
日
本
で
ど
の
よ
う
な
台
湾
観
が
築
き
あ
げ
ら
れ

て
い
た
の
か
を
解
明
す
る
上
で
、
不
可
欠
の
手
続
き
と
い
え
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
、
及
び
そ
れ
ま
で
流
通
し
て
い

た
鄭
成
功
像
を
基
に
書
か
れ
た
台
湾
事
件
の
実
録
作
品
に
お
け
る
、事
件
に
つ
い
て
の
見
方
と
台
湾
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
。
分
析
に
当
た
っ

て
は
、
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
作
品
の
独
立
性
を
強
調
し
て
、
各
作
品
を
一
つ
ひ
と
つ
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
各
作
品
に
共

通
す
る
表
現
に
焦
点
を
当
て
る
。

こ
こ
で
は
、
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
か
け
て
、
台
湾
事
件
を
題
材
と
し
て
作
成
さ
れ
た
、
実
録
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、

各
作
品
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
行
い
な
が
ら
、
作
品
間
の
関
連
性
を
解
明
す
る
。
次
に
、
直
接
的
に
台
湾
事
件
と
関
係
し
な
い
も
の
の
、

い
く
つ
か
の
作
品
の
中
で
言
及
さ
れ
た
、
鄭
成
功
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
考
察
を
施
す
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
と
台
湾
の
交
流
史
に
お
い
て
唯

一
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
鄭
成
功
の
事
跡
は
、
古
く
江
戸
時
代
か
ら
日
本
社
会
に
伝
わ
っ
て
い
た
。（
5
）
台
湾
事
件
の
際
に
再
度
取
り
上
げ
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メ
デ
ィ
ア
報
道
か
ら
展
開
さ
れ
た
台
湾
事
件
の
関
連
言
説

6一
、
は
じ
め
に

一
八
七
一
年
十
二
月
、
琉
球
の
宮
古
島
の
船
が
遭
難
、
台
湾
南
部
東
海
岸
に
漂
着
し
、
乗
組
員
六
十
六
人
の
う
ち
五
十
四
名
が
現
地
の
牡

丹
社
、
高
士
滑
社
の
先
住
民
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
が
台
湾
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
琉
球
の
帰
属
と
の
関
連
、
日
本
の
旧
士
族
の

政
府
に
対
す
る
不
満
、
政
府
内
部
の
外
征
派
と
内
治
派
と
の
対
立
な
ど
、
様
々
な
要
素
が
相
俟
っ
て
、
一
八
七
四
年
五
月
出
兵
が
決
定
さ
れ
、

牡
丹
社
の
先
住
民
討
伐
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
清
国
は
日
本
政
府
に
厳
重
な
抗
議
を
し
、
長
い
交
渉
が
始
ま
る
。
当
初
は
結
論
が
出
な
か
っ

た
が
、
駐
清
英
国
大
使
が
調
停
に
乗
り
出
し
た
こ
と
で
、
一
八
七
四
年
十
月
日
清
両
国
の
間
に
条
約
が
締
結
さ
れ
、
十
二
月
三
日
、
日
本
軍

は
台
湾
か
ら
撤
退
し
た
。

し
か
し
、
一
八
七
一
年
か
ら
一
八
七
四
年
に
か
け
て
の
台
湾
事
件
に
関
し
て
、
日
本
政
府
は
達
書
・
布
告
を
公
布
し
た
が
、
政
府
関
係
者

の
事
件
に
関
す
る
情
報
や
対
応
を
い
っ
さ
い
公
表
し
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
最
初
の
従
軍
記
者
で
あ
る
岸
田
吟
香
の
記
事
や
、

各
新
聞
の
報
道
、
外
字
新
聞
の
翻
訳
な
ど
を
通
し
て
、
事
件
は
国
民
の
間
に
広
く
伝
わ
っ
た
。（
1
）
国
民
の
出
兵
へ
の
関
心
の
高
さ
を
示
す 陳萱
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二
〇
一
七
年
）
所
収
﹈、
五
十
二
〜
八
十
七
頁

（
14
） 
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
ぶ
ん
ぶ
く
茶

』（
注
6
前
掲
書
）

（
15
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
升
繋
男
子
鏡
』（
請
求
記
号191-87

）

（
16
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
虚
空
太
郎
舎
弟
讐
討
』（
注
8
前
掲
書
）

（
17
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
娘
金
平
昔
絵
草
紙
』（
請
求
記
号 207-1107

）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
佐
藤
悟
校
訂
代
表
『
柳
亭
種
彦
合
巻
集
』

（
叢
書
江
戸
文
庫
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
）
も
参
照
し
た
。

（
18
） 

佐
藤
至
子
「
絵
の
流
れ
、
物
語
の
流
れ
」﹇
同
『
江
戸
の
絵
入
小
説

―
合
巻
の
世
界
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
﹈、
五
十
五
〜
七
十
六
頁
。

（
19
） 

野
崎
左
文
『
増
補
私
の
見
た
明
治
文
壇
』
2
（
青
木
稔
弥
・
佐
々
木
亨
・
山
本
和
明
校
訂
、
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
。

（
20
） 

山
東
京
伝
全
集
編
集
委
員
会
（
編
）『
山
東
京
伝
全
集
』
第
十
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
四
年
）

（
21
） 

山
東
京
伝
全
集
編
集
委
員
会
（
編
）『
山
東
京
伝
全
集
』
第
十
三
巻
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
八
年
）

（
22
） 

こ
の
例
に
つ
い
て
は
佐
藤
至
子
「
絵
の
流
れ
、
物
語
の
流
れ
」（
注
18
前
掲
論
文
）
で
紹
介
し
た
。
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本
稿
は
こ
れ
ら
の
論
文
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
作
品
を
分
析
の
対
象
に
加
え
、
草
双
紙
の
絵
と
文
章
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。

『
ぶ
ん
ぶ
く
茶

』
に
つ
い
て
は
、
松
原
哲
子
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注（
1
） 

佐
藤
至
子
『
幕
末
の
合
巻

―
江
戸
文
学
の
終
焉
と
転
生
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
四
年
）、
四
〜
五
頁
。

（
2
） 

鏑
木
清
方
『
鏑
木
清
方
文
集　

二　

明
治
追
懐
』（
白
鳳
社
、
一
九
七
九
年
）

（
3
） 

初
期
草
双
紙
は
作
者
・
画
工
と
も
不
明
の
作
品
や
画
工
の
名
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
作
品
が
珍
し
く
な
い
。
画
工
の
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
画
工

が
文
章
も
考
案
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
初
期
草
双
紙
の
『
大
幸
浮
世
盃
』（
鳥
居
清
経
画
、
刊
年
不
明
）
は
伝
存
す
る
版
下
本
か
ら
画
工
が
文
章
も

担
当
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
（
叢
の
会
（
編
）『
草
双
紙
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、「
大
幸
浮
世
盃
」
の
項
）。

（
4
） 

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
（
編
）『
近
世
小
説
稿
本
集
』（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
六
十
五
巻
、
天
理
大
学
出
版
部
、

一
九
八
三
年
）

（
5
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
田
舎
源
氏
』（
請
求
記
号W

A
19-20

）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
6
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
ぶ
ん
ぶ
く
茶

』（
登
録
書
名
「
ふ
ん
ふ
く
茶

」、
請
求
記
号 

寄
別5-3-2-12

）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
7
） 

引
用
に
あ
た
っ
て
は
原
文
の
仮
名
を
適
宜
漢
字
に
置
き
換
え
、
踊
り
字
を
仮
名
や
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
等
を
加
除
す
る
。
以
下
、
本
稿
で
版
本
及
び
『
山
東

京
伝
全
集
』
か
ら
引
用
す
る
場
合
の
方
針
は
こ
れ
に
同
じ
。

（
8
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
虚
空
太
郎
舎
弟
讐
討
』（
請
求
記
号208-309

）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
9
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
新
古
今
和
歌
集
』（
寛
政
十
一
年
版
本
、
請
求
記
号 857-53

）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
10
） 

山
東
京
伝
全
集
編
集
委
員
会
（
編
）『
山
東
京
伝
全
集　

第
六
巻
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）。「
読
則
」
は
原
本
の
影
印
（
三
二
六
頁
掲
載
）
か
ら
引
用

し
た
。

（
11
） 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
大
龢
荘
子
蝶
胥
笄
』（
請
求
記
号207-1299

）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
12
） 

奥
平
英
雄
「
絵
巻
に
お
け
る
異
時
同
図
法
」﹇『M

useum

』
第
二
十
三
号
（
東
京
国
立
博
物
館
、
美
術
出
版
社
、
一
九
五
三
年
二
月
）﹈、
二
〜
五
頁
。

（
13
） 

鈴
木
重
三
「
合
巻
の
美
術

―
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
を
中
心
に
」﹇
同
『
改
訂
増
補
絵
本
と
浮
世
絵

―
江
戸
出
版
文
化
の
考
察
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
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お
わ
り
に

近
世
後
期
の
草
双
紙
に
お
け
る
絵
と
文
章
の
連
携
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
の
例
に
即
し
て
概
観
し
た
。
本
稿
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
合
巻
の
口
絵
の
働
き
に
つ
い
て
も
附
言
し
て
お
き
た
い
。
先
行
す
る
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
読
本
の
影
響
を
受
け
、
合
巻
に
は
初

期
草
双
紙
や
黄
表
紙
に
は
な
か
っ
た
口
絵
が
定
着
す
る
。
口
絵
は
主
要
な
登
場
人
物
の
図
像
と
名
前
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
何
ら
か
の
印
象

的
な
情
景
を
見
せ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
。
時
に
は
物
語
の
内
容
を
先
取
り
し
て
表
す
場
合
も
あ
る
。
見
せ
場
を
少
し
だ
け
先

に
見
せ
る
こ
と
で
、
読
者
の
興
味
を
引
き
つ
け
、
作
中
世
界
に
読
者
を
い
ざ
な
う
の
で
あ
る
。

草
双
紙
に
お
い
て
培
わ
れ
た
絵
と
文
章
の
連
携
の
手
法
が
、
明
治
期
以
降
の
媒
体
で
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
失
わ
れ

て
ゆ
く
の
か
は
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
小
説
と
挿
絵
の
問
題
に
限
ら
ず
、
写
真
や
絵
を
取
り
入
れ
た
新
聞
・
雑
誌
の
紙
面
、
コ
マ
割
り

の
あ
る
マ
ン
ガ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
対
象
と
し
た
考
察
が
必
要
だ
ろ
う
。

付
記本

稿
で
論
じ
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
筆
者
は
以
下
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

・
佐
藤
至
子
「
草
双
紙
の
物
語
性
と
文
体
」・「
絵
の
流
れ
、
物
語
の
流
れ
」﹇
同
『
江
戸
の
絵
入
小
説

―
合
巻
の
世
界
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
〇
一
年
）
所
収
﹈、
十
三
〜
三
十
七
頁
、
五
十
五
〜
七
十
六
頁
。

・
佐
藤
至
子
「
草
双
紙
に
お
け
る
絵
と
文
は
ど
う
関
わ
る
の
か
」、
松
田
浩
・
上
原
作
和
・
佐
谷
眞
木
人
・
佐
伯
孝
弘
編
『
古
典
文
学
の
常

識
を
疑
う
Ⅱ
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
八
〜
二
一
一
頁
。

・Satō Y
ukiko. “M

ultim
odality at w

ork in Gōkan.”

（T
ranslated by Frederick Feilden.

）In G
raphic N

arratives from
 

E
arly M

odern Japan: T
he W

orld of K
usazōshi, edited by Laura M

oretti and Satō Y
ukiko, 193-228. Leiden/Boston: 

Brill, 2024. 
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打
守
り
、
ま
す
ま
す
こ
れ
を
怪
し
み
け
る
に
」
と
あ
り
、
こ
の
場
面
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
修
行
者
と
巡
礼
の
正
体

に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
文
章
は
「
か
の
廻
国
の
修
行
者
と
巡
礼
は
何
者
と
い
ふ
事
、
六
冊
目
を
読
め
ば
詳
し
く
分
る
也
」

と
結
ば
れ
て
お
り
、
作
中
人
物
へ
の
興
味
を
か
き
た
て
る
か
た
ち
で
読
者
に
続
き
を
読
む
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
な
お
、
巡
礼
と
修
行
者
の

正
体
が
解
き
明
か
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
後
、
二
十
六
丁
表
に
記
述
さ
れ
る
回
想
場
面
に
お
い
て
で
あ
る
。

絵
に
よ
る
出
来
事
の
提
示
と
文
章
に
よ
る
事
情
の
説
明
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ず
ら
し
、
読
者
に
謎
を
与
え
る
と
い
う
語
り
方
は
、
歌
舞
伎
の

「
だ
ん
ま
り
」
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
端
的
に
わ
か
る
例
が
『
石

い
し
の
ま
く
ら
し
ゅ
ん
し
ょ
う
し
ょ
う

枕
春
宵
抄
』（
注
21
）（
山
東
京
伝
作
、

歌
川
豊
国
画
、
文
化
十
三
年
〈
一
八
一
六
〉
刊
）
の
十
四
丁
裏
・
十
五
丁
表
の
絵
で
あ
る
（
注
22
）。
絵
に
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
本
の
蝋
燭

を
灯
し
た
逆
さ
ま
の
鉄
輪
を
頭
に
つ
け
た
男
が
女
を
刺
し
、侍
が
そ
れ
を
木
陰
か
ら
見
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
鉄
輪
を
つ
け
た
男
は
手
に
持
っ

た
刀
で
足
下
に
倒
れ
て
い
る
女
を
刺
し
て
い
る
が
、
も
う
一
方
の
手
に
は
男
雛
の
人
形
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
人
形
か
ら
白
気
が
出
て
、
そ

の
中
に
蛙
が
姿
を
現
し
て
い
る
。
倒
れ
て
い
る
女
は
女
雛
の
人
形
を
持
っ
て
お
り
、
女
の
髪
は
蛇
の
形
に
な
っ
て
逆
立
っ
て
い
る
。
一
見
し

て
異
様
な
感
じ
の
す
る
絵
だ
が
、
絵
の
余
白
に
「
此
所
だ
ん
ま
り
の
訳わ

け

、
大
切ぎ

り

に
詳
し
く
分
か
る
」
と
い
う
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
、
こ
の
紙
面
お
よ
び
前
後
の
紙
面
に
書
か
れ
た
文
章
に
こ
の
場
面
に
関
す
る
説
明
は
見
い
だ
せ
な
い
。

「
だ
ん
ま
り
」
は
歌
舞
伎
の
演
出
の
ひ
と
つ
で
、
登
場
人
物
が
暗
闇
の
中
で
無
言
の
ま
ま
探
り
合
い
、
立
ち
回
り
を
演
じ
る
も
の
で
あ
る
。

作
者
は
絵
の
示
し
て
い
る
場
面
が
歌
舞
伎
の
「
だ
ん
ま
り
」
の
よ
う
な
無
言
の
場
面
で
あ
り
、
詳
し
く
は
「
大
切
」（
物
語
の
終
わ
り
）
で
明

か
す
こ
と
を
読
者
に
予
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
の
場
合
、
結
末
近
く
の
三
十
三
丁
裏
・
三
十
四
丁
表
で
「
十
五
年
以
前
」
の
出

来
事
が
作
中
人
物
の
秩
父
の
十
郎
に
よ
っ
て
回
想
さ
れ
、
鉄
輪
を
つ
け
た
男
は
安
倍
貞
任
、
殺
さ
れ
た
女
は
真
間
左
衛
門
の
妹
の
露
草
、
木

陰
か
ら
見
て
い
た
侍
は
秩
父
の
十
郎
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

読
者
は
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
る
く
だ
り
ま
で
読
ん
だ
時
点
で
、
前
に
見
た
「
だ
ん
ま
り
」
の
場
面
に
立
ち
戻
り
、
事
情
を
知
っ
た
眼
で
絵

の
内
容
を
再
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
読
書
の
楽
し
み
を
も
た
ら
す
語
り
の
構
成
は
、
言
葉
に
よ
る
表
現
（
文
章
）
と
言
葉

に
よ
ら
な
い
表
現
（
絵
）
と
を
自
在
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
草
双
紙
な
ら
で
は
の
も
の
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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徐
ろ
に
本
文
に
取
掛
つ
て
、
自
分
の
予
想
を
確
め
て
行
く
と
い
ふ
読
み
方
で
、
例
へ
ば
一
度
通
過
し
た
名
所
を
、
今
度
は
案
内
者
の
説

明
附
き
で
再
遊
す
る
と
同
様
、
そ
こ
に
何
と
も
言
へ
ぬ
興
味
が
湧
い
て
、
此
先
は
ど
う
な
る
か
お
先
真
ツ
暗
に
読
ん
で
行
く
読
み
本
と

は
、
其
面
白
さ
は
比
べ
物
に
な
ら
ぬ
の
で
あ
つ
た
。
是
れ
が
僕
自
身
の
幼
い
時
に
於
け
る
草
双
紙
に
就
て
の
感
想
で
、
当
時
は
無
論
読

み
本
の
理
解
者
で
は
な
く
し
て
、
適
切
な
る
草
双
紙
の
嗜
好
者
で
あ
つ
た
の
だ
。

 

（
野
崎
左
文
「
草
双
紙
と
明
治
初
期
の
新
聞
小
説
」『
早
稲
田
文
学
』
二
六
一
号
、
一
九
二
七
年
十
月
）（
注
19
）

読
者
が
絵
だ
け
を
順
々
に
見
て
「
事
件
の
変
遷
」
や
「
人
物
の
浮
沈
消
長
」
を
概
ね
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
合
巻

の
絵
が
基
本
的
に
は
作
中
の
出
来
事
を
継
起
順
に
提
示
す
る
も
の
だ
と
い
う
了
解
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
作
中
の
現
在
を
表
す
絵
の
連

な
り
の
中
に
過
去
の
出
来
事
を
表
す
絵
を
挿
入
す
る
こ
と
は
、
絵
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
を
そ
こ
だ
け
逆
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
回
想
さ

れ
た
過
去
を
表
す
絵
で
あ
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
断
る
の
は
、
絵
を
見
て
作
中
の
現
在
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
読
者
を
戸
惑
わ
せ
な
い
た
め
の

配
慮
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

絵
が
謎
を
提
示
す
る

と
こ
ろ
で
合
巻
で
は
、
絵
で
出
来
事
を
継
起
順
に
提
示
し
な
が
ら
、
文
章
で
は
出
来
事
に
ま
つ
わ
る
事
情
を
必
ず
し
も
詳
し
く
説
明
せ
ず
、

読
者
に
謎
を
与
え
て
興
味
を
引
く
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
『
妹い

も
せ
や
ま

背
山
長な

が
ら柄

文ぶ
ん
だ
い台

』（
注
20
）（
山
東
京
伝
作
、
歌
川
豊
国
画
、
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
刊
）
十
一
丁
裏
・
十
二
丁
表
の
絵
に
は
、

空
に
浮
か
ぶ
龍
と
武
将
を
廻
国
修
行
者
の
男
と
西
国
巡
礼
の
男
が
見
つ
め
て
い
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
紙
面
か
ら
十
二
丁
裏
・

十
三
丁
表
に
か
け
て
続
く
文
章
に
は
、「
谷
川
に
血
潮
流
れ
て
入
る
と
ひ
と
し
く
、
一
道
の
水
気
を
吹
上
げ
、
岩
石
し
き
り
に
鳴
動
し
、
谺
に

響
い
て
物
凄
き
。
折
し
も
、
辻
堂
に
廻
国
の
修
行
者
あ
り
。
こ
な
た
の
岩
の
狭
間
に
西
国
巡
礼
休
ら
ひ
ゐ
て
、
両
人
こ
れ
を
怪
し
み
け
る
に
、

村
雲
の
剣
を
水
上
に
吹
上
げ
、
た
ち
ま
ち
金
色
の
龍
と
化
し
て
飛
上
が
り
け
る
が
、
廻
国
の
修
行
者
と
巡
礼
の
両
人
、
瞬
き
も
せ
ず
此
体
を
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の
、
小
浜
と
忠
知
が
二
人
で
話
し
て
い
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
④
か
ら
忠
知
の
打
ち
明
け
話
と
い
う
形
式
で
過
去
の
出
来
事
の
回

想
が
始
ま
る
が
、
そ
の
文
章
は
こ
の
紙
面
で
完
結
せ
ず
、
十
四
丁
裏
・
十
五
丁
表
お
よ
び
十
五
丁
裏
の
紙
面
へ
と
続
く
。
忠
知
の
長
い
せ
り

ふ
の
中
で
明
か
さ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
忠
知
が
家
来
の
加
太
平
を
連
れ
て
茶
屋
へ
行
っ
た
際
に
他
の
座
敷
の
侍
か
ら
呼
ば
れ
、
加
太
平
に
自

分
の
着
物
を
着
せ
て
身
代
わ
り
に
仕
立
て
た
が
、
加
太
平
が
侍
の
持
ち
物
を
盗
ん
だ
た
め
に
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。

こ
こ
で
絵
Ｂ
に
目
を
向
け
た
い
。
絵
の
余
白
に
は
「
○
こ
れ
よ
り
す
ゑ
は
蝶
三
郎
が
物
語
の
絵
に
て
、
過
ぎ
し
こ
と
な
り
」「
加
太
平
、
主

人
の
着
物
を
着
替
へ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
絵
Ｂ
は
忠
知
が
小
浜
に
語
っ
た
出
来
事
の
一
部
、
忠
知
が
茶
屋
で
加
太
平
に
自
分
の
着
物
を

着
せ
る
場
面
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
十
四
丁
裏
・
十
五
丁
表
の
絵
に
は
、
茶
屋
の
座
敷
で
加
太
平
が
咎
め
ら
れ
て

い
る
様
子
を
忠
知
が
別
の
座
敷
か
ら
見
る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
十
五
丁
裏
の
絵
に
は
切
腹
す
る
加
太
平
を
忠
知
が
見
守
る
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
忠
知
の
語
っ
た
過
去
の
出
来
事
を
表
し
た
絵
で
あ
る
。
こ
れ
は
絵
Ｂ
の
余
白
に
あ
る
「
○
こ
れ
よ
り
す
ゑ
は
蝶
三
郎

が
物
語
の
絵
に
て
、
過
ぎ
し
こ
と
な
り
」
と
い
う
断
り
書
き
と
合
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
文
中
で
過
去
が
回
想
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
絵
に
も
過
去
の
出
来
事
が
表
さ
れ
る
例
は
、
他
の
合
巻
に
も
見
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
も
や
は
り
、
絵
Ｂ
の
断
り
書
き
の
よ
う
に
、
回
想
さ
れ
た
過
去
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
短
文
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
（
注
18
）。

回
想
す
る
語
り
は
、
作
中
の
現
在
の
中
に
、
語
ら
れ
て
い
る
過
去
と
い
う
も
う
一
つ
の
時
間
を
呼
び
込
む
。
絵
が
そ
れ
を
反
映
す
る
時
、

過
去
の
出
来
事
で
あ
る
旨
が
絵
に
附
属
す
る
文
の
か
た
ち
で
明
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
草
双
紙
の
絵
は
、

『
虚
空
太
郎
舎
弟
讐
討
』
の
例
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
作
中
の
出
来
事
を
継
起
順
に
示
し
て
い
く
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
少
な
く
と
も

合
巻
の
時
代
に
は
、
そ
の
こ
と
が
読
者
に
よ
っ
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
例
え
ば
野
崎
左
文
（
安
政
五
年
〈
一
八
五
八
〉
生
ま

れ
）
は
、
合
巻
の
読
書
の
し
か
た
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

合
巻
も
の
ゝ
方
に
至
る
と
、
是
は
僕
ひ
と
り
で
は
無
く
、
多
数
の
読
者
は
皆
同
様
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
の
だ
が
、
貸
本
四
五
編
を
借

入
れ
る
や
否
や
、
先
づ
そ
の
挿
画
を
順
々
に
目
を
透
し
て
、
事
件
の
変
遷
や
巻
中
人
物
の
浮
沈
消
長
等
を
、
腹
の
中
に
納
め
た
後
ち
、
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で
は
、
文
章
に
お
い
て
出
来
事
が
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
記
述
さ
れ
な

い
場
合
、
例
え
ば
回
想
的
な
語
り
が
導
入
さ
れ
る
場
合
は
、
絵
の
配
列
は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
、
合
巻
『
娘

む
す
め

金き
ん
ぴ
ら平

昔む
か
し

絵え

草ぞ
う
し紙

』（
注

17
）（
柳
亭
種
彦
作
、
歌
川
国
貞
画
、
文
政
四
年
〈
一
八
二
一
〉
刊
）
十
三

丁
裏
〜
十
五
丁
裏
を
見
て
み
よ
う
。

十
三
丁
裏
・
十
四
丁
表
（【
図
6
】）
に
は
、
二
つ
の
絵
が
描
か
れ
て
い

る
。
一
つ
は
中
央
に
描
か
れ
た
浪
人
姿
の
干
野
蝶
三
郞
忠
知
と
小
浜
の
図

像
で
あ
る
。
こ
れ
を
絵
Ａ
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
左
上
に
区
切
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
描
か
れ
た
絵
で
、
着
替
え
を
す
る
加
太
平
と
か
れ
に
刀
を
差
し

出
す
忠
知
の
姿
が
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
絵
Ｂ
と
す
る
。

絵
Ａ
の
余
白
に
書
か
れ
た
文
章
（
物
語
を
叙
述
す
る
文
）
の
内
容
を
要

約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
小
浜
が
お
金き

ん

た
ち
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
浪
人
姿
の
忠
知
が
現
れ

る
。

②
お
金
が
忠
知
と
の
再
会
を
喜
ぶ
。

③
小
浜
は
忠
知
を
庭
先
に
連
れ
出
し
、
お
金
が
忠
知
に
思
い
を
寄
せ
て

い
る
こ
と
を
話
し
始
め
る
。

④
忠
知
は
、
自
分
が
か
つ
て
大
内
家
の
侍
だ
っ
た
こ
と
を
小
浜
に
打
ち

明
け
る
。

文
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
順
次
記
述
さ
れ
て
い
る
。
絵
Ａ
は
③

図 6　『娘金平昔絵草紙』13丁裏 14丁表、国立国会図書館デジタルコレクション
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○
一
丁
表

 

絵
―
辰
右
衛
門
と
次
郎
三
郎
が
碁
を
打
っ
て
い
る
。
お
り
つ
が
茶
を
運
ん
で
く
る
。

 
文
章
―
次
郎
三
郎
は
田
畑
を
人
に
任
せ
て
碁
や
将
棋
に
明
け
暮
れ
て
い
る
。
浪
人
の
吉
田
辰
右
衛
門
も
碁
を
好
み
、
朝
夕
、
次
郎
三

郎
の
家
に
来
て
碁
の
相
手
を
す
る
。

○
一
丁
裏
・
二
丁
表

 

絵
―
次
郎
三
郎
の
家
で
辰
右
衛
門
が
お
り
つ
に
接
近
し
、
拒
ま
れ
る
。
次
郎
三
郎
が
帰
宅
す
る
。

 

文
章
―
辰
右
衛
門
は
お
り
つ
に
執
心
し
、
次
郎
三
郎
の
留
守
宅
を
訪
れ
て
お
り
つ
に
言
い
寄
る
が
、
拒
ま
れ
る
。
次
郎
三
郎
が
帰
宅

し
、
辰
右
衛
門
は
裏
口
か
ら
逃
げ
、
以
後
は
次
郎
三
郎
宅
に
来
ら
れ
な
く
な
る
。

○
二
丁
裏
・
三
丁
表

 

絵
―
川
で
船
が
転
覆
し
、
次
郎
三
郎
が
溺
れ
て
い
る
。
縄
を
手
に
し
た
辰
右
衛
門
が
木
陰
か
ら
様
子
を
見
て
い
る
。

 

文
章
―
辰
右
衛
門
は
次
郎
三
郎
の
殺
害
を
企
て
る
。
次
郎
三
郎
は
川
を
隔
て
た
隣
村
の
寺
へ
碁
を
打
ち
に
通
う
。
次
郎
三
郎
は
夜
更

け
に
寺
か
ら
帰
る
途
中
で
船
に
乗
る
。
辰
右
衛
門
は
あ
ら
か
じ
め
施
し
て
お
い
た
仕
掛
け
を
使
っ
て
船
を
転
覆
さ
せ
、
次
郎
三
郎
を

川
の
中
に
突
き
落
と
し
て
溺
死
さ
せ
る
。

○
三
丁
裏
・
四
丁
表

 

絵
―
仏
間
で
人
々
が
大
数
珠
を
繰
る
。
別
室
で
お
り
つ
が
辰
右
衛
門
に
寄
り
添
う
。

 

文
章
―
お
り
つ
は
次
郎
三
郎
の
死
を
嘆
き
、
葬
送
後
も
泣
き
明
か
す
。
辰
右
衛
門
は
媚
薬
を
入
手
す
る
。
七
日
の
逮
夜
に
辰
右
衛
門

は
お
り
つ
の
も
と
を
訪
れ
、
媚
薬
を
飲
ま
せ
て
乱
心
さ
せ
る
。

作
中
で
は
、
次
郎
三
郎
と
辰
右
衛
門
の
交
流
↓
辰
右
衛
門
の
お
り
つ
へ
の
執
心
と
拒
絶
↓
辰
右
衛
門
に
よ
る
次
郎
三
郎
の
殺
害
↓
辰
右
衛

門
の
お
り
つ
へ
の
接
近
と
い
う
順
序
で
出
来
事
が
展
開
す
る
。
文
中
で
は
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、

絵
は
各
紙
面
で
記
述
さ
れ
る
場
面
の
一
部
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
絵
も
作
中
の
出
来
事
を
継
起
順
に
提
示
し
て
い
る
。
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運
ん
で
く
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
異
な
る
時
間
に
起
き
た
三
つ
の
出
来
事
が
一
つ
の
絵
に
ま
と
め
ら
れ
、
紙
面
を
右
上
・
右
下
・
左
の

順
に
見
れ
ば
作
中
で
の
物
語
の
成
り
行
き
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

『
升
繋
男
子
鏡
』
七
丁
裏
・
八
丁
表
（【
図
5
】）
の
絵
は
、
桜
の
咲
く
谷
の
景
色
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
谷
の
上
に
は
飛
ん
で
行
く
手
紙

を
追
い
か
け
て
走
る
中
間
風
の
男
が
描
か
れ
、
谷
の
下
に
は
床
几
に
座
っ
て
手
紙
を
広
げ
て
い
る
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、

文
章
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

前
の
続
き 

（
略
）
折
し
も
疾
風
さ
つ
と
吹
き
来
た
り
て
、
梢
の
花
と
も
ろ
と
も
に
、
か
の
文
を
空
へ
高
く
吹
き
上
げ
け
れ
ば
、
皆
々
驚

き
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
身
を
も
が
く
。
忍
之
介
の
し
も
べ
升
平
、
あ
の
文
が
も
し
や
人
目
に
か
か
り
て
は
御
旦
那
の
身
の
た
め
悪
し
と

空
を
見
上
げ
、
虚
空
に
吹
き
飛
ぶ
玉
づ
さ
の
あ
と
を
慕
ふ
て
走
り
行
。
此
時
、
赤
星
太
郎
武
者
、
は
る
か
谷
陰
の
花
の
も
と
に
休
ら
ひ

て
ゐ
た
り
け
る
が
、
か
の
玉
づ
さ
、
風
に
つ
れ
て
太
郎
武
者
が
目
先
へ
ひ
ら
め
き
落
ち
け
れ
ば
、
何
心
な
く
取
り
上
げ
見
て
、
名
宛
て

を
読
め
ば
（
略
）

作
中
で
は
、
手
紙
が
風
で
飛
ば
さ
れ
る
↓
忍
之
介
の
し
も
べ
の
升
平
が
手
紙
を
追
い
か
け
る
↓
手
紙
が
谷
陰
の
赤
星
太
郎
武
者
の
前
に
落

ち
る
↓
太
郎
武
者
が
そ
れ
を
拾
っ
て
読
む
、
と
い
う
順
序
で
事
態
が
展
開
す
る
。
絵
は
、
こ
の
う
ち
升
平
が
手
紙
を
追
い
か
け
る
場
面
と
赤

星
太
郎
武
者
が
手
紙
を
読
む
場
面
を
取
り
上
げ
、
一
図
に
お
さ
め
た
も
の
で
あ
る
。

『
ぶ
ん
ぶ
く
茶

』
で
は
三
つ
の
出
来
事
が
紙
面
の
右
上
・
右
下
・
左
に
配
置
さ
れ
、『
升
繫
男
子
鏡
』
で
は
二
つ
の
出
来
事
が
紙
面
の
上
・

下
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
配
置
は
、
文
章
を
読
む
際
の
読
者
の
視
線
の
動
き
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
縦
書
き
の
文
章

は
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
書
か
れ
、
右
か
ら
左
に
向
か
っ
て
進
む
。
文
章
を
読
む
時
と
同
じ
よ
う
に
視
線
を
移
動
さ
せ
て
ゆ
け
ば
、
絵
が
順

次
目
に
入
り
、
事
態
の
推
移
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
草
双
紙
の
絵
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
異
時
同
図
法
で
時
間
の
経
過
を
表
現
す
る
例
は
比
較
的
少
な
く
、
複
数
の
紙
面
を
使
っ

て
出
来
事
の
流
れ
を
表
し
て
い
く
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
前
掲
の
黄
表
紙
『
虚
空
太
郎
舎
弟
讐
討
』（
注
16
）
の
一
丁
表
か
ら
三
丁
裏
・
四

丁
表
ま
で
の
紙
面
を
確
認
し
て
み
た
い
。
紙
面
ご
と
に
絵
と
文
章
（
物
語
を
叙
述
す
る
文
）
の
内
容
を
略
述
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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図 4　『ぶんぶく茶 』1丁裏 2丁表、国立国会図書館デジタルコレクション

図 5　『升繋男子鏡』7丁裏 8丁表、国立国会図書館所蔵



絵は出来事をどう語るか

［右9］112

か
る
。
ゆ
め
二
郎
と
か
わ
び
ら
こ
の
関
係
が
物
語
を
叙
述
す
る
文
の
中
で
言
及
さ
れ
る
の
は
五
丁
裏
に
お
い
て
で
あ
り
、
四
丁
裏
五
丁
表
の

絵
と
文
章
に
目
を
通
し
て
い
る
段
階
で
は
、
読
者
は
ゆ
め
二
郎
の
人
物
像
に
つ
い
て
知
り
得
な
い
。「
つ
ぶ
さ
に
次
に
見
へ
た
り
」
と
い
う
文

言
は
読
者
を
戸
惑
わ
せ
な
い
た
め
の
説
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
読
者
に
続
き
を
読
む
こ
と
を
促
す
働
き
も
し
て
い
る
。

石
蘭
の
絵
に
附
属
す
る
文
の
「
本
文
の
ほ
か
を
画
に
て
補
ひ
、
又
、
画
の
ほ
か
を
本
文
に
て
こ
と
わ
る
こ
と
多
し
」
と
い
う
文
言
は
、
こ

の
紙
面
に
お
け
る
物
語
を
叙
述
す
る
文
と
絵
と
の
関
係
を
端
的
に
説
明
し
て
い
る
。
物
語
を
叙
述
す
る
文
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
情
景
が
絵

に
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
、
読
者
は
作
中
人
物
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
人
間
関
係
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

絵
は
時
間
の
経
過
を
ど
う
表
現
す
る
か

物
語
を
叙
述
す
る
文
が
そ
の
中
に
時
間
の
経
過
を
含
み
込
む
の
に
対
し
て
、
絵
と
絵
に
附
属
す
る
文
は
あ
る
時
点
で
の
情
景
を
切
り
取
っ

て
描
写
す
る
。
そ
の
場
合
、
絵
に
よ
っ
て
時
間
の
流
れ
を
表
現
す
る
に
は
複
数
の
紙
面
を
用
い
て
複
数
の
絵
を
示
し
て
ゆ
く
方
法
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
草
双
紙
の
絵
の
中
に
は
、
異
な
る
時
間
に
起
き
た
出
来
事
を
一
つ
の
絵
の
中
に
表
現
す
る
異
時
同
図
法
が
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

異
時
同
図
法
は
古
く
平
安
時
代
末
期
の
絵
巻
物
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』『
伴
大
納
言
絵
詞
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
（
注
12
）。
鈴
木

重
三
は
、
草
双
紙
に
お
け
る
異
時
同
図
法
の
例
と
し
て
黒
本
『
恋
塚
物
語
』（
鳥
居
清
満
画
、
延
享
三
年
〈
一
七
四
六
〉
刊
）
を
紹
介
し
て
い

る
（
注
13
）。
本
稿
で
は
前
掲
の
赤
本
『
ぶ
ん
ぶ
く
茶

』（
注
14
）
と
合
巻
『
升

ま
す
つ
な
ぎ繋

男お
と
こ子

鏡か
が
み』（
注
15
）（
山
東
京
伝
作
、
勝
川
春
扇
画
、
文
化
九
年

〈
一
八
一
二
〉
刊
）
に
お
け
る
異
時
同
図
法
の
例
に
即
し
て
、
出
来
事
の
展
開
を
表
す
絵
の
配
置
が
読
者
の
視
線
の
動
き
に
合
わ
せ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

『
ぶ
ん
ぶ
く
茶

』
一
丁
裏
・
二
丁
表
（【
図
4
】）
の
絵
は
、
右
半
分
が
山
中
の
景
で
、
上
部
に
ぶ
ん
ぶ
く
と
む
じ
な
が
山
道
で
踊
る
場
面

が
描
か
れ
、
下
部
に
ぶ
ん
ぶ
く
が
む
じ
な
を
つ
か
ま
え
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
の
左
半
分
は
人
家
の
景
で
、
ぶ
ん
ぶ
く
が
む
じ
な
を
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を
盗
ん
で
逢
い
引
き
し
た
挙
げ
句
、
出
奔
す
る
（
以
上
、
五
丁
裏
）。

次
に
、
四
丁
裏
・
五
丁
表
の
絵
を
確
認
し
て
お
く
。
便
宜
上
、
紙
面
右
手
・
紙
面
中
央
・
紙
面
左
手
の
三
つ
に
分
割
し
て
絵
の
内
容
を
略

述
し
、
紙
面
右
手
と
紙
面
中
央
の
絵
に
附
属
す
る
文
を
引
用
す
る
。（　

）
内
は
せ
り
ふ
の
話
者
名
を
補
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

紙
面
右
手
―
あ
げ
は
が
転
ん
で
い
る
。
か
わ
び
ら
こ
が
笑
い
な
が
ら
あ
げ
は
の
方
を
見
て
い
る
。
石
蘭
の
幽
霊
が
空
中
に
浮
か
び
、
顔

に
手
を
当
て
て
い
る
。

 

作
者
曰
く
「
石
蘭
が
幽
魂
、
わ
が
子
の
む
ご
く
さ
れ
る
を
嘆
く
。
こ
れ
ら
は
本
文
の
ほ
か
を
画
に
て
補
ひ
、
又
、
画
の
ほ
か
を
本
文

に
て
こ
と
わ
る
こ
と
多
し
。
心
を
つ
け
て
味
は
ひ
給
へ
。
／
あ
（
あ
げ
は
）「
お
つ
か
さ
ん
、
転
ん
だ
ア
引
／
か
（
か
わ
び
ら
こ
）

「
又
転
ん
だ
か
、
い
け
す
か
ね
へ
子
だ
。
泣
か
ず
に
早
く
起
き
ね
へ
と
、
か
ま
は
ず
に
捨
て
て
ゆ
く
ぜ
。
ホ
ン
ニ
あ
き
れ
け
へ
る
ぞ
よ

ウ
引

紙
面
中
央
―
ゆ
め
二
郎
が
建
物
の
陰
か
ら
か
わ
び
ら
こ
の
方
を
見
て
い
る
。

 

ゆ
（
ゆ
め
二
郎
）「
今
出
か
け
て
行
く
所
だ
。
早
く
こ
ち
ら
を
向
か
ね
へ
か
。
ま
だ
見
つ
け
ね
へ
そ
う
だ
。「
ゆ
め
次

（
マ
マ
）郎

が
こ
と
の
わ

け
は
、
つ
ぶ
さ
に
次
に
見
え
た
り

紙
面
左
手
―
建
物
の
中
で
長
官
が
客
の
耳
の
垢
取
り
を
し
て
い
る
。

物
語
を
叙
述
す
る
文
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
、
紙
面
左
手
の
絵
は
長
官
が
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
紙
面
右
手

の
絵
は
か
わ
び
ら
こ
が
長
官
に
弁
当
を
届
け
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
幽
霊
の
出
現
と
あ
げ
は
の
転
倒
に
つ
い
て
は
、

物
語
を
叙
述
す
る
文
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
文
中
で
は
、
あ
げ
は
の
足
に
つ
い
て
「
足
の
筋
を
つ
め
り
し
に
や
、
歩
く
に
片
足
人
並
み

な
ら
ね
ば
」
と
あ
り
、
か
わ
び
ら
こ
の
あ
げ
は
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
「
か
わ
び
ら
こ
は
義
理
あ
る
娘
の
あ
げ
羽
を
う
る
さ
く
思
ふ
の
み
、

寝
せ
起
こ
し
だ
に
よ
く
も
せ
ず
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
絵
と
絵
に
附
属
す
る
文
は
、
こ
れ
を
補
う
か
た
ち
で
、
足
の
不
自
由
な
あ
げ
は
に

か
わ
び
ら
こ
が
冷
淡
な
態
度
を
と
り
、
石
蘭
の
幽
霊
が
そ
れ
を
見
て
嘆
く
と
い
う
情
景
を
表
現
し
、
あ
げ
は
の
不
憫
さ
を
強
調
し
て
見
せ
て

い
る
。
ま
た
、
紙
面
中
央
の
絵
は
、
ゆ
め
二
郎
の
せ
り
ふ
か
ら
、
ゆ
め
二
郎
が
か
わ
び
ら
こ
を
待
つ
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
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表
（【
図
3
】）
に
即
し
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
は
こ
の
紙
面
に
書
か
れ
て
い
る
、
物
語
を
叙
述
す
る
文
の
内
容
を

確
認
し
て
お
く
。
紙
面
右
上
に
「 

ほ
っ
た
ん
第
一
世 

つ
ら
つ
ら
人
の
世

の
．
始
め
終
は
り
を
お
も
ん
み
る
に
」
と
あ
り
、
文
章
は
こ
こ
か
ら
始

ま
っ
て
次
の
五
丁
裏
の
紙
面
ま
で
続
い
て
ゆ
く
。
内
容
を
要
約
す
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

北
条
時
頼
の
時
代
、
鎌
倉
に
耳
の
垢
取
り
を
す
る
長
官
と
い
う
者

が
い
た
。
長
官
は
唐
土
の
出
身
で
妻
の
石
蘭
と
と
も
に
日
本
に
渡

り
、
鎌
倉
の
若
宮
小
路
に
按
摩
・
鍼
と
耳
の
垢
取
り
の
店
を
出
し

た
。
石
蘭
は
身
ご
も
り
、
女
子
を
出
産
し
て
あ
げ
は
と
名
づ
け
る
。

長
官
は
化
粧
坂
の
廓
で
遊
女
の
か
わ
び
ら
こ
に
馴
染
み
、
石
蘭
を
邪

魔
に
思
う
よ
う
に
な
る
。
長
官
は
か
わ
び
ら
こ
を
妻
に
し
た
い
と
考

え
、
石
蘭
が
間
男
を
し
た
と
言
い
つ
の
り
、
無
実
の
罪
を
負
わ
せ
て

追
い
出
す
。
石
蘭
は
川
に
身
を
投
げ
て
死
ぬ
。
長
官
は
か
わ
び
ら
こ

を
後
妻
に
迎
え
る
。
あ
げ
は
は
三
歳
の
夏
に
も
が
さ
を
病
み
、
命
は

と
り
と
め
た
が
（
以
上
、
四
丁
裏
・
五
丁
表
）、
片
目
が
つ
ぶ
れ
、

片
足
が
不
自
由
に
な
る
。
か
わ
び
ら
こ
は
あ
げ
は
を
う
る
さ
く
思

い
、
ろ
く
に
世
話
を
せ
ず
、
長
官
に
弁
当
を
運
ぶ
ほ
か
は
家
事
も
し

な
い
。
長
官
は
か
わ
び
ら
こ
の
機
嫌
を
と
っ
て
い
た
が
、
か
わ
び
ら

こ
は
以
前
の
間
夫
で
あ
る
ゆ
め
二
郎
に
再
会
し
、
二
人
は
長
官
の
目

図 3　『大龢荘子蝶胥笄』4丁裏 5丁表、国立国会図書館デジタルコレクション
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（
Ｃ
）
の
場
面
が
雪
の
日
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
は
絵
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
物
語
を
叙
述
す
る
文
に
そ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
記
さ

れ
て
い
な
い
。

物
語
を
叙
述
す
る
文
と
絵
と
の
連
携

絵
に
附
属
す
る
文
と
、
物
語
を
叙
述
す
る
文
と
を
区
別
す
る
意
識
は
、
既
に
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
刊
行
の
合
巻
に
確
認
で
き
る
。
一

例
と
し
て
、『
岩い
わ
い井

櫛ぐ
し
く
め
の
の野

仇あ
だ
う
ち討

』（
注
10
）（
山
東
京
伝
作
、
歌
川
豊
国
画
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
読と

く
そ
く則

」
と
題
す
る
文
章
の
一
部
を
引
用
す

る
。

予
が
著
述
の
絵
草
紙
、
総

す
べ
て

必
か
な
ら
ず

此こ
の

読
則
あ
り
。
本ほ

ん
も
ん文

、
画ぐ

わ

に
へ
だ
て
ら
れ
て
読よ

み

が
た
き
も
、
此
読
則
を
ま
も
り
て
読
め
ば
、
蜘
の
糸
を

得
て
埜
馬
台
の
詩
を
読
む
が
如
し
。（
略
）

よ
み
は
じ
め 

此
し
る
し
あ
る
所
よ
り
、
ま
づ
先
へ
読
む
べ
し
。

つ
ぎ
へ
つ
づ
く 

文
一
丁
に
書
き
尽
く
し
難
く
、
次
へ
文
の
続
く
し
る
し
な
り
。
此
し
る
し
あ
る
所
は
、
ま
づ
本
文
を
次
ま
で
読
み
続
け

て
、
後
に
小
が
き
を
読
む
べ
し
。

▲　

■
●　

文
の
続
く
し
る
し
な
り
。
ま
づ
此
し
る
し
を
よ
く
見
合
は
せ
て
順
に
読
ま
ざ
れ
ば
文
を
な
さ
ず
。（
略
）

　

小
が
き
の
し
る
し
な
り
。
本
文
を
読
み
て
後
に
小
が
き
を
読
む
べ
し
。

こ
こ
で
い
う
「
本
文
」
は
物
語
を
叙
述
す
る
文
に
相
当
し
、「
小
が
き
」
は
絵
に
附
属
す
る
文
に
相
当
す
る
。
物
語
を
叙
述
す
る
文
は
し
ば

し
ば
長
大
化
し
、
紙
面
の
あ
ち
こ
ち
に
飛
び
な
が
ら
続
く
。
作
者
は
読
者
が
読
む
順
序
を
誤
ら
な
い
よ
う
、
▲
な
ど
の
し
る
し
を
使
っ
て
接

続
を
示
し
た
。
ま
た
、
そ
の
文
が
次
の
紙
面
に
続
く
場
合
は
、
先
に
そ
れ
を
読
む
よ
う
に
と
説
明
し
て
い
る
。

前
節
で
は
『
虚
空
太
郎
舎
弟
讐
討
』
を
例
に
、
絵
お
よ
び
絵
に
附
属
す
る
文
と
、
物
語
を
叙
述
す
る
文
と
の
性
質
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
合
巻
『
大

や
ま
と
ぞ
う
し
ち
ょ
う
ち
ょ
う
の

龢
荘
子
蝶
胥
笄か

ん
ざ
し』（
注
11
）（
曲
亭
馬
琴
作
、
歌
川
国
貞
画
、
文
政
九
年
〈
一
八
二
六
〉
刊
）
四
丁
裏
・
五
丁
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く
だ
き
、（
Ｂ
）
あ
る
時
、
次
郎
三
郎
が
留
守
を
う
か
が
ひ
、
お
り
つ
を
い
ろ
い
ろ
く
ど
き
け
れ
ど
も
、
お
り
つ
は
心
正
し
き
者
に
て
、

い
ち
ゑ
ん
聞
き
入
れ
ず
。（
Ｃ
）
辰
右
衛
門
は
、
む
た
い
に
お
り
つ
を
と
ら
へ
、
く
ん
づ
ほ
ぐ
れ
つ
せ
し
所
へ
、
次
郎
三
郎
帰
り
か
か
り

け
れ
ば
、（
Ｄ
）
大
き
に
驚
き
、
裏
口
よ
り
逃
げ
出
で
て
、
そ
の
後
は
此
家
へ
来
た
る
こ
と
な
ら
ず
、
ほ
う
ほ
う
の
目
に
あ
い
け
る
。

（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
Ａ
）
辰
右
衛
門
は
好
色
で
、
次
郎
三
郎
の
妻
お
り
つ
に
執
心
す
る
。

（
Ｂ
）
辰
右
衛
門
は
次
郎
三
郎
の
外
出
中
に
家
を
訪
れ
て
お
り
つ
に
言
い
寄
る
が
、
お
り
つ
は
聞
き
入
れ
な
い
。

（
Ｃ
）
辰
右
衛
門
と
お
り
つ
が
も
み
合
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
次
郎
三
郎
が
帰
宅
す
る
。

（
Ｄ
）
辰
右
衛
門
は
驚
い
て
裏
口
か
ら
逃
げ
、
以
後
は
次
郎
三
郎
の
家
に
来
ら
れ
な
く
な
る
。

絵
に
表
さ
れ
て
い
る
場
面
は
（
Ｃ
）
で
あ
る
。（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
は
（
Ｃ
）
よ
り
前
に
起
き
た
こ
と
で
あ
り
、（
Ｄ
）
は
（
Ｃ
）
よ
り
後
に

起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
一
続
き
に
書
か
れ
て
い
る
。
文
章
全
体
と
絵
と
の
密
着
度
は
相
対
的
に
低
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
は
辰
右
衛
門
の
行
動
を
中
心
と
す
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。（
Ｃ
）
の
「
次
郎
三
郎
帰
り
か
か
り
け
れ

ば
」
と
い
う
箇
所
は
主
語
が
次
郎
三
郎
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
（
Ｄ
）
に
記
さ
れ
る
辰
右
衛
門
の
行
動
の
原
因
を
記
し
た
も
の
と
し
て
読
め
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
絵
は
次
郎
三
郎
の
家
の
中
で
起
き
て
い
る
こ
と
と
外
で
起
き
て
い
る
こ
と
と
を
同
時
に
偏
り
な
く
描
写
し
て
い
る
。
そ
こ

に
絵
に
描
か
れ
た
人
々
の
せ
り
ふ
が
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
、
何
を
考
え
て
い
る
か
が
具
体
的
に
伝
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
紙
面
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
出
来
事
の
連
な
り
を
記
述
す
る
文
、
す
な
わ
ち
物
語
を
叙
述
す
る
文
で
は
、
特
定
の
対
象
に
焦
点
を
合

わ
せ
つ
つ
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
う
事
態
の
推
移
を
一
続
き
に
伝
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
絵
と
絵
に
附
属
す
る
文
は
作
中
の
あ
る
時
点

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
や
や
離
れ
た
視
点
か
ら
切
り
取
る
よ
う
に
描
写
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
絵
は
、
す
べ
て
の
場
面
を
表
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
描
写
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
場
面
に
つ
い
て
は
文
章
に
書
か
れ
て
い
な
い
事
柄
ま
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
逆
に
言
え
ば
、
絵
を
見
れ
ば
わ
か
る
事
柄
は
文
章
に
よ
る
表
現
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
例
え
ば
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付
し
て
引
用
す
る
。

①
こ
れ
は
、
な
ん
と
な
さ
る
ぞ
。

②
こ
れ
さ
こ
れ
さ
、
重
き
が
上
の
小
夜
衣
と
は
お
情
け
な
ひ
、
拝
み

ま
す
、
拝
み
ま
す
。

③
今
帰
っ
た
ぞ
。
こ
こ
開
け
よ
。

①
は
お
り
つ
の
せ
り
ふ
、
②
は
辰
右
衛
門
の
せ
り
ふ
で
あ
る
。
お
り
つ

は
辰
右
衛
門
の
ふ
る
ま
い
に
驚
い
て
お
り
、
辰
右
衛
門
は
お
り
つ
に
し
つ

こ
く
迫
っ
て
い
る
。「
重
き
が
上
の
小
夜
衣
」
は
寂
然
法
師
の
和
歌
「
さ

ら
ぬ
だ
に
重
き
が
上
の
小
夜
衣
わ
が
妻
な
ら
ぬ
つ
ま
な
重
ね
そ
」
を
ふ
ま

え
た
語
句
で
あ
る
。
こ
の
和
歌
は
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
十
・
釈
教

歌
に
収
め
ら
れ
、「
不
邪
婬
戒
」
の
詞
書
が
あ
る
（
注
9
）。
下
の
句
「
わ
が

妻
な
ら
ぬ
つ
ま
な
重
ね
そ
」（
自
分
の
妻
で
な
い
妻
と
契
り
を
結
ん
で
は

な
ら
な
い
）
に
は
不
義
を
戒
め
る
意
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
お
り
つ
が
辰

右
衛
門
を
拒
ん
だ
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
③
は
帰
宅
を
告
げ
る
次
郎
三
郎

の
せ
り
ふ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
は
、
絵
に
描
か
れ
た
人
物
に
そ
れ
ぞ
れ

結
び
つ
い
て
お
り
、
絵
が
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。

こ
の
①
〜
③
と
は
別
に
、紙
面
の
上
部
に
次
の
文
章
が
あ
る
。
便
宜
上
、

四
つ
に
区
切
り
、（
Ａ
）
〜
（
Ｄ
）
の
記
号
を
付
し
て
引
用
す
る
。

（
Ａ
）
し
か
る
に
吉
田
辰
右
衛
門
は
好
色
者
に
て
、
次
郎
三
郎
が
妻

の
お
り
つ
が
器
量
に
な
づ
み
、
何
と
ぞ
か
れ
を
手
に
入
れ
ん
と
心
を

図 2　『虚空太郎舎弟讐討』1丁裏 2丁表、国立国会図書館デジタルコレクション
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て
、
作
中
で
の
出
来
事
の
連
な
り
や
事
態
の
推
移
を
記
述
す
る
文
章
で

あ
る
。
前
者
を
絵
に
附
属
す
る
文
と
す
る
な
ら
、
後
者
は
物
語
を
叙
述

す
る
文
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

絵
に
附
属
す
る
文
の
例
を
見
て
み
よ
う
。【
図
1
】
は
赤
本
の
『
ぶ

ん
ぶ
く
茶

』（
注
6
）（
作
者
不
明
、
刊
年
不
明
）
の
一
丁
表
で
あ
る
。

絵
に
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
山
中
で
男
が
む
じ
な
を
見
て
い
る
場
面
で

あ
る
。
絵
の
余
白
に
記
さ
れ
た
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
注
7
）。
論
述

の
都
合
上
、
①
〜
③
の
番
号
を
付
す
。

①
東
山
殿
の
茶
道
坊
主
ぶ
ん
ぶ
く
と
い
ふ
者
、
秋
の
頃
、
山
へ
楽

し
み
に
出
、
谷
底
を
見
れ
ば
、
古
き
む
じ
な
、
藻
を
か
ぶ
り
て

い
ろ
い
ろ
に
化
け
る
。

②
は
て
、
あ
じ
な
身
ぶ
り
を
し
を
る
。
ど
う
ぞ
つ
か
ま
へ
た
い
も
の
じ
や
。

③
む
じ
な
、
化
け
る
。

①
は
絵
の
内
容
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
②
は
絵
の
中
の
男
（
ぶ
ん
ぶ
く
）
の
心
中
語
な
い
し
は
独
白
で
あ
る
。
③
は
絵
の
中
の
む
じ

な
の
行
為
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
絵
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
文
で
あ
る
。

次
に
、
物
語
を
叙
述
す
る
文
と
絵
に
附
属
す
る
文
が
紙
面
に
混
在
す
る
例
を
見
て
い
き
た
い
。【
図
2
】
は
、『
虚こ

く
う
た
ろ
う
お
と
と
の
あ
だ
う
ち

空
太
郎
舎
弟
讐
討
』（
注

8
）（
南
杣
笑
杣
満
人
作
、
歌
川
豊
広
画
、
享
和
二
年
〈
一
八
〇
二
〉
刊
）
の
一
丁
裏
・
二
丁
表
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
敵
討
ち
物
の
黄
表
紙

で
あ
る
。
物
語
は
、
次
郎
三
郎
と
吉
田
辰
右
衛
門
が
趣
味
の
碁
を
き
っ
か
け
に
親
し
く
な
り
、
辰
右
衛
門
が
次
郎
三
郎
の
妻
お
り
つ
に
執
心

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
一
丁
裏
・
二
丁
表
の
絵
は
家
の
中
と
外
と
を
一
図
に
お
さ
め
る
構
図
で
、
辰
右
衛
門
が
お
り
つ
に
言
い
寄
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
次
郎
三
郎
が
帰
宅
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
人
の
人
物
の
傍
ら
に
は
次
の
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
①
〜
③
の
番
号
を

図 1　  『ぶんぶく茶 』1丁表、国立国
会図書館デジタルコレクション
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く
、
黄
表
紙
で
は
当
世
性
・
滑
稽
性
を
主
眼
と
す
る
作
品
が
中
心
と
な
り
、
合
巻
の
時
代
に
は
長
く
複
雑
な
筋
立
て
を
持
つ
作
品
が
多
く
な

る
。
黄
表
紙
か
ら
合
巻
へ
の
変
容
は
、
敵
討
ち
物
（
敵
討
ち
を
め
ぐ
る
筋
立
て
を
中
心
に
据
え
た
作
品
）
の
流
行
に
よ
っ
て
一
作
品
あ
た
り

の
分
量
が
増
加
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
。
草
双
紙
は
五
丁
（
十
頁
に
相
当
す
る
）
を
一
巻
と
数
え
、
一
巻
を
一
冊
に
綴
じ
る
体
裁
が

一
般
的
だ
っ
た
が
、
作
品
の
長
大
化
に
伴
い
、
数
巻
を
合
わ
せ
て
綴
じ
る
形
式
が
定
着
し
て
い
っ
た
。「
合
巻
」
の
称
は
こ
う
し
た
装
訂
の
形

式
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
（
注
1
）。

長
編
の
合
巻
で
あ
る
『
白

し
ら
ぬ
い
も
の
が
た
り

縫
譚
』
の
七
十
一
編
（
柳
水
亭
種
清
作
、楊
州
周
延
画
）
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
頃
に
子
供
時
代
を
送
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
合
巻
は
ご
く
身
近
な
読
み
物
だ
っ
た
。
日
本
画
家
の
鏑
木
清
方
（
明
治
十
一
年
生
ま
れ
）

は
、
随
筆
「
草
双
紙
」
の
な
か
で
大
伯
母
が
お
さ
な
子
の
自
分
に
合
巻
の
絵
解
き
を
し
て
く
れ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、「
今
の
子
供
は
い
ろ
い

ろ
な
機
会
か
ら
絵
に
親
し
む
こ
と
が
早
く
且
つ
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
代
に
は
新
聞
の
挿
画
の
他
に
は
、
錦
絵
と
草
双
紙
よ
り
他
に
絵
と

い
ふ
も
の
を
知
る
機
会
は
な
か
つ
た
」（
注
2
）
と
記
し
て
い
る
。

黄
表
紙
・
合
巻
の
草
稿
本
を
見
る
と
、
作
者
が
文
章
だ
け
で
な
く
、
絵
の
原
案
も
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
画
工
は
作
者
が
示
し
た

絵
組
を
も
と
に
版
下
絵
を
描
い
た
（
注
3
）。
例
え
ば
山
東
京
伝
の
黄
表
紙
『
人に

ん
げ
ん間

万ば
ん
じ事

吹ふ
き
や
の
ま
と

矢
的
』（
北
尾
重
政
画
、
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉

刊
）
の
草
稿
本
（
注
4
）
か
ら
は
、
貼
り
紙
を
し
て
絵
を
描
き
直
す
な
ど
、
京
伝
の
創
作
の
過
程
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
柳
亭
種
彦
の

合
巻
『
偐に

せ

紫
む
ら
さ
き

田い
な
か舎

源げ
ん
じ氏

』
四
編
（
歌
川
国
貞
画
、
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉
刊
）
の
草
稿
本
（
注
5
）
か
ら
は
、
種
彦
が
絵
に
つ
い
て
朱
筆

で
細
か
く
指
示
を
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

絵
に
附
属
す
る
文
と
物
語
を
叙
述
す
る
文

草
双
紙
の
紙
面
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
文
章
は
、
同
じ
紙
面
に
描
か
れ
て
い
る
絵
と
の
関
係
に
お
い
て
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
に
分
け
ら
れ

る
。
一
つ
は
絵
に
描
か
れ
た
人
物
の
せ
り
ふ
な
ど
、
絵
と
の
密
着
度
が
高
い
文
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
絵
に
描
か
れ
て
い
な
い
場
面
も
含
め
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―
近
世
後
期
の
草
双
紙
を
対
象
と
し
て

絵
は
出
来
事
を
ど
う
語
る
か

7は
じ
め
に

絵
を
主
体
と
す
る
読
み
物
に
お
い
て
、
出
来
事
は
、
そ
し
て
出
来
事
の
連
な
り
と
し
て
の
物
語
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
近
世
後
期
に
出
版
さ
れ
た
草
双
紙
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

草
双
紙
は
十
八
世
紀
の
初
め
頃
か
ら
十
九
世
紀
の
後
半
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
絵
入
り
の
読
み
物
で
あ
る
。
書
型
は
中
本
（
現
代
の
Ｂ
６

サ
イ
ズ
に
近
い
大
き
さ
）
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
紙
面
に
絵
が
あ
り
、
余
白
に
文
章
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
紙
面
は
、
当
時
の
印
刷
方

法
の
主
流
で
あ
っ
た
整
版
印
刷
（
文
字
や
絵
を
彫
っ
た
版
木
を
用
い
て
印
刷
す
る
方
法
）
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

草
双
紙
は
一
般
的
に
、
赤
本
・
黒
本
・
青
本
・
黄
表
紙
・
合
巻
の
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
名
称
は
表
紙
の
色
や
綴

じ
方
の
特
徴
に
由
来
し
て
い
る
。
最
も
早
く
登
場
し
た
の
が
赤
本
で
、
最
も
遅
く
登
場
し
た
の
が
合
巻
で
あ
る
。
大
ま
か
に
言
え
ば
、
十
八

世
紀
の
初
め
頃
か
ら
後
半
ま
で
が
初
期
草
双
紙
（
赤
本
・
黒
本
・
青
本
）
の
時
代
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
が
黄
表
紙
の

時
代
、
そ
し
て
十
九
世
紀
の
初
頭
か
ら
後
半
ま
で
が
合
巻
の
時
代
で
あ
っ
た
。
内
容
は
、
初
期
草
双
紙
は
比
較
的
素
朴
で
平
易
な
も
の
が
多 佐藤至子
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